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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有線の公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）および無線通信ネットワークを用いて、競合する通
話通信サービスを顧客の居所に提供する方法であって、
　無線ネットワーク送信機と、中央処理機能のための代替手段と、を有する回線選択モジ
ュールを、顧客の有線電話の２つの配線と前記有線ＰＳＴＮとの間に設置するステップと
、
　前記通話通信サービスに先立って、前記回線選択モジュールが制御メッセージを受信す
る受信ステップであって、前記制御メッセージは無線通信事業者から無線通信リンクを介
して受信されるものであり、前記制御メッセージは選択プロセスにおいて前記回路選択モ
ジュールをプログラムするものであり、当該プログラムは、前記有線ＰＳＴＮまたは前記
無線通信ネットワークを用いて前記通話通信サービスが提供されるか否かを決定するため
に行われる、受信ステップと、
　前記通話通信サービスを、前記選択プロセスに関連して選択的に提供するステップと、
を有する方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記無線通信ネットワークは前記無線通信事業者によ
って管理されるものであり、かつ、前記受信するステップが、
　前記無線通信事業者のサービスが利用可能であることを確認するステップと、
　前記無線通信リンクを介して、前記無線通信事業者への通話を開始するステップと、
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　前記無線通信事業者によって、前記通話が受容されたか否かを決定するステップと、
　前記決定するステップに応じて、前記無線通信リンクを介して前記無線通信事業者から
、前記制御メッセージを含むダウンロード情報を得るステップと、
を有する方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、前記開始するステップは前記無線通信事業者にコンタ
クトするステップを有し、前記コンタクトするステップは前記回線選択モジュールによっ
て実行される、方法。
【請求項４】
　請求項２に記載の方法であって、前記無線通信事業者が前記通話に応答するときに前記
通話が受容されるものであり、
　さらに、前記通話が前記無線通信事業者によって応答されるまで、前記確認するステッ
プ、開始するステップ、および決定するステップを周期的に繰り返すステップを、有する
方法。
【請求項５】
　請求項２に記載の方法であって、前記ダウンロード情報はモジュール識別子を含むもの
であり、かつ、前記モジュール識別子を用いて前記回線選択モジュールをプログラミング
するステップを、さらに有する方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、前記確認するステップ、開始するステップ、決定する
ステップ、および、得るステップは、前記プログラムされたモジュール識別子が存在しな
い場合に実行される方法。
【請求項７】
　請求項５に記載の方法であって、前記モジュール識別子は、移動識別番号（ＭＩＮ）で
ある方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、前記ダウンロード情報は、日付／時刻スタンプを含む
ものであり、さらに、
　前記日付／時刻スタンプを用いて前記回線選択モジュールを初期化するステップと、
　前記日付／時刻スタンプに応じて、前記無線ネットワークを用いて前記通話通信サービ
スが提供される可能性があるサービス時間枠を識別するステップと、
を有する方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法であって、前記無線通信事業者は第１の無線通信事業者であって
、かつ、前記受信するステップが、
　前記第１の無線通信事業者のサービスが利用不可能である場合に、第２の無線通信事業
者を用いた通話を開始するステップと、
　前記第２の無線通信事業者から前記ダウンロード情報を得るステップと、
を有する方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の方法であって、前記無線通信ネットワークは第１の無線ネットワーク
であり、前記選択的に提供するステップは、前記第２の無線通信事業者から得た前記ダウ
ンロード情報に応じて、前記第２の無線通信事業者によって管理される第２の無線ネット
ワークを介して前記通話通信サービスを選択的に提供する、方法。
【請求項１１】
　請求項１に記載の方法であって、さらに、前記回線選択モジュールにおいて前記制御メ
ッセージを周期的にアップデートするステップを有する方法。
【請求項１２】
　顧客の有線電話の２つの配線と、有線の公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）との間に設置され
る回線選択モジュールであって、
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　前記顧客の有線電話の配線を前記有線ＰＳＴＮから切離すために前記顧客の有線電話の
２つの配線に選択的に割り込むための、前記顧客の有線電話の２つの配線と前記有線ＰＳ
ＴＮとの間に接続されるスイッチング手段と、
　前記ＰＳＴＮと無線電話通信ネットワークとの間で通信サービスを選択的に割り当てる
目的で、通話割り当てメッセージを前記スイッチング手段に発するためのものであり、か
つ、前記スイッチング手段に接続される制御手段であって、無線通信リンクを介して無線
通信事業者から送られるとともに前記通話通信に先んじて受信される制御メッセージに対
して応答するインテリジェント・プロセッサを有する、制御手段と、
　前記スイッチング手段に応答可能であり、かつ、前記モジュールにおいて無線ネットワ
ーク送受信機を起動させるために、前記無線ネットワークを用いて前記通話通信サービス
を提供する手段と、
を有する回線選択モジュール。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の回線選択モジュールであって、
　前記制御メッセージは、前記通話サービスを提供する目的で前記有線ＰＳＴＮと前記無
線ネットワークとのうち一方を決定するのに使用される選択プロセスを有し、
　前記インテリジェント・プロセッサは前記選択プロセスにおいてプログラムされる、
回線選択モジュール。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の回線選択モジュールであって、前記インテリジェント・プロセッサ
は、アップデート選択プロセスにおいて周期的に再プログラムされる、回線選択モジュー
ル。
【請求項１５】
　請求項１２に記載の回線選択モジュールであって、前記制御手段はダウンロード情報を
得るために前記無線通信リンクを介して前記無線通信事業者にコンタクトするよう構成さ
れており、かつ、前記ダウンロード情報は前記制御メッセージを含む、回線選択モジュー
ル。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の回線選択モジュールであって、前記無線通信事業者は第１の通信事
業者であり、かつ、前記制御手段は、前記第１の通信事業者のサービスが利用可能でない
ことが判明した場合に、前記ダウンロード情報を得るために、第２の無線通信事業者にコ
ンタクトするよう構成されている、回線選択モジュール。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の回線選択モジュールであって、前記無線通信ネットワークは第１の
無線ネットワークであり、かつ、前記スイッチング手段は、前記第２の無線通信事業者か
ら得た前記ダウンロード情報に応じて、前記第２の無線通信事業者によって管理される第
２の無線ネットワークを介して前記通話通信サービスを選択的に提供する、回線選択モジ
ュール。
【請求項１８】
　請求項１５に記載の回線選択モジュールであって、前記ダウンロード情報はモジュール
識別子を含むものであり、かつ、前記インテリジェント・プロセッサは前記モジュール識
別子を用いてプログラムされる、回線選択モジュール。
【請求項１９】
　請求項１５に記載の回線選択モジュールであって、前記ダウンロード情報は日付／時刻
のスタンプを含むものであり、かつ、前記制御手段はさらにリアルタイム・クロックを有
し、前記リアルタイム・クロックは前記日付／時刻のスタンプを用いて初期化される、回
線選択モジュール。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の回線選択モジュールであって、前記制御メッセージは、前記通話通
信サービスが前記無線ネットワークを用いて提供される可能性があるサービス時間枠の識
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別証明を含むものであり、かつ、前記制御手段は、前記リアルタイム・クロックの初期化
に応じて前記サービス時間枠が発生する時をモニターできるように構成されている、回線
選択モジュール。
【請求項２１】
　顧客の有線電話の２つの配線と公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）の間に設置される回線選択
モジュールであって、
　前記ＰＳＴＮへのユーザの前記顧客の有線電話の配線を切断するために、前記顧客の有
線電話の２つの配線に選択的に割り込むためのスイッチング手段と、
　前記スイッチング手段に接続され、代替の無線通信経路を介して通話通信を外部へ発信
させるために、前記回線選択モジュールの中の無線電話送受信器を動作させる手段と、
　前記ＰＳＴＮと前記代替無線通信経路との間にある前記回線選択モジュールを介して通
話トラフィックを選択的に割り当てる目的で、通話割り当て制御メッセージを前記スイッ
チング手段に発するためのものである、前記スイッチング手段に接続される制御手段であ
って、前記代替無線通信経路を介して外部への通話通信が発されるサービス時間枠を識別
するための時間計測手段を有する制御手段と、
を有する回線選択モジュール。
【請求項２２】
　公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）と無線通信ネットワークを用いて、ユーザ居住地において
競合する通話通信サービスを発信する方法であって、
　携帯電話送受信機および中央処理機能のための代替手段を有する回線選択モジュールを
、顧客の有線電話の２つの配線と有線の前記ＰＳＴＮとの間に設置するステップと、
　前記有線ＰＳＴＮまたは前記無線ネットワークを用いて外部への前記通話通信サービス
の発信をするか否かを決定するのに使われる選択プロセスにおいて、前記回線選択モジュ
ールをプログラムする制御メッセージを、前記回線選択モジュールにおいて受信するステ
ップと、
　現在時刻を得るための時計を保守するステップと、
　前記現在時刻を、前記制御メッセージによって確立されるサービス時間枠と比較するス
テップと、
　前記比較するステップに応じて、前記外部への通話通信サービスの発信をするために、
有線である前記ＰＳＴＮおよび前記無線ネットワークの一方を選択するステップと、
　前記選択するステップに関連して、前記外部への通信通話サービスの発信を選択的に実
施するステップと、
を有する方法。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の方法であって、前記発信を選択的に実施するステップが、
　無線サービスが利用可能であることを確認するために、前記無線ネットワークをモニタ
ーするステップと、
　前記無線ネットワークが利用可能でない場合に、前記通話通信サービスの発信を実施す
るために、有線である前記ＰＳＴＮを選択するステップと、
を有する方法。
【請求項２４】
　請求項２２に記載の方法であって、前記発信を選択的に実施するステップが、
　前記現在時刻が前記サービス時間枠の範囲外にある時に、前記外部への通信通話サービ
スの発信を実施するために、有線である前記ＰＳＴＮを選択するステップを、
有する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は改良された無線通信システムに関する。さらに詳しくは、本発明の好ましい実施
態様は多モード通信システムに関し、このシステムは、標準の無線電話セルネットワーク
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(Cellular network)の通達範囲内にあるときは、標準のアナログまたはディジタルのプロ
トコルで作動し、そしてワイヤライン電話ネットワークに接続されている独立の低電力「
ピコ(pico)」セルが設けられている通達領域内にあるときは、個別プロトコルで作動する
強化コードレスモード(enhanced cordless mode)に自動的に切り換わるよう設計された特
別の送受器を備えている。「ピコ」という用語は本明細書で用いる場合、通常のセル無線
電話のセルより大きさが小さいことを意味する。ピコセルは、セルネットワークのセルと
は無関係に作動するオーバレイセル(overlay cell)のフレームワークと協動するよう、顧
客選択地域(customer selected location)に設置される。
【０００２】
このオーバーレイセルフレームワークによって、サービスプロバイダー(service provide
r)は、サービス制御装置とホストステーションによって、特定の各送受器とピコセルシス
テムの作動を完全に制御することができる。この標準のセルシステムは、標準の送受器に
は無視されるが、特定の送受器には解釈されて特定送受器の現在作動中のモードを連続的
に諸顧客に報告するゾーン識別子オーバーヘッドメッセージ(zone identifier overhead 
message)を追加することによってさらに強化することができる。
【背景技術】
【０００３】
各顧客に専用のサービス番号が割り当てられかつ顧客が場所を変更しても、双方向通信の
ケイパビリティ(capability)（すなわち電話をかけたり受けたりする性能）を保有できる
適切な装置が設置される遍在(ubiquitous)電気通信サービスが長年にわたって要望されて
いることは知られている。
【０００４】
伝統的なワイヤライン電話サービスを越えて拡大するシステムは、上記ケイパビリティを
、技術的な全体像から一層厳密に達成するために開発されている。例えば、ページング、
ホーム電話サービス内の標準のコードレスサービス、セル電話サービスおよび専用通信シ
ステムの新しい改革が知られている。このようなシステムの設計はすべて、究極的な遍在
サービスに対する要望を高い費用効率で満たす努力の結果が含まれている。しかし各シス
テムには、遍在電気通信サービスを提供するには不充分な技術面と費用面の欠点があるこ
とはよく知られている。
【０００５】
例えば、従来のシステムは、遠隔プログラミングによって遠隔装置の作動を制御している
。しかしかような従来のシステムは、Mobile Identification Number（ＭＩＮ）のような
電話システムの識別(identity)を行うために、独自のプログラミングが必要であり、これ
は遠隔プログラミングを提供する通話を行うため後で使用される。これは望ましくない遠
隔プログラミング方法である。というのはこの方法は、独自のプログラミングが遠隔地で
現れるのを阻害するからである。その結果、遠隔装置に対する物理的アクセスによってそ
の装置に対する独自のプログラミングを扱うために非常に複雑で高価なインフラストラク
チャ(infrastructure)が設置されている。
【０００６】
その上に、従来のセルシステムは、送信シグナルの電力レベルを監視して、シグナルのレ
ベルが通信サービスの提供を保証するのに充分高いかどうかを決定する。このような従来
のシステムはアクセス閾値(access threshold)が比較的低い。というのは従来システムは
潜在的な利用者に対する通信サービスを拒んでその利用者から潜在的に得られる利益を看
過したくないからである。しかし従来のセルシステムは、弱いシグナルで送受器からアク
セスを受けた後、直ちに呼出しをハンドオフ(handoff)またドロップすることがある。こ
のシステムは、アクセス時に直ちに呼出しをドロップまたはハンドオフするので、ハンド
オフを支示しないかまたはハンドオフオーバーヘッド通信を最少にしたくない小さいセル
に適用される場合望ましくない方法である。
【０００７】
さらに従来のセルシステムは、その呼出しがセルによっていつドロップされるか利用者に
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分からないように設計されている。呼出しが一つのセルでドロップされたとき、他のセル
がハンドオフプロセスを通じて呼出しを受けるよう利用できることが期待される。しかし
、従来の、および他のセルシステムでは、他のセルを利用できることは保証されていない
。この方法は望ましくない作動法である。というのは、利用者が、呼出しをドロップされ
るのを防ぐ処置をとれる状態にあるときに警告を与えずに呼出しがドロップされるからで
ある。
【０００８】
さらに、従来のシステムは、呼出し中、利用者に対して、通話中着信音などの警報信号を
発する場合、このような警報シグナルは、呼出しに対する両当事者がその警報シグナルに
気付くように構成されていることがない。これもやはり望ましくない作動方法である。警
報を受けていない呼出し中の一方の当事者は一般に警報を知る必要がない。この他方の当
事者は彼らにとって意味のない警報を知ると、混乱が起きることが多く、会話の流れが不
必要に中断されることが多い。
【０００９】
さらに従来のシステムは、そのシステムがサービスを提供できるときに送受器を通じてサ
ービスを提供するように設計されているに過ぎない。従来のシステムは一般に、各種の通
信サービスが、各種の異なる通信システム例えば多重セルシステムおよび地上通信サービ
ス(land-time service)を通じて利用できることを認識できない。さらに従来のシステム
は、共通の送受器に各種のサービスを組込んで、ときどき送受器を通じて利用できる各種
の通信サービスオプションについて利用者に意味のある情報を提供することはできない。
【００１０】
したがって、顧客に対して遍在通信サービスを、既存のシステムより一層厳密に提供する
改良通信システムに対する要望が依然として存在している。
【発明の開示】
【００１１】
したがって本発明の目的は、低コストの遍在電気通信サービスに対する顧客の要求を一層
完全に満たす改良電気通信システムを提供することである。
【００１２】
本発明の他の目的は、標準のセルネットワークを備えるように設計され、さらにセルネッ
トワークのセルとは独立して作動するオーバーレイセルのネットワークを備えた改良電気
通信システムを提供することである。
【００１３】
本発明の他の目的は、かようなシステムにおいて、順に、複数のポータブル電話送受器を
保持するマルチチャネルピコステーションを各顧客の場所に設けて、各送受器が顧客のプ
レミス(premise)内にあるときはワイヤレスモードまたはピコモードで作動することがで
き、かつ各送受器が顧客のプレミスから離れているがセルの通達範囲領域内にあるときは
標準セルモードで作動できるようにすることである。
【００１４】
本発明の他の目的は、上記２重モードの一方で作動するよう選択されたポータブル専用送
受器を持っている顧客がかかってくる呼出しを受けて用意に識別できるように識別リング
とともに呼出し転送ケイパビリティが設けられ、システムの未選択モードまた不活性モー
ドを通じて、顧客の割り当てられたセル番号に導かれるような改良電気通信システムを提
供するものである。
【００１５】
　本発明の他の目的は、顧客のアクションなしでかような２重モードポータブル送受器を
自動的に登録して制御し、かつ顧客に、送受器がいつでも作動するように設定されている
状態またはモードをアドバイスする指示器が設けられ、その結果顧客が情報を受けて呼出
しに対して費用効率の高い決断ができるようにすることである。
【００１６】
　本発明の他の目的は、送受器一台当たり一つの無線を用いる２重モードシステムに、動
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的なチャネル割り当てと占有を容易に行えるようにする、セルラーコンパチブルであるが
独特のプロトコルに基づいた作動モードを提供すことである。
【００１７】
　本発明の他の目的は、顧客のプレミスとセルネットワークの間に呼出しトラフィックを
選択して割り当てることができるオルタネートラインオプションケイパビリティ(alterna
te line option capability)を提供することである。
【００１８】
本発明のこれらの目的および他の目的と利点は、アナログまたはディジタルの構成の多重
セルサイド(multiple cell site)を有し、かつ標準の地理的通達範囲を実現する標準のセ
ルネットワークとともに作動するよう設計された電気通信システムで達成される。また本
発明のシステムは、セルネットワークの標準セルサイトとは独立して作動するオーバレイ
セルの同等のネットワークも備えている。あるいは本発明のシステムは、例えばＳＭＲネ
ットワークのような他のキャラクターの無線電話ネットワーク内に使用される。
【００１９】
各オーバーレイは、一般にセルサイト領域に対応する地理領域に対し、しかし非妨害であ
るように、割り当てられたセルネットワークの信号周波数に対して、最高に分離できるよ
う選択される一組の予備のセル周波数で無線通信通達範囲を提供することが好ましい。
【００２０】
オーバーレイセルと協動するためベースステーション(base station)（本明細書では以後
ピコステーションと呼ぶ）が各顧客のサイトに設けられている。各ピコステーションは２
重モードで機能する６台までの改良型ポータブル送受器を支示するよう設計されている。
第一のモードでは、各送受器は、ピコステーションの近傍から物理的に取出されると通常
のポータブルネットワークまたはセル電話として機能する。最初の繰り返しの場合は強化
コードレス(enhanced cordless)と呼ばれ次の用途ではピコモードと呼ばれるシステム
の送受器の第二のワイヤレス作動モードについてここで説明する。本発明の強化コードレ
スモードは、標準のコードレス電話の作動とはいくつもの点で異なっている。このシステ
ムは、送受器と、標準のコードレス作動には見られないピコステーションとの間に独特の
バーストモード通信制御プロトコルを用いている。このプロトコルは、セル標準(cellula
r standard)に適合し、標準のコードセルでは不可能な２重モード作動を行わせることが
できる。さらに、標準コードレスの周波数アレンジメントはこのシステムに用いられるセ
ル周波数とは明らかに異なっている。他の差違は以下の説明によって明らかになるが、こ
の差違によって、提供されるサービスの作動が改善される。
【００２１】
　このシステムの独特のプロトコルを使用すると、セル電話のハードウェアに固有の10キ
ロビットのマンチェスター符号化データ経路(Manchester encoded data pathway)を用い
て遠隔アクティベーションと遠隔制御を行うことができる。したがって、送受器はピコス
テーションの近くに位置しているとき、ハウスＰＳＴＮワイヤリングに接続されて、ピコ
ステーションによって支示されるコードレス電話として作動する。
【００２２】
好ましいモードでは、呼出し送達は、ピコステーションとＰＳＴＮとの間に接続されたオ
イタネートラインオプションモジュールも備えているリンクによって提供される。その配
置によって、ピコステーションから電話ネットワークを切換えられた公衆に直接アクセス
することによってサービスを提供することができるか、またはピコステーションからのサ
ービスは該オルタネートランオプションモジュールの無線(radio)によってセルネットワ
ークに選択的に再び向けることができる。本発明のシステムの顕著な利点は、呼出し容量
を提供するため、呼出しトラフィックの選択された部分をこれら二つの経路の間に割り当
て次いで呼出しデマンドを変えることから生まれる。このことによって、サービスを割当
分配する必要なしに、セル容量が限られた地域にこのシステムを配置することができる。
【００２３】
従来実施されていない遠隔プログラミング法を用いて、ポータブル送受器とピコステーシ
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ョンのセットアップと制御を容易に行うため、サービス制御装置とホストステーションが
設置される。
【００２４】
各送受器は、一つの無線トランシーバを有する標準のアナログセル電話の要素と同等の要
素を備えている。その上、その送受器は、顧客のプレミスに配置されたピコステーション
と協動してピコモードで作動できるようにソフトウェアが付加されている。アナログ法の
代わりとして、ピコステーションを保持するのに必要な同じ追加と改変を行った改変送受
器は適合したディジタル法を実施することができる。
【００２５】
初期のステップアップを行った後、各送受器は、そのオーソライジング(authorizing)ピ
コステーションの近傍に位置しているときに確認するプロセスを利用する。そのときのみ
、送受器は、定期的に信号を送信して送受器が許容可能な通信範囲内にあるかどうかを決
定することによってそのオーソライジングピコステーションを探し出す。ピコステーショ
ンは許容可能なレベルの送受器の信号を受信すると、応答して、送受器と登録情報を交換
して、その送受器とピコモードに確定もしくは登録する。
【００２６】
次に送受器は、それが作動するセルシステムにメッセージを送り、次にそのセルネットワ
ークに試みられて入ってくるすべての呼出しをこのオーソライジングピコステーションの
電話番号（これは顧客のホームＰＳＴＮ番号でもよい）に転送するよう命令する。最後に
、送受器は、ピコモードに切換えられ、それが「ホーム」でありかつサービス中であるこ
とを示す応答制御メッセージをピコステーションに送る。そのとき、送受器ディスプレイ
のメッセージは、送受器がセルモードではなくてピコモードであることを利用者に示す。
【００２７】
　そのシステムは、ピコモードの場合、アナログのＡＭＰＳ形セルシステムと同じ基本的
技術標準で、選択された予備のセルチャネルで低電力レベルで作動する。このモード中、
ピコステーションはハンドオフケイパビリティなしで電気通信ベースステーションとして
機能することができる。
【００２８】
６台までの送受器をピコステーションに登録することができる。好ましい実施態様では、
一度に一台の送受器だけが送信できる。しかし本発明のシステムは、他の送受器が進行中
の呼出しをつなぐケイパビリティをもっている。ピコステーションに対する送受器のリン
クは呼出しアクティビティ(call activity)中、非常に低い電力レベルで達成され、その
ためバッテリドレイン(battery drain)が低くなる。
【００２９】
ピコステーションは呼出し送達を行うためホーム電話配線に直接接続されるが、サービス
制御装置に対する無線周波リンクと、ネットワーク領域内に配置されたオーバーレイホス
トステーションとによって常に制御される。送受器は、作動状態でピコステーションの範
囲から運び出されると自動的にセルモードに切換わり、既存の呼出し転送をキャンセルす
る。
【００３０】
本発明の特別の送受器とオーバーレイネットワークの作動は、標準のセルネットワークの
作動に対してトランスペアレント(transparent)でありそのためその作動を妨害しないこ
とが分かるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
システムの概要
本発明のシステムには、顧客がホームサイトからはなれているときのみならず、ホームサ
イトまたは他の顧客サイトでも経済的で便利な電気通信サービスが得られる構成要素の組
合わせが含まれている。
【００３２】
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サービスプロバイダーの観点から、本発明のシステムは、選択されたグループの顧客に特
別のサービスを提供し、しかも通常のセル顧客(cellular customer)を同時に保持するア
ナログまたディジタル構成のセルネットワークのような標準の無線電話ネットワークと協
動しかつそのネットワーク内で作動するよう設計されている。その上に、本発明のシステ
ムには一般に、セルの標準ネットワーク内のセルサイトに一般に対応するオーバーレイセ
ルネットワークが含まれている。このオーバーレイセルネットワークは、一般にセルサイ
ト領域に対応する地域に、しかし妨害しないように、セル信号周波数について最高に分離
できるよう選択された一組の予備のセル周波数で、無線通信の通達を行う。ピコステーシ
ョンは、便利に配置されたオーバーレイセルと相互に作用するよう選択された各顧客サイ
トに設置される。ピコステーションは特定の送受器から呼出しを受けて、これらの呼出し
を屋内配線を通じてＰＳＴＮに伝達する。この方式で、本発明のシステムは、選択グルー
プの顧客がそのホームサイトまたはサービスサイトにいるとき、該顧客に対し、標準のネ
ットワークで提供されるサービスに加えて、無線モードもしくはピコモードの作動を支示
することができる。
【００３３】
この改良無線通信システムは、各ピコステーションに連結されている多くの２重モード電
話送受器を支示することができ、各送受器は、顧客プレミス内にあるときはピコモードで
作動することができ、そして顧客プレミスから離れて位置しているが依然として標準の通
達範囲内かまたはセルネットワークの通達範囲内にあるときは標準モードまたはセルネッ
トワークのモードで作動することができる。本発明のシステムの利点は、このシステムが
そのすべての施設を有効に利用できるので、呼出しトラフィックの著しい増大を処理でき
るということである。
【００３４】
　本発明のピコステーションは、ネットワーク内のスペクトル的に動的で(spectrally dy
namic)、非捕獲性で(non-capturing)、ネットワーク透明性(network transparent)の専用
ピコセルである。
【００３５】
システムの構成要素
図面の特に図１を参照して本発明の好ましい実施態様を説明する。図１は既存のセルシス
テムの多数のセルスイッチまたはセルサイト10aのうちの一つを示す。このセルサイトは
、従来設計のＡＭＰＳまたはＴＤＭＡもしくはＣＤＭＡのディジタルサービスが標準作動
するように構成されている。ＥＩＡまたはＴＩＡのStandard 553は、米国内のすべての認
可されたセルオペレーション(cellular operation)が従うSpecifications for Mobile St
ation and Land Station compatibility of Cellular Systems を定義している。本発明
のシステムは、これらの規格を厳守するかまたは該規格に適合するシステムである。
【００３６】
　また図に示すセルサイトは、セルサイトとほぼ同じ地域の無線通達範囲を提供するオー
バーレイセルとアンテナ10bが物理的に所在していてもよい。
【００３７】
しかしこのオーバーレイセルは、セル周波数と適切に周波数を分離できるよう選択された
一組の予備周波数で作動するのでセルの無線作動を妨害しない。少なくとも一つのチャネ
ルが指令のためにのみ保持され、そして残りの予備チャネルは呼出しと指令の両者のケイ
パビリティを提供できる。この点については、送受器からピコステーションへのすべての
通信がオーソライゼーション通信を除いて予備の呼出しチャネルで行われ、一方ピコステ
ーションに対するサービス制御装置の通信は主として指令チャネルだけの通信であること
がさらに分かるであろう。
【００３８】
標準のセル周波数分配は、EIA-553セクション2.1.1.1.に規定されている。好ましい実施
態様で、B-Side用に選択された予備共通制御チャネルはB-Sideシグナル割り当て表から最
も多く取出されるチャネルの799である。B-Side用の予備呼出しチャネルは一般に798～78
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9である。
【００３９】
　A-Side用には、予備の共通制御チャネルは、A-Sideの信号割り当てから最高に分離でき
るように選択される991である。A-Side用の予備呼出しチャネルは一般に992～1001である
。いくつかのまたは追加のチャネルを保持してもよいことは明らかである。６～12個のチ
ャネルが好ましい範囲である。
【００４０】
あるいは、セルラーセルに比べて、関連セルネットワークの地域とほぼ同等の無線通達範
囲が得られる限り、別の地域に配置された、オーバーレイセルのアレイ利用してもよい。
【００４１】
ピコステーション26は、既存の屋内電話配線に接続された標準のRJ11インタフェースを通
過するケーブルによってＰＳＴＮと相互に接続されている。図に示す実施態様でオルタネ
ートラインオプションモジュール22は、ケーブル24によって、ピコステーションとＰＳＴ
Ｎ20の間に接続されている。このオルタネートラインオプションモジュールは、顧客の領
域上またはその近傍に位置し、このことは、この好ましい実施態様における常駐プレミス
(residental premise)または事務プレミスを示す。単一または複数の標準ワイヤライン電
話送受器は、所望により図に示すように屋内配線で相互に接続できるが、このようなもの
は必要でない。所望により、オルタネートラインオプションモジュールは、同じプレミス
に関連するピコステーションがあってもなくても、このシステムから省略するかまたは選
択して配置することができる。したがってオルタネートラインオプションモジュールは、
屋内配線でインタフェースされた装置とともに使用できる独立した装置である。
【００４２】
６台までの２重モードポータブル送受器(32a～f)が提供され、各々のピコステーションと
連結し、ピコステーションの支示下および以下に詳細に説明するサービス制御装置の制御
下で２重モードで作動できる。
【００４３】
　第一モードで、各ポータブル送受器は、セル10aに対する直接無線接続によって作動す
るポータブルセル電話として機能する。第二モードで同送受器は、顧客プレミスでピコス
テーションによって支示された強化コードレス電話として機能する。後者のすなわちピコ
モードの場合、呼出しの送達は、実際には無線とＰＳＴＮに支示の組合わせを用いて、ホ
ーム内の有線電話サービスを通じてピコステーションから接続によって公衆が切換える電
話ネットワークに提供できる。オルタネートラインオプションモジュールがシステムに設
けられている場合、このモジュールは、ピコステーション、オルタネートラインオプショ
ンモジュールおよびセル10aで示すセルネットワークを通じて、図に示す無線リンクで、
送受器におよび送受器から呼出しを選択的にチャンネリングする別のケイパビリティを提
供する。
【００４４】
少なくとも一つのサービス制御装置12が、各オーバーレイセルに設けられ、セルサイトに
ケーブルで接続されて本発明のシステムに連結され、そしてパーソナルコンピュータ16が
やはりケーブル接続によってサービス制御装置に連結されている。そのサービス制御装置
は、ＰＳＴＮおよびケーブル接続14を通じて、ワークステーション18が連結されたホスト
ステーション17に接続されている。このホストはさらに標準のX-25チャネルを通じて顧客
アクティベーションシステム23に接続され、これらのものは、所定のセルネットワークで
機能できるセル送受器のアクティベーションとプログラミングを制御するため、セルキャ
リヤ(cell carrier)によって通常採用されている。このホストシステムの遠隔プログラミ
ング機能は、例えばさきに引用した米国特許第5,046,082号に記載されているサブシステ
ムによって適切に実現される。なおこの特許本明細書に援用するものである。
【００４５】
図３を参照して本発明システムに用いる送受器を例示する。この送受器は外ケース31、キ
ーパッド32、アンテナ34および表示スクリーン35を備えている。そのキーパッドには、標
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準の12個のキーポーション38、電力スイッチ39およびクリヤーキー40が設けられている。
通常の「送信(Send)」キーは特定のロゴを有するグリーンキー41で置換され、そして「終
了(end)」キーはやはり特定のロゴが印されているレッドキー42で置換されている。この
グリーンキーすなわちオフフックキーが押圧されると、発信音を発して呼出しシーケンス
が開始される。レッドキーすなわちオンフックキー42が押圧されると呼出しシーケンスが
終結する。
【００４６】
　この送受器は、外側のデザインは機能キー41、42が変わっていることだけが標準セルと
異なりまたこの送受器は送信キーを備えていないので、図20で説明するフロープロセシン
グコントロール(flow processing control)にしたがって送受器の標準ＤＴＭＦジェネレ
ータを使用して精密発信音(precision dial tone)を提供する点が標準セルと異なってい
る。この発信音は、ダイヤルされた番号の状態の完了を検出するためNorth American Num
bering Planの機能とともに用いられる。したがって、この送受器のダイヤルプラン(dial
plan)は、その送受器が、オフフック状態にされると直ちにローカル発信音を発信して、
サービスが利用可能で通話を申し込むことができることを利用者に知らせる点が標準のセ
ルダイヤリングと異なっている。そのダイヤルプロセスは次に電話の顧客がよく知ってい
る標準ＰＳＴＮのプラクティス（オフフック、発信音、ダイヤル番号、呼出しプログレス
、接続、会話およびオンフックのプラクティス）に従う。
【００４７】
　またこの送受器は、送受器がどちらの作動モードを提供するよう現在設定されているの
か、すなわちピコモードかセルモードかを利用者に表示するケイパビリティをもっている
。この情報は他のメッセージ情報とともに、送受器の標準ＬＣＤ表示スクリーン35に表示
される（例えば適切なメッセージが含まれている。Wireless = Home #n; Neighborhood C
ellular = Local; Cellular = PREMIUM)。この表示された状態の情報によって利用者は、
呼出しをするかまたは呼出しを受けるとき、特に、特定のサービスプロバイダーの料金プ
ランを利用できる場合、情報に基づいて決定することができる。
【００４８】
図２を参照して、送受器の構成要素の図を説明する。この図は従来のセル送受器と類似し
ている。アンテナ50がデュプレクサ52に接続され、このデュプレクサ52は次にレシーバセ
クション54と送受器セクション55に接続されている。スピーカー56が該レシーバーに接続
されそしてマイクロホン57が該送信器に接続されている。中央処理装置58が、入力／出力
パスとアドレス／データバスによって上記のレシーバセクションと送信セクションの両者
に相互接続されている。表示プロセッサ／キーパッドセクション59も通常の方式でＩ／Ｏ
バスに相互接続されている。不揮発性メモリEEprom53も通常の方式でＡ／Ｄバスに相互接
続されている。
【００４９】
各送受器には、送受器電話番号としてセルシステムで使用されている個別のMobile Ident
ification Number（ＭＩＮ）が割り当てられる。送受器がセルシステムサービスから、ピ
コモードサービスのピコステーションに移行すると、送受器は、そのＭＩＮに申し込まれ
た入ってくる呼出しを、送受器が切り換わっているインスタントピコステーションと関連
するＰＳＴＮ電話番号に転送するようセルシステムに自動的に報告する。このプロセスは
、フロープロセスについて以下に説明するように、送受器が、セルシステムのサービス領
域に、ピコステーションからまたはピコモードサービス領域から移行して戻るたびごとに
逆に行われる。送受器のこの特別の機能は、送受器の中央プロセッサで実行される付加ソ
フトウェアに収納されている。
【００５０】
図４を参照して、ピコステーションの構成要素の図を説明する。ピコステーションは、ア
ンテナ60を備え、このアンテナはデュプレクサ62に接続され、このデュプレクサはレシー
バセクション64と送信セクション65に接続されている。標準構成の中央処理装置66が設置
され、そして標準電話線インタフェースモジュール72が、上記レシーバセクションと送信
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セクションそれぞれに音声ケーブル(audio cable)68、69によって接続されている。また
このインタフェースモジュールは、図１に示すように、所望によりオルタネートラインオ
プションモジュールに接続する屋内電話線に接続される。Ｉ／Ｏバスが、アドレス／デー
タバスと同様に送信セクションとレシーバセクションおよび中央処理装置の間に相互に接
続されている。またＡ／Ｄバスには不揮発性EEprom70が接続されている。ステータスLED7
3とオーソライゼーションモード押ボタン74がそれぞれＩ／Ｏバスに接続されている。
【００５１】
ピコステーションの目的は、そのオーソライズされた各送受器と、顧客サイトのＰＳＴＮ
電話線またはセルシステム（そのように構成されている場合）との間のインターフェース
を提供することである。各ピコステーションは６台までの送受器を保持するよう設計され
ているので、各送受器は３個までのピコステーションを使用して顧客に融通性を与えるよ
うオーソライズすることができる。ピコステーションはセルスペクトルで作動し、かつピ
コモードの送受器との通信セクション中ランドステーション装置として常に機能すること
が好ましい。しかし標準のセルランドステーションと異なり、ピコステーションはピコモ
ードで作動し、送受器が連結する(lock onto)公知のチャネルで連続のオーバーヘッドメ
ッセージのデータ流を送信しない。代わりにピコステーションと各送受器は、バーストモ
ード通信で個別のオペレーティングプロトコルを利用して、これらの特定の装置の間の通
信が所望のときにのみ配置され互いにアクセスする。このことによって、チャネルの利用
が主として呼出し交換に供される点でシステムの顕著な改良がなされる。さらに送受器の
電池の容量が維持される。
【００５２】
発信装置が複数の予備チャネルのうちの一つから通信チャネルを選択した後、この個別の
作動プロトコルが発信装置（ピコステーションまたは送受器）によって開始される。この
チャネル選択プロセスは、選択されたチャネルに存在するシグナルの強さを測定し、その
測定値を予め決められた許容値と比較する上記発信装置に依存している。選択されたチャ
ネルに存在するシグナルが上記の予め決められた値より小さい場合、そのチャネルはこの
通信セッションに利用できるとみなされる。そのシグナルのレベルが公知の値より大きい
場合、発信装置は、許容可能なチャネルが見つかるまで、複数の公知の通信チャネルから
他のチャネルを選択し、測定と比較を再び実施する。その選択されたチャネルは通信セッ
ションの期間だけ占有され次いで明け渡される。チャネルが一旦明け渡されると、シグナ
ルの存在が測定されたため、このチャネルを避けていた近傍のピコステーションまたは送
受器はそのチャネルを対応する通信セッションに使用し、次いでそれを解放するとができ
る。
【００５３】
　ピコステーションと送受器の両者が使用する送信電力は非常に低い。この事実は、個別
のチャネル選択プロセスと本発明のシステムの他の利点と組合わせることによって、比較
的少数のチャネルを非常に多数の顧客サイトに役立てることができる。この動的チャネル
選択と使用プロトコルの他の利点は、隣接するピコセル領域に無線チャネルを予め割り当
てて、標準のセルランドステーションシステムで経験される妨害を回避するため現在要求
されている努力が排除されることである。周波数のプラニングがこのように排除されると
、システムの配置が簡単になり、システムを近隣地域で成功裡に使用でき、そしてこのシ
ステムが提供する利益自体を公衆に迅速に利用させることができる。
【００５４】
　ピコステーションのアクティベーションと正の対照は、図５に示すようなサービス制御
装置を使用することによってセルサービスプロバイダーが維持する。
【００５５】
　図５を見れば、図１に示すいくつかの構成要素が含まれており、これらの要素には図５
では同様の番号が付けられている。図５はさらに、固定装置12とともに有用な自動車サー
ビス制御装置80を示す。装置80は、パーソナルコンピュータ80aを含めて自動車を構成し
ている。そしてこのパーソナルコンピュータ80aは、特に、標準セルオーバーヘッドプロ
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トコルに加えてピコモードのオーバーヘッドコントロールオペレーションを実施するのに
必要なソフトウェアケイパビリティを有している点で送受器と類似の構造を有するセル形
自動車無線装置80bと相互に接続している。
【００５６】
図に示す実施態様で、自動車装置は、固定されたサービス制御装置の手が届かないピコス
テーションにサービス制御装置機能を提供するか、あるいは自動車装置は、番号12で示す
ような固定のサービス制御装置の代わりに使用できる。自動車サービス制御装置が利用さ
れるとき、この制御装置は、ホストステーション17からＰＳＴＮを通ってセルのセルサイ
ト10aへ向かう通信経路で作動する。次に、標準のセルワイヤレスリンクによって、セル
サイト10aと装置80の間に通信経路が樹立される。ピコステーションと通信してこれを制
御するため、装置80は、以下に述べる共通のセットアップと制御のチャネルとして確認さ
れた専用の制御チャネルである選択されたワイヤレスリンクをピコ周波数の一つに対して
用いる。このワイヤレスリンクは、ピコモードプロトコルと適合しているが、その特別の
サブセットである、以下に詳細に説明する個別の通信プロトコルに従う。このプロトコル
のメッセージフォーマットは特に図31に示す。
【００５７】
固定のサービス制御装置12が用いられる場合、ホストステーション17からＰＳＴＮを通っ
てサービス制御装置に至る送信リンクが使用される。さらにサービス制御装置はケーブル
によってこのシステムのセル10bに接続される。次に、サービス制御装置からピコステー
ションへの通信は、図31に示す専用の制御チャネルとワードオペレーティングプロトコル
を用いて、セル10bからピコステーションへワイヤレスリンクによって実施される。
【００５８】
固定のサービス制御装置は、ピコステーションとの好ましい通信方法であることは明らか
であろう。しかし、オーバーレイネットワーク中にギャップが存在する場合、システム設
置の初期段階に、一つ以上の自動車装置を使用することが必要であろう。あるいは自動車
装置と固定装置の両者は相互に交換可能にもしくは同じ一般領域で使用してもよい。また
、自動車装置が利用される場合、自動車装置は、ホストステーションからの送信に完全に
依存できるか、またはＰＣに付加されるカセットなどの媒体によって、自動車装置に予め
負荷された情報を選択されたピコステーションに運ぶことができることも分かるであろう
。同じケイパビリティが固定のサービス制御装置に対して可能である。
【００５９】
最低限度、これらの装置のうち一つは、ピコステーションが配置されている近傍をサービ
スする各セルサイト内に配置することが必要である。特に遍在セルシステムの通達範囲の
場合、都市または郊外の領域のあらゆる家庭にセル無線エネルギーがあてられている（大
部分の地方の家庭も典型的なセルプロバイダーのサービス区域内にあり、そのサービスオ
プションも提供される）。そのサービス制御装置は、この状態を利用し、そのテリトリー
内のピコステーションと、予備のチャネルワイヤレスリンクを用いてセル10bとピコステ
ーションの間に接触させ、その機能と作動をアクティベートし、更新し、検査しおよび制
御する。
【００６０】
　ピコモードの送受器と同様に、制御装置も、ピコステーションと通信セッション中、個
別の作動プロトコルを利用する。しかしこれらのセッションは、この目的のために保存さ
れた共通の制御チャネルで常に起こる。サービス制御装置が開始させたアクティベーショ
ンセッションは、上記共通制御チャネルに全体が残っている。他の制御装置セッションは
すべて、所望のピコステーションの公知の多重チャネル内のアイドルチャネルで開始され
、次いで直ちに共通制御チャネルに移動して頂点に達する。またピコステーションはいず
れも、共通制御チャネルがアイドルの場合、このチャネルに、その要求を送信することに
よって、制御装置とセッションを開始することができる。
【００６１】
サービス制御装置は、セルのキャリヤサービス領域内にあるすべてのアクティブピコステ
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ーションと送受器のデータレコードを維持する集中ホストステーションにリンクされてい
る。次にこのホストステーションは中央セル顧客アクティベーションシステム（キャリヤ
の）にリンクされ、このシステムを通じてホストステーションは各ピコステーションと送
受器の販売のデータを受ける。このデータは、各ピコステーションのアクティベーション
中、提供されるサービスを制御するためホストステーションが利用する。またホストステ
ーションは、顧客のアクティベーションシステムを通じて、顧客のサービスプロフィル(s
ervice profile)に変えるために更新される。これらの更新は、ホストステーションによ
って、制御装置を経由して適当なピコステーションに直ちに伝達される。
【００６２】
　オルタネートラインオプションモジュールの構成要素を図６に示す。図に示すように、
ＰＳＴＮはケーブル82によってネットワークインタフェース装置83に接続されている。こ
のネットワークインタフェース装置は、ローカルエクスチェンジキャリヤ設備と顧客プレ
ミス内の屋内配線との間の区分装置として、ローカルエクスチェンジキャリヤによって提
供される。電話線インタフェースモジュール84がケーブル24によってネットワークインタ
フェース装置の出力に接続されている。屋内配線86への接続は、電話線インタフェースモ
ジュールの出力からケーブル25によって行われている。
【００６３】
　このオルタネートラインオプションモジュールは、オルタネートラインオプションのす
べての構成要素を入力／出力バス99とアドレス／データバス98によって制御する中央プロ
セッサ装置97を備えている。制御される構成要素は、セルレシーバ装置88、セル送信装置
91、通話電池取換えモジュール96、90vacリング電圧ジェネレータ95、精密発信音ジェネ
レータ94、赤／緑ステータスLED101、遠隔プログラミングモデム104、実時間クロック106
および電話線インタフェースモジュール84である。
【００６４】
　セルレシーバ88と送信器91はそれぞれケーブル89と92を通じてアンテナデュプレクサ93
に接続されている。またそのデュプレクサ93は、ケーブル105を通じてキャプティブアン
テナ100に接続されている。電話線インターフェースモジュールに音声を受けるための音
声経路は導線87によって提供される。送信音声経路は導線90によって提供される。
【００６５】
　中央処理装置97は、ワーキングレジスター用のRAM、プログラム記憶用のＲＯＭおよび
不揮発性データ記憶用のEEpromが入っている一体のマイクロプロセッサを備えている。
【００６６】
オルタネートラインオプションは通常、交流電源102から動力を供給されるが、交流電源
が故障した場合、約１時間、連続作動を行わせることができる予備電池103を備えている
。
【００６７】
システムのプロトコル
　本発明のシステムの全てのオーバーレイネットワークとピコモードの作動プロトコルは
、セル電話通信システムに不可欠の10Ｋビットのマンチェスターエンコードデータ送信法
(10Kbit Manchester encoded data transmission methodology)を利用する共通の空気イ
ンタフェースによって実行される。この実行は比較的安価なハードウェアで行える。とい
うのは、10Ｋビットのデータメッセージの処理はすでにすべてのセルステーションの必要
条件なっているからである。その結果、このプロトコルを収容するために追加のハードウ
ェアを送受器に付け加える必要は全くない。
【００６８】
　そのシステムメッセージのフォーマットは、標準のセル電話フォーマットと一致してい
るが、メッセージの内容は、オーバーレイネットワークの構成要素間で独特なものである
。オーバーレイネットワークの構成要素は、これら要素が互いに通信している間、これら
要素用に排他的に保存されているチャネルを常に使用する。したがって、現在のセルプロ
トコルとこの新しいシステムのプロトコルとの間に両立性がある。このような実行の利点
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は、多数の既存のセル電話のメーカーが、その作動送受器ソフトウェアを改変して追加さ
れたオーバーレイネットワークプロトコルを支持させることによって簡単に送受器を供給
できる点にある。
【００６９】
セルモードで、ベースステーションは、ランドステーションとして作用して、ランドステ
ーションと送受器の両者の全送信を制御する。ピコモードでは、個別のプロトコルが最初
に送受器とピコステーションを確定して制御関係(control relationship)を開始する。具
体的に述べると、送受器に対するアウトバウンド呼出し(outbound call)の場合、ピコス
テーションがプロトコルに基づいて主要制御を行う。インバウンド呼出し(inbound call)
の場合、送受器がプロトコルに基づいて主要制御を行う。
【００７０】
サービス制御装置－ピコステーションの関係において、サービス制御装置はマスタであり
、これら装置間のリンクは10Ｋビットのマンチェスターエンコードデータ流で構成されて
いる。これは、既存のセルシステムと比較して、制御の逆のヒエラルキーであることが分
かるであろう。
【００７１】
ホストサービス制御装置の関係において、ホストは主制御作用を発揮して、トラフィック
線動率に基づいてメッセージを開始する。米国特許第5,046,082号に記載されているよう
に、これら装置間の通信接続は、個別のＤＴＭＦ配置を用いるモデムベースのダイヤルア
ッププロトコル(modem based dial up protocol)に従っている。
【００７２】
この特許の方法を遠隔プログラミングに直接利用する方法は、システム制御装置－ピコス
テーションのリンクのダウンローディング(down-loading)オペレーションのときのデータ
モデムの必要性を排除することによって、本発明のシステムで改善された。このモデムの
必要性はさらに、ダウンローディング中のピコステーション－送受器のリンクでも排除さ
れる。このことは、サービス制御装置が、ホストから、個別の強化プロトコルまたはピコ
プロトコルのパラメータ情報メッセージフォーマット中に受ける、個別DTMFモデムアクセ
スアクティベーションコマンドシーケンス(DTMF modem access activation command sequ
ence)を変形することによって行われる。
【００７３】
次に同じメッセージフォーマットを用いて送受器の遠隔プログラミングを行う。その結果
、送受器は帯域内モデムを備えることはもはや必要ではない。ハードウェアのこの削除に
よって、送受器に対する遠隔プログラミングの使用に対する既存の実際の拘束が、このシ
ステムから除去される。したがって、このことによって、送受器の遠隔プログラミングが
経費面で効率的になる。
【００７４】
　本発明で設計されるシステムは、家族の各構成員が彼等個人が使用するために割り当て
られた送受器を持つことを目的とするものである。本明細書で述べる形態のシステムの場
合、１回につき１回だけの呼出しで処理過程(in process)になる。しかし与えられた呼出
しに対して２台以上の送受器が相互に接続されていることが規定されている。
【００７５】
　他のオプションを、他の実施態様で以下に説明する。さらに家族のメンバーが入ってく
る個人の呼出しを容易に識別できるような個別のリンギングケイパビリティについて説明
する。
【００７６】
　各送受器は、ピコステーションから離れているとき標準セルモードで作動させることを
目的としている。送受器の作動モードはセルシステムの標準セルオーバーヘッドメッセー
ジングプロトコルを利用する。送受器はピコステーションの領域内に戻すと、ピコステー
ションの監視のもとにピコモードに自動的に切り換わる。次にその送受器はピコステーシ
ョンによって支持される個別の制御プロトコルで作動する。
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【００７７】
　これらの特徴があるため、本発明のシステムは上記２モードの各々で送受器をセットア
ップし作動させる手段を備える必要がある。さらに送受器をこれら二つの作動モード間で
自動的な制御と切り換えができるようにするには個別の移行プロトコルが必要である。
【００７８】
　本発明のシステムを作動させるのに必要なすべてのプロトコルを説明するため、顧客が
購入した後、送受器とピコステーションを使用するのに必要なステップを以下に一般的に
述べる。第一ステップでは一般にピコステーションのアクティベーションが行われる。次
に送受器に対してオーソライゼーションプロセスが行われ、このプロセスはピコステーシ
ョンと送受器を購入した後、顧客とセルサービスプロバイダーが行う。
【００７９】
　アクティベーションとオーソライゼーションのこれら手順には、送受器をセルモードで
作動させるために必要な通常の顧客のアクティベーションプロセスのタスクおよび購入し
たピコステーションと各送受器をピコモードで作動させるためセットアップするのに必要
な特別のステップの両者が含まれている。その上、顧客は、購入した各送受器と、その関
連するピコステーションとともに使用するためオーソライズしなければならない。送受器
はピコステーションの通信範囲内にあるとき自動的にレジスター(register)する。
【００８０】
各送受器のピコステーションへのレジストレーション(Registration)の前にロケーション
分析(location analysis)と呼称される繰返し行われるプロセスがあり、このプロセスに
よって、各送受器は、それが、そのオーソライズされたピコステーションの一つをカバー
するセルサイトのセル通達範囲領域内にあることを検出する。これは、送受器がそのホー
ム近傍(home neighborhood)内にあり、それが機能するようオーソライズされるピコステ
ーションの無線範囲内に入っていることを送受器に警報する。そのとき送受器はそのオー
ソライジングピコステーションに接触しようとする。このロケーション分析プロセスは、
送受器が使用されるたびごとにかつ送受器を顧客がいろいろな場所に移動させる場合にセ
ルシステムと協動中常に、自動的に実行される。本発明のシステム内でそれを使用すると
、当該産業界で検討されている他の２重モードシステム下で、本質的に存在する漏話また
は混信のかなりの部分が排除される。さらにロケーション分析は送受器の電気容量を維持
しかつ予備チャネルの呼出しトラフィック容量を増大する。
【００８１】
　ピコモードでのレジストレーションに成功した後、送受器は各種の状態で作動する。送
受器のレジスターされた状態をピコステーションで維持するため、送受器は再獲得(Reacq
uire)機能を定期的に実施する。このプロセスは、図18のフロープロセスで説明するよう
に、タイマーでアクティベートされ、非会話目的でチャネルを使用するのを制限するよう
に設計された他のバーストモード通信プロセスである。アイドル状態では、送受器は一般
的用途に使用できる。その上、送受器は、以下に詳細に説明する特別のプロセスタスクフ
ロー(process task flow)によって、進行中の呼出しをつなぐことができ、呼出し開始プ
ロセスを行うことができ、呼出し終了プロセスを行うことができる。
【００８２】
　先に説明したように、ピコステーションは、購入時、使用するため顧客がまだアクティ
ベーションしていない。このアクティベーションプロセスは、サービス制御装置のうちの
一つによって「送信中(over the air)」に実施される。ピコステーションサービスを提供
するセルキャリヤ(cellular carrier)は、すべてのサービス制御装置とピコステーション
によって使用される単一の制御チャネルを選択して保持する。この共通の制御チャネルは
ピコステーションには分かっている。また各ピコステーションにはメーカーが個別の22ビ
ットの電子連続番号(ESN)を割り当てている。このピコステーションＥＳＮは、販売時に
、顧客のアクティベーションシステムによって捕獲され、次いでピコステーションを使用
したい場所の住所と電話番号とともに選択れたシステムのホストステーションに送信され
る。また顧客のアクティベーションシステムは、このピコステーションを使用するようオ
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ーソライズされている各送受器のＭＩＮとＥＳＮをホストステーションに送信する。
【００８３】
応答する際、ホストステーションは、ピコステーションのロケーションアドレスを調べて
、そのピコステーションと接触させるのに最も適当なサービス制御装置を選択する。次に
ホストステーションは、実行させる標的ピコステーションのロケートタスク(Locate task
)を命令する指令と、これら選択されたサービス制御装置に発行する。
【００８４】
利用されたサービス制御装置は各々、そのＥＳＮによって識別される標的ピコステーショ
ンにアドレス指定された否定できないアクセスメッセージ(Undeniable Access Message)
を、共通の制御チャネルに対し定期的に発行する。このプロセスは、標的ピコステーショ
ンとの接触が達成されるまで繰り返される。
【００８５】
否定できないアクセスメッセージのＥＳＮフィールドは、各種の公衆－個人のキー配列を
用いて、追加して、一部分もしくは全体をエンコードできることが分かるであろう。この
ようなエンコーディングは、使用されると、セルサービスのプロバイダーに制御アクセス
セキュリティケイパビリティ(control access security capability)を与え、このケイパ
ビリティは、単独でまたは先に説明した遠隔プログラミングシステムアクセス装置に固有
のセキュリティと組み合わせて使用することが可能であり、その結果２倍レベルのセキュ
リティ保護が得られる。
【００８６】
　顧客が、ピコステーションを目的場所に設置してその電源に接続するときに否定できな
いアクセスメッセージを受けるため、ピコステーションは直ちに初期設定タスク(Initial
ization task)に入る。次にそのピコステーションの中央プロセッサは内部ハウスキーピ
ング作業(internal housekeeping chore)を実施して、ピコステーションの電源と電話線
をアイドル状態にする。次にそのピコステーションの中央プロセッサは、そのEEpromの内
容をアップロード(upload)してピコステーションの作業状態を決定する。ピコステーショ
ンがまだ構成されていない場合は、プレコンフィギュレーション(Pre-Configuration)タ
スクに入る。その場合、中央プロセッサは、ピコステーションの電波に、公知のA-Sideを
次にB-Sideの制御チャネルに交互に同調するよう命令して、サービス制御装置からの接触
についてチェックする。
【００８７】
そのピコステーションＥＳＮにアドレスされた否定できないアクセスメッセージを受ける
と、ピコステーションは、その全電力で、通信セットアップメッセージ(Communication S
etup Message)（ＡＣＫ）をサービス制御装置に送信する。このＡＣＫを受けると、サー
ビス制御装置は、このピコステーションＡＣＫシグナルの受信されたシグナル強度を測定
し、ピコステーションにエンドセッション指令(End Session command)を発行する。次に
サービス制御装置は、そのホストステーションにそのロケートタスクの結果を報告する。
【００８８】
次にホストステーションが、命令されたすべてのサービス制御装置由来の結果を分析して
、最高のＡＣＫシグナル強度と報告するサービス制御装置を、このピコステーションロケ
ーションに役立つサービス制御装置として選択する。
【００８９】
このロケーション確認プロセスは、否定できないアクセスメッセージが各々セルシステム
の全通範囲内の特定の部分に向けられる場合、顧客が与えるアドレスの情報が正しいとい
うことをセルサービスプロバイダーに保証する。次にホストステーションは、選択された
ピコステーションに転送する必要があるすべての作動パラメータを、選択されたサービス
制御装置に送信する。このデータはアクティベーションコマンドシーケンス(Activation 
Command Sequence)の形態で送信される。
【００９０】
アクティベーションコマンドシーケンスを受けると、選択されたサービス制御装置は、標
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的とされたピコステーションに対するピコステーションコンフィギュレーションセッショ
ン(pico station configuration session)を待ち行列に入れる。そのサービス制御装置は
、まず、標的とされたピコステーションにアドレスされた否定できないアクセスメッセー
ジを送信することによって上記セッションを開始する。対応するピコステーションのＡＣ
Ｋを受けると、サービス制御装置は、以下に説明するパラメータインフォメーションメッ
セージフォーマット(Parameter Information Message Format)に定義されているパラメー
タ情報をピコステーションに送る。
【００９１】
　ピコステーションは、各パラメータインフォメーションメッセージを受けると、ＡＣＫ
メッセージで再び応答する。ピコステーションから非知識(Non-Acknowledge)（ＮＡＫ）
メッセージを受けると、サービス制御装置はパラメータインフォメーションメッセージを
再び送信する。すべてのメッセージの送信が成功すると、制御装置はピコステーションに
エンドセッションコマンド(End session command)を発行する。次にサービス制御装置は
、このピコステーションの成功したアクティベーションプロセスの状態をホストステーシ
ョンに報告し、そのメモリに、割り当てられたパラメータが入っている、このピコステー
ションのデータファイルを記憶させる。
【００９２】
また顧客はピコステーションとともに使用するため各送受器をオーソライズしなければな
らない。このプロセスは、ピコステーションと関連電話線のオーソライズされていない使
用を防止するために実施される。このプロセスを開始するには、送受器は電源を入れて、
「ベースステーションオース(Base station auth)」の選択を送受器のメニュー機能から
行わねばならない。次に送受器はピコステーションのごく近くに持っていかねばならない
。というのは、このプロセスは、他の近くのピコステーションに対する故意でないアクセ
スを防止するため極めて低い送信電力のレベルで実施されるからである。
【００９３】
したがって、ピコステーションは、そのコンフィギュレーションを受けると、プレオーソ
ライゼーション状態(Pre-authorization status)に入り、そのオーソライゼーションボタ
ンの押圧かまたはサービス制御装置からのその後の接触を待つ。ピコステーションは、関
連ステータスLEDを赤から緑に変える。
【００９４】
次に顧客は、関連ステータスLEDが緑色にフラッシュしてプロセスが開始されたことを示
すまでピコステーションのオーソライゼーションボタンを押す。また送受器ディスプレイ
は、オーソライゼーションセッションが進行中はフラッシュする。送受器は、プロセス期
間の３～７秒間、ピコステーションのごく近くに留まっていなければならない。ピコステ
ーションは、このオーソライゼーションプロセス交換に用いる公知の共通制御チャネルを
使用する。
【００９５】
　オーソライゼーションプロセス中、ピコステーションは、送受器のＭＩＮとＥＳＮを捕
獲して、ピコステーションがサービス制御装置から受けた許容できる送受器のリストに対
して確認する。与えられた送受器が該リストになければ、それに関するプロセスは、その
送受器をオーソライズすることなく中断させる。その送受器が予想されたならば、ピコス
テーションは、以下に説明するパラメータインフォメーションメッセージフォーマットを
利用し、リストされたパラメータ情報を送受器に送る。
【００９６】
送受器は、パラメータインフォメーションメッセージを受けたとき、各メッセージに対し
ＡＣＫメッセージの応答を送る。送受器がＮＡＫメッセージを受ければ、ピコステーショ
ンはそのメッセージを再び送信する。すべての送信が完了すると、ピコステーションは送
受器に対してエンドセッションコマンドを発行してプロセスを終了させる。これによって
、ピコステーションのステータスＬＥＤは定常の緑の状態に戻り、プロセスの終了を示す
。次に送受器とピコステーションはそれぞれのアイドル状態に戻る。
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【００９７】
図７～26のプロセス流れ図中には特定のメッセージが引用されている。これらのメッセー
ジはすべて、先に示したように図27～31に示したワードで構築されている。
【００９８】
図27は、ピコモードの作動中に利用される送受器の特定データメッセージのワードに対す
る汎用フォーマットを示す。項目は、使用中のチャネルの予備チャネル方向に、送受器か
らピコステーションに送られるデータメッセージにおける項目の実際の位置に関連して示
してある。
【００９９】
図27に示すワードはすべて、EIA-553の標準自動車ステーション－ランドステーションコ
ンパティビリティスペシフィケーション(Standard-Mobile Station - Land Station Comp
atibility Specification)の一般的なフォーマット必要条件にしたがっている。
【０１００】
送受器のデータメッセージは、ピコステーションに通信を送る予備のチャネルでパケット
として送られる１、２または３個のワードで構成されていてもよい。図27の各項目に対す
るワード位置の割り当ては、常にワード番号で示されるように、特定のデータワードが創
製されたデータメッセージになっているワード位置である。示したワード内に例示したフ
ィールドは各々、EIA-553に規定されているようなそのフィールドに対する標準の名称で
示してある。
【０１０１】
例示されているメッセージワードを理解し易くするため、特定のキーフィールド(key fie
ld) をここで説明する。
【０１０２】
フィールドＮＡＷＣはNumber of Additional Words Comingであり、あらゆる送信された
メッセージワードの残っている全ワードのカウントを示す。オーダーフィールド(order f
ield)は、ワードに含まれている場合、ネットワークのオーダーと混同されないローカル
オーダー(Local order)を示す11110に常に設定するものとする。フィールドORDQはオーダ
ークオリファイヤー(Order Qualifier)であり、それが001に設定されるベストサーバーと
パラメータインフォメーションの指令(Best Server and Parameter Information Command
)を除いて、すべての場合000に設定される。フィールドローカル(field local)は、ワー
ドに含まれている場合、実行される特定の指令を識別する５ビットのローカルオーダーパ
ターンを含んでいるものとする。
【０１０３】
　図27のワードはすべてピコステーションにのみ関連するものでセルネットワークには関
連しないことは分かるであろう。項目2701は省略アドレスワード(Abbreviated Address W
ord)として知られ、単一ワードの指令応答メッセージ(single word command response me
ssage)；各２語のアクセスアテンプトメッセージ(Access Attempt message)の最初のワー
ド；および各３語の識別指令応答メッセージ(Identification command response message
)の最初のワードとして利用される。
【０１０４】
　アクセスアテンプトメッセージは、オーソライゼーション、レジストレーション、再獲
得(Re-Acquisition)、呼出し開始(Call Origination)および呼出し終了(Call Terminatio
n)の事象に用いられる。
【０１０５】
各通信プロセスに含まれている特定のメッセージの理解と識別を容易にするため、図27に
関連するメッセージを以下に列挙する。オーソライゼーションアクセスアテンプトメッセ
ージは、２ワードメッセージ（I'll Take It)として送られる2701（ワード１）と2707（
ワード２）で構成されている。最初のレジストレーションアクセスメッセージ(Registrat
ion Access message)は、２ワードメッセージ(Here I Am1)として送られる2701（ワード
１）と2703（ワード２）で構成されている。送受器からの送受器再獲得アクセスメッセー
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ジは、２ワードメッセージ(Here I Am2)として送られる2701（ワード１）と2704（ワード
２）で構成されている。ダイヤルされた番号を収集する前に起こる送受器の呼出し開始ア
クセスアテンプトは２ワードメッセージ(I Want In1)として送られる2701（ワード１）と
2705（ワード２）で構成されている。ダイヤルされた番号を収集した後に起こる送受器呼
出し開始アクセスデマンドメッセージは、メッセージ中の最初の２ワード(I Want In2)と
して送られる2701（ワード１）および2706（ワード２）で構成されている。送受器の呼出
し終了アクセスアテンプトメッセージは２ワードメッセージ(I'll Take It)として送られ
る2701（ワード１）と2707（ワード２）で構成されている。
【０１０６】
　項目2702は、パラメータインフォメーションアクノレッジメントワード(Parameter Inf
ormation Acknowledgment Word)として知られ、ピコモード作動のために必要なオペレー
ティングパラメータ(operating parameter)で送受器をダウンロードするオーソライジン
グプロセス中、ピコステーションに応答する際の１ワードメッセージとして常に送られる
。この単一ワードの応答メッセージは、ピコステーションからのパラメータインフォメー
ションメッセージのＡＣＫもしくはＮＡＫの受信(receipt)に対しビット位置26～36を利
用する。ビット26(X)はＡＣＫを示すため０にセットされ、ＮＡＫを示すため１にセット
される。ビット27と28(AA)はＡＣＫ／ＮＡＫラストオーダーに対し00にセットされ、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＫラストパラメータワードに対し01にセットされる。ビット29～36(ZZZZZZZZ)は
NAK'dデータのパラメータインフォメーションアイデンティティ(Parameter Information 
Identity)(PID) にセットされる。
【０１０７】
項目2708はベストサーバー応答(Best Server response)として知られ、８ビットの19～26
が次のように符号化される。すなわちビット19および20(DD)＝ベストサーバーのディジタ
ルカラーコード(Digital Color Code of the Best Server)（０～３）；ビット21＝０；
ビット22～26(NNNNN)＝サービングセルシステムのイニシャルページングチャネル(Initia
l Paging Channel)からのベストサーバーチャネルナンバー(Best Server Channel Number
)の５ビットオフセットカウント、すなわち00000＝B-Sideの334またはA-Sideの333、一方
10100＝B-Sideの354またはA-Sideの313である。
【０１０８】
項目2709はエクステンデットアドレスワード(Extended Address Word)として知られ、送
受器からピコステーションへのデータメッセージ中に組込まれるときは常にワード位置３
を専有している。このワードは、オーソライズされていないシステムのアクセスを防止す
るため、許可されたピコステーション利用者のリストと比較して送受器の電子連続番号を
獲得できるように、送受器からピコステーションによって請求される。送受器は、ピコス
テーションに対するそのフルレジストレーションメッセージ(Full Registration message
)中にワード３をもっている。
【０１０９】
　図28は、送受器に送られるピコステーションのオーバーヘッド(OHD)と指令のワード(Ov
erhead (OHD) and Command Word)をつくるときにピコステーションが利用するデータメッ
セージの構成要素を示す。これらのワードは、長さが送受器が使用する48ビットワードと
異なり40ビットである。
【０１１０】
図28の項目は、その定義されたメッセージ位置で示してある。項目の2801(OHDワード1)、
2802（ＯＨＤワード２）および2804［ＯＨＤ制御充填文字ワード(Control Filler Word)
］はEIA-553の標準に正確にしたがっている。項目2803（ＯＨＤワード３）は、ピコステ
ーションが22ビットベースの連続番号の形態で一意な名前(unique identifier)を送信で
きるようにしその結果、ピコステーションがオーバーヘッドメッセージ流を実際に送って
いるとき、送受器がその主な期間中その関連するピコモードのピコステーションを認識で
きるように確定される。
【０１１１】
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単一ワード指令としておよび送受器に対して発行される多重ワード指令の最初のワードと
してピコステーションが利用する。
【０１１２】
項目2806（指令ワード２）は、ピコステーションが送受器に発行する２ワードのベストサ
ーバー指令の第二語である。
【０１１３】
　項目2807（指令ワード２）は、ピコステーションに対するアクセスが拒否された(deny)
とき、ピコステーションが送受器に対して発行する２ワードのアクセス受け取りメッセー
ジ(access acceptance message)の第二ワードである。
【０１１４】
項目2808（指令ワード２）は、アクセスが受容されてそのラインがアイドルの場合、ピコ
ステーションが送受器に対して発行する２ワードのアクセス受取りメッセージの第二ワー
ドである。ローカルフィールドでＮＮＮ＝この送受器アクセスに対する割り当てられたホ
ームユニット数として000～101。
【０１１５】
項目2809（指令ワード２）は、ラインビジー(Line Busy)状態が存在している場合、ピコ
ステーションが送受器に対して発行する２ワードのアクセス受け取りメッセージの第二ワ
ードである。送受器ビジー状態が存在している場合、ローカルフィールドＮＮＮ＝110。
【０１１６】
図29は、ピコモード作動中、サービス制御装置との通信および送受器との通信に利用され
る追加のピコステーション指令ワードを示す。
【０１１７】
項目2901（指令ワード１）は、サービスを請求するため、共通の制御チャネルでサービス
制御装置に送られる単一ワードのアテンションメッセージである。
【０１１８】
　項目2902（指令ワード１）は、コンフィギュレーション／更新セッション中、サービス
制御装置に送られる多重ワードの応答メッセージの第一ワードである。
【０１１９】
　項目2903（指令ワード２）は、ロケートセッション中、サービス制御装置に送られる監
査アクノレッジ(Audit Acknowledge)の第二ワードである。
【０１２０】
項目2904（指令ワード３）は、コンフィギュレーション／更新セッション中、ピコステー
ションからサービス制御装置へ送られる２ワードのＡＣＫ／ＮＡＫ応答の第二ワードであ
る。
【０１２１】
項目2905（指令ワード２）は、送受器のオーソライゼーション機能中に実施される多重ワ
ードパラメータインフォメーション転送プロセス(multiple word Parameter Information
 Transfer process)の第二のワードである。この指令は、これに続くパラメータインフォ
メーション指令について送受器に警告する。
【０１２２】
項目2906（指令ワード３－Ｎ）は、下記表１に示すパラメータインフォメーションアイデ
ンティティフィールド(Parameter Information Identity field)(PID)およびパラメー
タ値フィールド(Parameter Value field (PVAL))が入っているパラメータインフォメーシ
ョン指令ワードである。
【０１２３】
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【表１】

【０１２４】
図31は、ピコステーションとの通信時にサービス制御装置が利用するデータメッセージの
構成要素を示す。
【０１２５】
項目3101は、否定できないアクセスメッセージとして知られ単一ワードの指令として送ら
れる。
【０１２６】
項目3102は、サービス制御装置が特定のピコステーションに対して発行する多重ワード指
令メッセージの第一ワードである。
【０１２７】
項目3103は、パラメータインフォメーション指令メッセージの第二ワードである。
【０１２８】
項目3104は、請求したデータを受け取ったときピコステーションに送られるＡＣＫ／ＮＡ
Ｋ応答メッセージの第二ワードである。
【０１２９】
項目3105は、ピコステーションにすべてのピコ作動を中止させ、その後の命令に対して共
通の制御チャネルを監視させる２ワードのシャットダウン指令(Shutdown Command)の第二
ワードである。
【０１３０】
項目3106は、ピコステーションをリセットさせる２ワードのリセット指令の第二ワードで



(23) JP 4589995 B2 2010.12.1

10

20

30

40

50

ある。
【０１３１】
　項目3107は、トラフィック、作動パラメータ、故障および診断の情報で応答するようピ
コステーションに命令する２ワードの全監査指令(Full Audit Command)の第二ワードであ
る。
【０１３２】
項目3108は、トラフィック、故障および診断の情報で応答するようピコステーションに命
令する部分監査指令(Patial Audit Command)の第二ワードである。
【０１３３】
項目3109は、ピコステーションをこの通信セッションから解放する２ワードのセッション
終了命令(End Of Session Command)の第二ワードである。
【０１３４】
図30は順チャネル方向(Forward channel direction)（ピコステーションから送受器へ）
と逆チャネル方向（送受器からピコステーションへ）の両方の場合のデータメッセージフ
ォーマットとタイミングを示す。図30に示すように、そのデータメッセージフォーマット
は、その通信期間およびそのデータワードの繰り返しと順序については、EIA-553の標準
に正確にしたがっている。
【０１３５】
EIA-553に定義されているようなセルランドステーションに対するランドステーションの
プロトコルとベースステーションのプロトコルとの間の一つの差異は、順方向指令チャネ
ルフォーマット(Forward Comannd Channel format)内のワードＡとワードＢの両方の流れ
によって標的送受器に対して発行される指令が同時に送信されることである。このことは
、標的送受器のＭＩＮに基づいた通常のセルランドステーション流の割り当てを無視する
。セルランドステーションは、二つの異なる送受器に対し、ワードＡとＢの流れによって
別個の指令を発行する。
【０１３６】
　セルランドステーションに対する自動車ステーションプロトコルと送受器ピコモードプ
ロトコルの別の差は、逆方向制御チャネルメッセージ流(Reverse Control Channel messa
ge stream)における符号化されたディジタルカラーコードフィールド(Coded Digital Col
or Code field)の使用である。ピコモードでは、このフィールドは、アクセスアテンプト
メッセージの送信中、すべて1sにセットされ、そして、残りのすべての送信に対しては標
的ピコステーション割り当てディジタルカラーコード(target pico station assigned Di
gital Color Code)にセットされる。これは、信号ミキシングによってメッセージがセル
ネットワークによってピックアップされた場合、ネットワークセルシステムが誤ってこの
ピコモードアクセス事象を処理しようとしないようにするのを目的として行われる。
【０１３７】
ピコステーションのコンフィギュレーションプロセス
　図面の特に７～13を参照して、ピコステーションに関する作動のプロセスステップを一
層詳細に説明する。図７はそのプログラムの主要アイドルループを示す。ピコステーショ
ンのアクティベーション機能は、図８に示すコンフィギュレーションプロセスと図９に示
すオーソライゼーションプロセスに分割される。呼出し処理機能はそれぞれ図10～13に示
す。
【０１３８】
　購入したとき、ピコステーションは明らかに、顧客が使用できるようにまだアクティベ
ートされていない。コンフィギュレーション機能は、ピコステーションがその使用される
プレミスに配置された後、サービス制御装置によって「空気中で(over the air)」で実施
されるプロセスである。先に説明したように、ピコステーションにサービスを提供する各
オーバーレイセル領域に、いくつかのサービス制御装置と一つのホストステーションが配
置され、そのホストは、所定のピコステーションの位置に到達するのに利用できるサービ
ス制御装置の位置のリストを生成するサーバーを備えている。
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【０１３９】
　ベースステーションのアクティベーション機能には、セルシステムのキャリヤまたはサ
ービスプロバイダーが利用する、標準顧客アクティベーションシステムと関連するオーバ
ーヘッド事象が含まれている。この点について、顧客のアクティベーションプロセスには
、標準のセルキャリヤシステムによって用いられるプロセスがほとんど含まれ、標準セル
電話器がアクティベートされるときそれらをすべて、サービスを行うため識別しオーソラ
イズする。さらに、ピコステーションのＥＳＮは、販売の時点に、顧客のアクティベーシ
ョンシステムによって捕獲される。その顧客アクティベーションシステムは、このＥＳＮ
をピコステーションを使用したい場所のアドレスと電話番号とともにサービス制御システ
ムホストに送る。また顧客アクティベーションシステムは、このピコステーションを使用
するためオーソライズされた各送受器に対する自動車識別番号（ＭＩＮ）とＥＳＮも、サ
ービス制御システムに送る。
【０１４０】
　上記制御システムホストは、ピコステーションの場所のアドレスを検査し、そして関連
する制御装置と標的のピコステーションとを接触させることができる最も適切なサービス
制御装置を選択する。次に上記システムホストは、標的ピコステーションに実施すべきロ
ケートタスクを命令する選択された各制御装置に指令を発行する。次いで、選択された各
制御装置は、共通の制御チャネルに、標的ピコステーションのＥＳＮに対して、アドレス
された否定できないアクセスメッセージを定期的に発行する。このメッセージは、標的の
ピコステーションとの制御接触が達成されるまで定期的に繰り返される。
【０１４１】
　図７によれば、顧客がピコステーションを目的とする場所に設置してその電源に接続す
ると、そのピコステーションは初期設定タスク701に入る。電源を入れると、ピコステー
ションの中央プロセッサがパワーオンリセット指令(power-on reset command)を発行し、
タスク702を開始させる。このタスク702は、特定の内部ハウスキーピング作業を実施して
、ピコステーションのラジオと、ピコステーションの電話線インタフェースとをそれらの
アイドル状態にする。次にピコステーションの中央プロセッサはプロセスタスク702でそ
のEEpromの内容をアップロード(upload)し、次いでタスク703を開始させてピコステーシ
ョンの作動状態を確認する。
【０１４２】
　照会タスク(query task)703において作動状態をチェックした結果、ピコステーション
のコンフィギュレーションがまだ行われていないことが確認された場合、プロセスタスク
705でプレコンフィギュレーションタスクに入り、ステータスＬＥＤが赤にセットされる
。タスク703中に、ピコステーションの作動のコンフィギュレーションが行われたことが
確認されたならば、紹介タスク704が開始され、そのピコステーションに関連する送受器
がオーソライズされたかどうかを確認する。
【０１４３】
　タスク704中にＮｏの決定に至ったかまたはタスク710中にＹｅｓの決定に至った場合、
ピコステーションはタスク715に入り、そのタスク715中に、共通制御チャネルに同調され
る。タスク715に続いて、照会タスク716が、ピコステーションアクセスがサービス制御装
置によって請求されているかどうかを確認する。
【０１４４】
　アクセスが請求されていなければ、ピコステーションは進行して図９に示す送受器のオ
ーソライゼーションプロセスに対してセットアップ(Set up)する。アクセスが請求されて
いれば、ピコステーションは図８に示すサービス制御アクセスのニーズを受け入れる。
【０１４５】
　タスク704が、送受器がオーソライズされたことを示したならば、このことは、少なく
とも１台の送受器が、オーソライジングのプロセス中に、ピコモード作動パラメータによ
って成功裡にダウンロードされたことを意味する。照会タスク704のＹｅｓの結果によっ
て、照会タスク710が開始され、ピコステーションの赤のオーソライゼーションボタンが
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押されたかどうか確認される。上記赤ボタンが押されてなかったならば、照会タスク711
に入り、電話線の状態が変わったかどうかを確認する。電話線の状態が新しくなっていた
ならば、タスク712に入り、その間に、レジスターされた各送受器はこの事象に更新され
、そしてピコステーションは走査チャネルルーチン(scan channels routine)を通じてア
イドル状態に戻る。電話線の状態が、タスク711で確認したときに変わっていなかったな
らば、ピコステーションは図10に示す走査チャネルプロセスへ進む。
【０１４６】
作動できなければ、照会タスク703がプロセスタスク705を開始させる。タスク705中、ピ
コステーションの中央プロセッサは、ラジオピコステーションに、公知のA-Side共通制御
チャネルとB-sideの共通制御チャネルに交互に同調して、オーバーヘッドメッセージが制
御装置から受け取られているかどうか監視するよう命令する。
【０１４７】
次に照会タスク706が実行されて制御装置が存在しているかどうかを確認する。負の応答
が示されたならば、ループリターンが実行されてタスク706が開始され、次いでその照会
タスクは、制御装置が見つかるまで繰り返される。正の応答が確認されたならば、タスク
707に入って、制御装置からの否定できないアクセスメッセージが、サブジェクトＥＳＮ
を考慮して選択されたピコステーションにアドレスされているかどうかを確認する。もし
アドレスされていなければ、タスク706の開始までループバックが行われる。
【０１４８】
制御装置からの否定できないアクセスメッセージが標的のピコステーションにアドレスさ
れていたならば、ピコステーションは、図８に示すコンフィギュレーションプロセスに進
む。そのプロセスで、ピコステーションは、全電力で、通信セットアップアクノレッジメ
ッセージ(Communication Set-up Acknowledge Message)を制御装置に送信する。制御装置
はこのピコステーションのシグナルの受信シグナル強度を測定し、次でピコステーション
にエンドセッション指令を発行する。次にピコステーションはコンフィギュレーションプ
ロセスを抜け出て、主ループエントリーゲート(Main Loop entry gate)720に戻る。
【０１４９】
サービス制御装置は、エンドセッション指令をピコステーションに発行すると、そのロケ
ート指令の結果をホストに報告する。次にそのホストは、命令されたサービス制御装置の
すべてからの結果を分析し、このピコステーションの位置に対する主要対照(primary con
trol)である、最強のシグナルをピコステーションから受けているサービス制御装置を選
択する。次にシステムホストは、選択されたサービス制御装置に、ピコステーションに転
送する必要があるすべての作動パラメータを送信する。このデータはアクティベーション
指令シーケンス(Activation Command Sequence)内に入っている。
【０１５０】
サービス制御装置がアクティベーション指令シーケンスを受け取ると、以下の事象が開始
される。制御装置は、ピコステーションコンフィギュレーションセッションを標的ピコス
テーションに対し待ち行列に入れる(queue up)。制御装置は、第一に、標的ピコステーシ
ョンにアドレスされた否定できないアクセスメッセージを共通制御チャネルで送信するこ
とによってこのセッションを開始する。ピコステーションは、ピコステーションのコンフ
ィギュレーションプロセスタスク802で示すように、通信セットアップアクノレッジメッ
セージで応答する。
【０１５１】
　制御装置は、ピコステーションの通信セットアップアクノレッジ指令を受け取ると、標
準のパラメータインフォメーションメッセージフォーマットを使って、パラメータインフ
ォメーションをピコステーションに送信し、その後、ピコステーションは上記パラメータ
インフォメーションメッセージ受け取りの応答を行う。
【０１５２】
　上記コンフィギュレーションプロセスに対するプロセスタスクの流れの残りについて図
８でさらに説明する。プロセスタスク801はプロセスタスク802に進んで制御装置アクセス
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機能を実行し、その間、通信セットアップアクノレッジが制御装置に送られる。照会タス
ク803は、これが、ピコステーションによって実施された最初のコンフィギュレーション
プロセスであるかどうかを確認する。もしそうでなければ出発指令タイマータスク(start
command timer task)804が開始される。それが最初のコンフィギュレーションプロセスで
あれば、タスク805に入り、ピコステーションのEEpromラムイメージレジスター(ram imag
e register)をクリアーする。上記レジスターをクリアーした後、タスク806はベストサー
バーアイデンティティを捕獲し、受け取りの応答を行う。次にタスク807が電力レベルの
割り当て(power level assignment)を捕獲し、受け取りの応答を行う。タスク807に続い
て、タスク808がピコステーションに対する作動チャネルの数(operating channel number
)を捕獲し、受け取りの応答を行い、次いでタスク809が送受器の割り当てを捕獲して応答
する。次にタスク810が、作動モード割り当てとエンドセッション指令を捕獲し応答し、
次いでタスク811がラムイメージをEEpromにセイブ(save)する。
【０１５３】
タスク805～811を実行してから、タスク812がピコステーション中のすべてのトラフィッ
クレジスターをクリアーし次いでステータスＬＥＤを緑にセットする。タスク812の実行
に成功すると、ピコステーションは図７に示す主ループプロセスタスクに戻る。
【０１５４】
　ピコステーションからのＮＡＫがあると、サービス制御装置は、再送信されたパラメー
タインフォメーションメッセージを送信する。全メッセージが成功したならば、制御装置
はエンドセッション指令をピコステーションに対して発行し、次いでこのピコステーショ
ンのアクティベーションをシステムホストに報告する。次に制御装置は、ピコステーショ
ンに割り当てられたパラメータが入っている、ピコステーションＥＳＮにキーボードから
入力されたこのピコステーションのデータファイルを、そのハードディスクにセイブする
。
【０１５５】
最初のコンフィギュレーションに続くサービス制御装置のアクセス事象によって、プロセ
ス804が、照会タスク815で始まるコンフィギュレーション機能更新プロセス(Configurati
on Function Update process)を開始する。照会タスク815は、このピコステーションにア
ドレスされた制御装置から指令が受け取られたかどうかを確認する。Ｙｅｓの結果によっ
て、満了に対する指令タイマーアクティビティ(command timer activity)を監視する照会
タスク816が始まる。
【０１５６】
照会タスク816のＮｏの結果によって、タスク815の開始までループバック(loop back)し
て、制御装置の指令の監視を続ける。その指令タイマーが満了すると、照会タスク816の
結果がＹｅｓになり、エントリーゲート720の主ループに戻る。
【０１５７】
指令を受け取ると、照会タスク815の結果がＹｅｓになり、照会タスク817が始まり、制御
装置からの新しいコンフィギュレーションの割り当てを検出する。タスク817に対するＹ
ｅｓの結果によって、プロセスタスク818が開始され、その変化を捕獲してピコステーシ
ョンのコンフィギュレーションにＡＣＫを行う。
【０１５８】
次にプロセスタスク818がプロセスタスク819を開始させて、指令タイマーを再開しループ
バックして照会タスク815を開始し、その後の指令を待つ。
【０１５９】
その指令がコンフィギュレーションの変化でなければ、照会タスク817におけるＮｏの結
果によって、照会タスク820が始まり、エンドセッションコマンドが受け取られたかどう
かが確認される。
【０１６０】
照会タスク820のＮｏの結果によって、照会タスク815の開始までループバックして、その
後の指令を待つ。
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【０１６１】
エンドセッション指令が照会タスク820で確認されると、Ｙｅｓの結果によってプロセス
タスク821が始まり、この制御装置のセッションの終了の応答を行う。
【０１６２】
次にプロセスタスク821がプロセスタスク822を開始させ、プロセスタスク822は新しい
コンフィギュレーションデータをEEpromにセイブし、次いで720の主ループに戻る。
【０１６３】
ピコステーションは、初期コンフィギュレーション情報を受けるとプレオーソライゼーシ
ョンタスクに入り、オーソライゼーションボタンが手動で押されるのを待つかまたはサー
ビス制御装置からのその後の接触を待つことができる。ピコステーションのステータスＬ
ＥＤは、送受器のオーソライゼーションを達成できることを顧客に示す安定した緑を提示
する。
【０１６４】
送受器のオーソライゼーションプロセス
顧客は、顧客の各送受器を、顧客のピコステーションとともに使用するためオーソライズ
しなければならない。このプロセスは、ピコステーションと関連電話線をオーソライズせ
ずに使用するのを防止するために実行される。またこのプロセスはピコステーションと送
受器が通信する全通達範囲も確立する。オーソライゼーションセットアッププロセス中に
送受器から集められたセルのベストサーバーインフォメーションを、コンフィギュレーシ
ョンプロセス中にサービス制御装置がピコステーションに与えた情報と比較することによ
って、ピコステーションの物理的位置も上記プロセス中に確認される。
【０１６５】
図７、９、16および19を参照して、このオーソライゼーション機能を、送受器とピコステ
ーションのプロセスタスクを含めて説明する。
【０１６６】
オーソライズすべき送受器は、電力を入れてタスク1901で示すセルアイドル状態にしなけ
ればならない。照会タスク1902は利用者がメニューキーを押しているかどうかを検出する
。次に照会タスク1903は、送受器のメニュー機能からなされるベースステーションオーソ
ライゼーションの選択(Base Station Auth selection)について監視し、次いでプロセス
タスク1903を抜けでてタスク1905に入ってベースステーションオーソライゼーションを表
示し、次いで送受器オーソライゼーションタスク1601を始める。次に送受器はピコステー
ションのごく近傍まで移動させなければならない。なぜならこのプロセスタスクは極端に
低い送信電力レベルで実施され、各構成要素は、近傍のピコステーションに対する意図し
ないアクセスを防止するため非常に強いシグナルレベルを要求するからである。
【０１６７】
次いで顧客はピコステーションのオーソライゼーションボタンを押さねばならない。そし
てこのことは主ループタスク720中の照会タスク710で検出される。照会タスク710からの
Ｙｅｓの結果によって、送受器オーソライゼーションタスク901が開始される。ピコステ
ーションは照会タスク902でボタンのＯＮ状態を監視し、次いでタスク903を通じてボタン
デバウンスタイマー(button debounce timer)を開始させる。照会タスク904は、デバウン
スタイム－アウトの時点でボタンが依然としてONであることを示しているのを監視する。
ボタンがoff であった場合、照会タスク904のＮｏの結果によって照会タスク902のループ
バックが起こり、一方、ボタンＯＮの試験のＮｏの結果によって、タスク901が主ループ7
20に戻る。デバウンスタイムを500msに設定して、スイッチがその後のプロセスタスクを
実施するまで正の閉鎖(positive closure)を行うよう保証する。
【０１６８】
照会タスク904の結果がＹｅｓの場合、ピコステーションはプロセスタスク905を実行して
、ピコステーション送信器を公知のセットアップ／制御チャネルと同調させ次いで順方向
制御チャネルを通じてオーソライゼーションオーバーヘッドシグナル流3002を送り始める
。このオーバーヘッド流は、ピコステーションのワード2801、2802および2803で構成され
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ている。次にピコステーションは、プロセスタスク906で10秒のオーソライゼーションタ
イマーを開始させる。
【０１６９】
　図16に示すように、送受器のオーソライゼーションタスク1601を実行するとプロセスタ
スク1602へのエントリーが起こり、送受器は共通の制御チャネルに同調され、次いで10秒
のオーソライゼーションタイマーが開始される。照会タスク1603は-60dbm以上の順方向制
御チャネルのシグナル強度について監視する。ピコステーションシグナルが存在しなけれ
ば、照会タスク1605が10秒オーソライゼーションタイマーのタイムアウトを監視する。タ
スク1605の結果がＹｅｓであればタスク1601を抜け出て、ゲート1420におけるコードレス
アイドルに入る。そうではなくて照会タスク1605の結果がＮｏであれば照会タスク1603に
戻り、再びシグナルの強度が監視される。
【０１７０】
一旦照会タスク1603が充分なシグナル強度を確認すると、照会タスク1604が、ピコステー
ションのオーソライゼーションオーバーヘッドストリームの存在について監視する。照会
タスク1604のＹｅｓの結果によって照会タスク1605が開始されタイマーの満了について再
び試験する。
【０１７１】
照会タスク1604のＹｅｓの結果によって、プロセスタスク1606が開始され、送受器にワー
ド2701、2707および2709からなるその３ワードオーソライゼーションストリーム3005の送
信を開始させる。ワード2707のローカルフィールドは、I'LL TAKE ITの呼出し回答メッセ
ージを含んでいる。この送信は、送受器の逆方向制御チャネルメッセージについてのEIA-
553セクション2.6.3.5のプロトコルと一致している。
【０１７２】
ピコステーションの照会タスク907が送受器から-60dbm以上のレベルでシグナルを受け取
らなかったならば、ピコステーションはその送信に応答しない。そのプロセスとともに、
送受器の照会タスク1607は、順方向制御チャネルのオーバーヘッドストリームのピコステ
ーションのビジィ／アイドルビットを監視する。ピコステーションから順方向制御チャネ
ルビジィ／アイドルビットの移行が検出されなければ、送受器は104ビットを送る場合の
送信を停止する。送受器の照会タスク1607のＮｏの結果によって、タスク1601がプロセス
タスク1624へ送られ、その結果そのタスクはランダム期間＞10ms＜200ms遅れる。次に照
会タスク1605が開始され、送受器にそのオーソライゼーションストリームを再び遅らせる
。送受器は、これらの送信についてその電力レベル７（約２mWの出力）で送信するようプ
ログラムされている。
【０１７３】
　ピコステーションの照会タスク907は送受器のシグナルレベルを監視し、そのレベルが
最小値を超えなければ、照会タスク908が10秒オーソライゼーションタイマーの満了につ
いて監視する。該タイマーが満了しなかったならば、ピコステーションは照会タスク907
に戻り、送受器のシグナルレベルを再試験する。
【０１７４】
照会タスク908がタイマーが満了したことを感知したならば、ピコステーションはプロセ
スタスク909を実施して送信機とＬＥＤのフラッシュ状態（Ｏｎの場合）の電源を切り、
次いで720の主ループに戻る。送受器は照会タスク1603によってピコステーションからの
シグナルのロスを検出し、そしてそのオーソライゼーションタイマーの満了をタスク1605
で検出したようにして検出し、その結果、送受器は1420のコードレスアイドルエントリー
ゲートを通じてそのセルアイドルタスクに戻る。
【０１７５】
　照会タスク907が送受器から適当なシグナル強度を確認したとき、ピコステーションは
プロセスタスク910を実行し、その間ピコステーションは送受器のＭＩＮとＥＳＮのデー
タを捕獲する。照会タスク911は、アクティベーション中、サービス制御装置によってピ
コステーションに与えられた許容送受器のリストと対照して捕獲されたＥＳＮとＭＩＮを
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監視する。送受器がピコステーションによって予想されなかった場合、照会タスク911の
Ｎｏの結果によってプロセスタスク909が開始されて、オーソライゼーションプロセスが
終了する。照会タスク911のＹｅｓの結果によってプロセスタスク912が開始され、送受器
からセルベストサーバーインフォメーションを請求し捕獲する。
【０１７６】
送受器の照会タスク1607のＹｅｓの結果によって照会タスク1608が開始されてピコステー
ションのシグナル強度が-60dbm以上のレベルであることが監視される。ピコステーション
が送受器のＥＳＮとＭＩＮを受け取ることができない場合は、照会タスク1608がシグナル
のロスを検出し、照会タスク1608のＮｏの結果によって、1420のコードレスアイドル出口
を通じてタスク1601が中止させられる。照会タスク1608のＹｅｓの結果によって、照会タ
スク1609が開始されてピコステーションからのベストサーバー指令について監視される。
この指令を受け取ることができないと、タスク1601が照会タスク1608にループバックされ
再びシグナル強度が監視される。
【０１７７】
照会タスク1609は、ベストサーバー指令を検出したとき、プロセスタスク1610を開始させ
て、送受器にピコステーションへのセルベストサーバーインフォメーションを送らせる。
【０１７８】
次にタスク1610は照会タスク1611を開始させ、そのタスク1611は、オーソライゼーション
プロセスを継続させるためのリンクの確立に成功したことを示すため、ピコステーション
からの制御充填文字オーバーヘッド(control filler overhead)を確認しようとする。照
会タスク1611のＮｏの結果によって照会タスク1612が開始されて充分なシグナルレベルに
ついて監視される。タスク1612のＹｅｓの結果によって照会タスク1611へループバックす
る。1612における結果がＮｏであるとコードレスアイドルゲート1420を通じて抜けだす。
【０１７９】
ピコステーションプロセスタスク912でベストサーバーデータが捕獲されると、タスク901
がプロセスタスク913に移り、タスク913にて制御充填文字のワード流2804を順方向制御チ
ャネルで送ってピコステーションのＬＥＤにフラッシングを開始させる。次に照会タスク
914がコンフィギュレーションプロセス中サービス制御装置によってピコステーションに
ダウンロードされた許容可能なセルベストサーバーのデータリストと対照して、捕獲され
たベストサーバーデータを比較する。
【０１８０】
照会タスク914のＮｏの結果によって、プロセスタスク909が開始されて、ピコステーショ
ンのデータがセルベストサーバーデータと整合できない場合、そのプロセスは中止される
。この状態は、ピコステーションの位置が変化したことを示す。というのはピコステーシ
ョンはサービス制御装置によってコンフィギュレーションされたからである。
【０１８１】
制御充填文字ワードが受け取られると照会タスク1611の結果はＹｅｓになり、プロセスタ
スク1613が開始される。次に送受器は、プロセスタスク1613に応答して、そのバックライ
ト表示器のフラッシング(flashing)を開始し、そして照会タスク1611がこの初期制御充填
文字ワード流を検出するとオーソライゼーションの開始に成功したことを示す。そのとき
受信器はそのパラマメータ移行ループに入る。ピコステーションのシグナルが-60dbmのレ
ベルを超えたままである限り、またはピコステーションがセッション完了時にエンドセッ
ション指令を発行するまで、送受器はそのセッション中フラッシュし続ける。
【０１８２】
照会タスク914の結果がＹｅｓの場合、ピコステーションのパラメータ移行ループにコン
トロールが送られる。このループは、3001に記載されているパラメータインフォメーショ
ンメッセージフォーマットを利用してパラメータインフォメーションメッセージ2902を送
受器に送信するのに用いられる。
【０１８３】
そのピコステーションパラメータ移行ループはプロセスタスク915で始まり、サイクルタ
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イマーが始動する。次にタスク901がプロセスタスク916を開始し、タスク916は第一パラ
メータインフォメーションメッセージをフォーマットして送信し、次に順方向制御チャネ
ルで制御充填文字ワード流を送信する。次に照会タスク917送受器からのＡＣＫシグナル
を監視する。照会タスク917のＮｏの結果によって、照会タスク918が開始されて、サイク
ルタイマーが依然として作動しているかどうかが監視される。照会タスク918のＹｅｓの
結果によって、プロセスタスク916が開始されてラストメッセージが再び送信される。照
会タスク918は、サイクルタイマーが経時したことを確認したならば、結果はＮｏの状態
になり、プロセスタスク909が開始され、現行のプロセスを終了する。
【０１８４】
　照会タスク917のＹｅｓの結果によって、照会タスク919が開始されてパラメータインフ
ォメーションのリストの完成について監視がなされる。照会タスク919のＮｏの結果によ
って、プロセスタスク915が開始されて残りの各パラメータを送る。照会タスク919のＹｅ
ｓの結果によってプロセスタスク920が開始されてエンドセッション指令を順方向制御チ
ャネルで送りＬＥＤのフラッシュが終了し、次いでこのプロセスは720を通じて抜け出て
主ループに入る。
【０１８５】
送受器パラメータ移行ループは、ピコステーションのシグナル強度を監視する照会タスク
1614；パラメータインフォメーションメッセージを捕獲し、逆方向制御チャネルでＡＣＫ
またはＮＡＫの応答を発行するプロセスタスク1615；およびピコステーションからのエン
ドセッション指令を監視する照合タスク1616で構成されている。タスク1601は、照合タス
ク1614中でシグナルロスを検出した結果、このループから抜け出ることができ、その結果
プロセスタスク1622が開始される。プロセスタスク1622はバックライトのフラッシュの電
源を切り、次いで、ゲート1420におけるコードレスアイドルエントリーを通じて、送受器
をセルアイドルに戻す。
【０１８６】
照会タスク1616がエンドセッション指令を検出すると、タスク1601のコントロールが照会
タスク1617を開始させ、このタスク1617で、このピコステーションの連続番号が先にオー
ソライズされたすべてのピコステーションの数と比較される。照会タスク1617の結果がＹ
ｅｓであるとプロセスタスク1623が開始され、タスク1623でこのピコステーションスロッ
トに先に記憶させた情報が削除される。次にプロセスタスク1623がコントロールをプロセ
スタスク1621に送り、タスク1621で、このオーソライゼーションインターバル中に集めら
れたパラメータ情報が送受器のEEpromによって記憶される。
【０１８７】
照会タスク1617のＮｏの結果によって、照会タスク1618が開始されてこの送受器に対する
多重ピコステーションのオーソライゼーションが監視される。各送受器は、三つまでの異
なるピコステーションについての情報を記憶し、これらピコステーションと通信すること
ができる。多くのピコステーションがオーソライズされていない場合、照会タスク1618の
Ｎｏの結果によって、プロセスタスク1623が開始される。照会タスク1618に対するＹｅｓ
の応答によって照会タスク1619が開始され、ピコステーションのオーソライズされたカウ
ントがすでに達成されたかどうかを確認する。照会タスク1619のＹｅｓの結果によってプ
ロセスタスク1622が開始されてセイブプロセスタスクが打ち切られる。照会タスク1619の
Ｎｏの結果によって、プロセスタスク1620が開始され、タスク1620では記憶されたピコス
テーションのデータファイルのカウントが増加され、次いでプロセスタスク1621が開始さ
れてファイルをEEpromにセイブし、次いで1420のコードレスアイドルエントリーゲートを
通じてセルアイドルに戻る。
【０１８８】
ピコステーションの主ループ
図７に示すように、ピコステーションは、720の主ループゲートエントリーゲートを通じ
てオーソライゼーション機能を抜け出す。照会タスク703は、サービス制御装置のアクテ
ィベーションの事象が起こったことを確認して照会タスク704を開始させ、送受器オーソ
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ライゼーションの事象が起こったことを検出する。照会タスク704のＹｅｓの結果によっ
て、照会タスク710が開始されてオーソライゼーションボタンの状態が監視される。照会
タスク710のＮｏの結果によって、照会タスク711が開始されてピコステーションに接続さ
れた電話線の状態が監視される。照会タスク711によって電話線の状態が変化したことが
確認されるとプロセスタスク712が開始され、このタスク712でレジスターされたすべての
送受器に対して更新の指令が発行される。照会タスク711のＮｏの結果によって、コント
ロールがゲート1001における走査チャネルタスクに送られる。
【０１８９】
ピコステーションは、その大部分の時間をアイドルループで送り、電話線インタフェース
を用いて電話線の状態とアクティビティを監視し、そしてピコステーションのラジオを利
用して、送受器に対して割り当てられたその全チャネルまたはサービス制御装置のアクセ
スアテンプト(access attempt)を走査する。
【０１９０】
ピコステーションは、ピコステーションのアイドルループから抜け出て次のように送信す
る。
　ａ．そのレジスターされた送受器のうちの１台からのアクセスアテンプトに対して応答
し；
　ｂ．電話線の状態が変化したというレジスターされた送受器に対する更新シグナル；
　ｃ．入ってくる呼出し信号をレジスターされた送受器に送るとき；
　ｄ．送受器が電話呼出しのアクティブなパーティシパント(active participant)である
とき；
　ｅ．ピコステーションのオーソライゼーションボタンが押されているとき；および
　ｆ．サービス制御装置からの否定できないアクセスメッセージに応答して。
　残りの全ての時間ではピコステーションは走査受容モード(scanning receive mode)で
あり、そのピコステーションの送信器の電源は切られている。
【０１９１】
送信を行うため、ピコステーションは、選択されたチャネルを可用性すなわち他の装置の
送信から自由であることについて監視しなければならない。これは、チャネルが試験され
ているピコステーションの位置に存在するRFエネルギーの量を示す数値を提供する受信シ
グナル強度表示値(Received Signal Strength Indication) （ＲＳＳＩ）を測定すること
によって達成される。ピコステーションは、サービス制御装置によってビジーチャネルＲ
ＳＳＩ許容限界値に事前設定された。この許容限界値を超えると、チャネルは、使用中で
あると監視装置にみなされ、したがってあらゆる送信についてピコステーションに使用さ
れていない。
【０１９２】
送受器のレジストレーションプロセス
ピコステーションと送受器の両者は、送信電力の制御と、互いにアクセスするための最小
のシグナルレベルの達成とによって制限されたRF通達範囲の環境下で作動する。
【０１９３】
送受器アクセスアテンプトに対してアクティブなチャネルを検討するために、ピコステー
ションもサービス制御装置によってアクセス最小(Access Minimum)ＲＳＳＩレベルで事前
設定された。このレベル未満ではアクセスアテンプトに対してピコステーションは応答し
ない。ピコステーションの通達領域を制御することに加えてこのアクセス最小ＲＳＳＩの
他の目的は、ピコステーションに、許容できないシグナルレベルのチャネルを識別させ、
かつその送受器が許容可能なシグナルレベルでアクセスできるよう試みることができるチ
ャネルに迅速に移動させることである。
【０１９４】
送受器が、ピコステーションもカバーするベストサーバーセルサイトの通達範囲内にある
ことを、送受器位置分析プロセスが検出すると、レジストレーションプロセスが、送受器
によって、その再走査中に開始される。次に送受器は、ベストサーバー通達範囲領域内に
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留まっている限り、オーソライゼーションプロセスタスク中、送受器に与えられる複数の
チャネルからアイドルチャネルを選択することによって、ピコステーションに対してアク
セスする試みを定期的に行う。このレジストレーションアテンプトの期間は、ピコステー
ションに全チャネルを通じて走査させるのに充分に長いので、送受器レジストレーション
アテンプトを検出し送受器に応答する時間がまだある。
【０１９５】
図10、14、15および17を参照して送受器レジストレーションプロセスを説明する。
【０１９６】
ピコステーションは走査チャネルタスク1001に入り、次いでプロセスタスク1002を実行し
てピコステーションレシーバを、ピコステーションの使用に割り当てられた複数のチャネ
ルの第一のチャネルに同調させる。次にコントロールを照会タスク1003に送って、コンフ
ィギュレーション中サービス制御装置によってピコステーションに割り当てられたアクセ
ススレッショルド(Access Threshold)のレベルを受信シグナル強度が超えていることにつ
いてチャネルを監視する。このアクセススレッショルドレベルは、警告スレッショルドま
たはドロップスレッショルドより高いレベルに設定することが望ましい。その結果、利用
者の送受器がアクセスを許された場合、その利用者は通信サービスを自動的にドロップさ
れることなく、周囲を移動するマージンがいくらかある。
【０１９７】
シグナルレベルが不充分な場合、照会タスク1003のＮｏの結果によってプロセスタスク10
04が開始されて、チャネル数が増大しレシーバが新しいチャネルに同調される。次にプロ
セスタスク1004が照会タスク1005を開始させて、タスク1005で現行のチャネル数が許容さ
れるチャネルの最大数と比較される。チャネル数が最大数をまだ超えていない場合、照会
タスク1005のＮｏの結果は照会タスク1003にループバックされて新しく選択されたチャネ
ル上のシグナル強度が試験される。最大チャネル数を超えた場合、照会タスク1005が照会
タスク1013を開始させ、タスク1013で、アトホームタイマー(at-home timer)がアクティ
ビティについて監視される。
【０１９８】
アトホームタイマーが作動していない場合、照会タスク1013のＮｏの結果によって、プロ
セスタスク1018が開始されてピコステーションによる全送受器のレジストレーションが取
り消される。次にタスク1010は抜け出してエントリー720の主ループに戻る。
【０１９９】
　送受器はEIA-553再走査標準にしたがってピコアイドルタスクを実施する。このタスク
には1420で入り、そして照会タスク1418が開始され、そのタスク1418では送受器がホーム
アイドルモードであるかどうかを見るために監視がなされる。照会タスク1418のＮｏの結
果によって照会タスク1401が開始されて、上記オーソライゼーションプロセスを通じて獲
得したピコステーションデータフィル(pico station data fill)の監視がなされる。照会
タスク1401のＹｅｓの結果によって1701の送受器のレジストレーションプロセスが開始さ
れる。
【０２００】
送受器は1701の送受器のレジストレーションに入り、次いでユーティリティタスク1515に
進み、プロセスタスク1516にてピコステーションが使うために割り当てられた複数のチャ
ネルの第一チャネルに送受器を同調させる。次に照会タスク1517が開始され、上記チャネ
ルで受信されたシグナルの強度を監視し、その強度が、上記ピコステーションのオーソラ
イゼーションプロセス中に送受器に与えられたハングアップスレッショルドレベルより小
さいかどうかを確認する。これはビジィチャネルを確認するため送受器が使用するＲＳＳ
Ｉのレベルである。照会タスク1517において、該シグナルが該最小値より小さくないこと
が確認された場合、Ｎｏの結果によってプロセスタスク1519が開始され、チャネル数が増
加されかつ送受器がこの新しいチャネルに同調される。次にプロセスタスク1519が照会タ
スク1520を開始させる。
【０２０１】
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照会タスク1520は、選択されたチャネルの数を監視し、その数を許容されるチャネルの最
大数と比較する。チャネル数が該最大数を超えなかった場合、照会タスク1520のＮｏの結
果によって照会タスク1517が開始され、新たに選択されたチャネルのシグナルレベルが試
験される。照会タスク1520のＹｅｓの結果によってプロセスタスク1521が開始され、障害
(failure)がタスク1701に戻される。照会タスク1702で障害が検出され、そしてプロセス
タスク1707が開始され、タスク1707にて、ショートカウント値(short count value)でフ
ァインドベースステーションタイマー(find base station timer)が開始されてこのプロ
セスタスクへの迅速な復帰が保証される。次にコントロールが、エントリーゲート1402で
再走査タスクに送り戻される。
【０２０２】
一旦、照会タスク1517が許容可能なチャネルを検出すると、タスク1517はプロセス1518を
開始させＯＫを戻す。照会タスク1702が満たされると、プロセスタスク1703が開始され、
その結果、アクセスタイマーが始まり、そして送受器に3006のフォーマットを用いて、He
re I Am1のメッセージワード2701と2702の送信を開始させる。次にプロセスタスク1703は
照会タスク1704を開始させる。
【０２０３】
照会タスク1704は、アクセススレッショルドレベルを超える、ピコステーションからのシ
グナルについて順方向制御チャネルを監視する。このようなシグナルが存在しない場合、
照会タスク1704のＮｏの結果によって照会タスク1705が開始され、アクセスタイマーの実
行状態が監視される。照会タスク1705のＹｅｓの結果によって照会タスク1704が開始され
、ピコステーションからのシグナルについて再び監視が行われる。照会タスク1705がアク
セスタイマーのタイムアウトを検出すると、Ｎｏの結果によってプロセスタスク1706が開
始される。
【０２０４】
プロセスタスク1706では、送受器からの送信が停止され、そしてファインドベースステー
ションタイマーがその正常値で再開される。次にタスク1706はゲート1402でのエントリー
を通じて再走査に戻る。
【０２０５】
送受器のシグナルが充分なときピコステーション照会タスク1003はＹｅｓの回答を行い、
そしてタスク1001のコントロールによって照会タスク1006が開始され、受信シグナルを10
Ｋビットのマンチェスターエンコーデットデータの存在について監視がなされる。照会タ
スク1006がデータを検出できなかった場合、Ｎｏの結果によってプロセスタスク1004が開
始され、次のチャネルに同調される。1006からのＹｅｓの結果によって照会タスク1007が
開始されて受信データストリームの内容が分析され送受器オーソライゼーションレジスト
レーションメッセージが確認される。
【０２０６】
タスク1007で確認された送受器オーソライゼーションメッセージは、送受器が最初に標準
またはマクロのセルシステムからピコステーションに入るときに出現する初期レジストレ
ーションであるか、または送受器のラストレジストレーションがピコシステムによるとき
に出現する再獲得レジストレーションである。
【０２０７】
　照会タスク1007のＹｅｓの結果によってプロセスタスク1008が開始されて送受器のレジ
ストレーションプロセスが実施され、次いでタスク1008はエントリー720を通じて主ルー
プに戻る。このレジストレーションプロセスは、初期レジストレーションに対するセキュ
リティチェック(security check)を含む広範囲のレジストレーションプロセスでもよい。
このレジストレーションプロセスは再獲得レジストレーションの場合、一層省略されたプ
ロセスでもよい。例えば、再獲得タスク1008は、送受器と関連してタスク1013とともに先
に考案したアトホームタイマーを再開させるだけでもよい。照会タスク1007のＮｏの結果
によって照会タスク1009が開始される。
【０２０８】
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照会タスク1009は、サービス制御装置のアクセスリクエストに対する受信データメッセー
ジを監視する。照会タスク1009のＹｅｓの結果によってプロセスタスク1010が開始されて
、サービス制御装置アクセスフラッグ(Access Flag)が立てられ、1101でベースステーシ
ョンアイドルタスクが開始される。照会タスク1009のＮｏの結果によって照会タスク1011
が開始されて送受器アクセスリケストに対する受信データメッセージが監視される。照会
タスク1011からのＹｅｓの結果によってプロセスタスク1012が開始されて、送受器アクセ
スフラッグが立てられ、1101のベースステーションアイドルタスクが開始される。
【０２０９】
照会タスク1011のＮｏの結果によってプロセスタスク1004へのループバックがなされ、次
のチャネルへのインクレメントがなされ走査が続けられる。
【０２１０】
ベースステーションプロセスタスク1008では、レジストレーションプロセスの完了に成功
した時点にホームタイマーが開始される。このタイマーは、事象の時間＋300秒間の値を
保持するレジスターである。照会タスク1013はこの非ゼロタイマーレジスター(non-zero 
timer register)を検出すると、そのＹｅｓの結果を照会タスク1014に渡す。
【０２１１】
照会タスク1014は、各非ゼロアトホームタイマーレジスターに記憶させた値と対照して現
行のタイム値を監視する。現行タイムが記憶値に等しいかまたはこの値を超えた場合、照
会タスク1014のＹｅｓの結果によってプロセスタスク1015が開始され、許容可能なタイム
ウィンドウ内でピコステーションを再獲得できない場合、関連送受器のレジストレーショ
ンが取り消される。
【０２１２】
しかしレジストレーションがたとえ取り消されても、送受器はその後、全レジストレーシ
ョンプロセスを通過せずに再獲得することができる。例えば、送受器は、電源を切られた
ため再獲得できなかったのかもしれない。送受器は、再び電源を入れたとき同じピコセル
内に位置している限り、再獲得を試み、そのピコベースステーションは再獲得アテンプト
を受ける。一方、送受器がピコセルの外部で電源を入れられたことが分かった場合、送受
器は全レジストレーションプロセスを受け次にピコセルに出会う。
【０２１３】
次にコントロールが照会タスク1016を開始させ、タスク1016で、いずれの送受器もレジス
ターされたままであるかどうか確認するため監視が行われる。照会タスク1016のＮｏの結
果によってエントリー720の主ループに戻る。照会タスク1016のＹｅｓの結果によってプ
ロセスタスク1017が開始されて、残っているレジスターされた送受器に対して更新プロセ
スタスクが実施され、ピコステーションに対する送受器の状態が送受器に報告される。次
にプロセスタスク1017は1101のベースステーションアイドルタスクを開始させる。
【０２１４】
ベースステーションアイドルタスク1101は照会タスク1102に進み、屋内線のリング電圧(r
ing voltage)が監視される。照会タスク1102のＮｏの結果によって照会タスク1103が開始
され、サービス制御装置が、更新または監査の機能に対するアクセスを要求しているかど
うかを確認する。
【０２１５】
　1103におけるＹｅｓの結果によって、プロセスタスク1105が開始されて、ベースステー
ションが共通の制御チャネルに同調され、サービス制御装置のアクセスがＡＣＫされる。
プロセス1105によって照会タスク1106が開始されコンフィギュレーション更新に対するＳ
ＣＵ指令が分析される。照会タスク1106におけるＹｅｓの結果によって、801のベースス
テーションコンフィギュレーションタスクに制御が渡される。照会1106に対するＮｏの結
果によって照会タスク1107が開始されて、サービス制御装置の指令が監査を目的とするも
のであるかどうか確認される。
【０２１６】
照会1107に対するＮｏの結果は、サービス制御装置のアクセスを終了させるプロセスタス
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ク1111を通じて抜け出て、720の主ループに戻る。
【０２１７】
照会タスク1107に対するＮｏの結果はプロセスタスク1111を通過して、サービス制御装置
のアクセスを終了させ、720の主ループに戻る。
【０２１８】
これが監査セッションであった場合、照会タスク1107のＹｅｓの結果によってプロセス11
08が開始される。プロセス1108によって、要求される監査データ（全体または一部）がサ
ービス制御装置に転送されて照会タスク1109が開始される。
【０２１９】
照会タスク1109はサービス制御装置からのクリアーなトラフィック指令を監視し、Ｙｅｓ
の結果によってプロセスタスク1110が開始されて全トラフィックレジスターがゼロにリセ
ットされる。
【０２２０】
プロセスタスク1110および照会タスク1109に対するＮｏの結果の両方によってプロセスタ
スク1111が開始されて、サービス制御装置のアクセスセッションが終了し、720の主ルー
プに戻る。
【０２２１】
図17を再び参照すると、ベースステーションタスク1008は、ピコステーションに、フォー
マット3002を使って、順方向制御チャネルでその三つのワードのレジストレーションオー
バーヘッドメッセージストリーム（ワード2801、2802および2803）の送信を行わせる。送
受器の照会タスク1704は上記チャネルによるシグナルの存在を検出し、プロセスタスク17
08を開始させてこのタスク1708でデータ獲得タイマーが始まる。次に照会タスク1709が10
Ｋビットのマンチェスターエンコーデットデータの存在について該チャネルを監視する。
照会タスク1709のＮｏの結果によって照会タスク1710が開始されてデータ獲得タイマーの
実行状態が監視される。照会タスク1710のＹｅｓの結果によって照会タスク1709へのルー
プバックが行われデータが再び監視される。照会タスク1710のＮｏの出力によってプロセ
スタスク1711が開始され、送受器にそのHere I Am1のメッセージの送信を停止させ、そし
てファインドベースステーションタイマーをショートカウント値で開始させてプロセスタ
スクに迅速に戻す。
【０２２２】
照会タスク1709のＹｅｓの結果によって照会タスク1712が開始されて、ピコステーション
レジストレーションオーバーヘッドフォーマットメッセージが監視される。照会タスク17
12のＮｏの結果によってプロセスタスク1717が開始されて、レジストレーションアテンプ
トを終了し、ファインドベースステーションタイマーを通常値で再開し、エントリーゲー
ト1402の再走査タスクに戻る。照会タスク1712のＹｅｓの結果によって、1713のプロセス
ベースオーバーヘッドタスク(Process Base Overhead task)が開始される。
【０２２３】
次に上記のプロセスベースオーバーヘッドタスクが照会タスク1714を開始させ、このタス
ク1714で、レジストレーションオーバーヘッドメッセージで受け取ったディジタルカラー
コードが、このピコステーションに対して記憶されたディジタルカラーコードと対照され
る。これらの両コードが一致しない場合、照会タスク1914のＮｏの結果によってプロセス
タスク1717が開始される。
【０２２４】
照会タスク1714のＹｅｓの結果によって照会タスク1715が開始され、ピコステーションに
対して記憶されたＳＩＤと対照して、受信されたシステムアイデンティティの監視がなさ
れる。照会タスク1715のＮｏの結果によってプロセスタスク1717が開始される。照会タス
ク1715のＹｅｓの結果によって照会タスク1716が開始され、タスク1716にて、受信された
ピコステーションの通し番号がこのピコステーションに対して記憶された通し番号と比較
される。照会タスク1716のＮｏの結果によってプロセスタスク1717が開始される。照会タ
スク1716のＹｅｓの結果によって照会タスク1718が開始され、アイドル状態の場合のピコ
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ステーションオーバーヘッド流におけるビジィ／アイドル制御ビットが監視される。また
照会タスク1718のＮｏの結果によって照会タスク1719が開始されて、出会った連続ビジィ
状態(consecutive Busy Condition)の数が最大許容カウントと対照して監視される。
【０２２５】
最大カウントを超えなかった場合、照会タスクのＮｏの結果によって照会タスク1718が開
始されてビジィー／アイドルビット状態が再び試験される。最大カウントを超えた場合、
照会タスク1719のＹｅｓの結果によってプロセスタスク1717が開始されてレジストレーシ
ョンアテンプトが終了する。
【０２２６】
照会タスク1718のＹｅｓの結果によってプロセスタスク1720が開始され、タスク1720は送
受器に、その３ワードのレジストレーションメッセージをピコステーションに送らせる。
このメッセージは、3005のフォーマットで送られるワード2701、2702および2709で構成さ
れている。プロセスタスク1720は照会タスク1721を開始させ、タスク1721でピコステーシ
ョンからの受入れ応答(Acceptance reply)が監視される。ピコステーションからの受入れ
応答のメッセージは、3003フォーマットで送られる、2805と、2808または2809との２ワー
ドの組み合わせで構成されている。
【０２２７】
　受入れを受信できないと、照会タスク1721のＮｏの結果によってプロセスタスク1717が
開始され、レジストレーションアテンプトが終了する。照会タスク1721のＹｅｓの結果に
よってプロセスタスク1722が開始され、タスク1722によって、ピコステーションからホー
ム送受装置数割り当て(Home Handset Unit Number Assignment)が捕獲される。プロセス
タスク1722は次にプロセスタスク1723を開始させる。
【０２２８】
プロセスタスク1723は、セルスイッチ(cellular switch)による自動呼出し転送通知機能(
automatic call forward notification function with the cellular switch)を実施する
。この機能は、入ってくる呼出しの、この送受器ＭＩＮに対する呼出し転送をアクティベ
ートする。これらの呼出しはセルスイッチによってピコステーションの電話番号に転送さ
れる。プロセスタスク1723は次にプロセスタスク1724を開始させる。
【０２２９】
プロセスタスク1724は、ホームフラッグ(H-Idle = True)を立て、セルアイドルフラッグ(
C-Idle = False)をクリアーし、送信可能フラッグ(transmit enable flag)(XMIT = True)
を立て、次いで再獲得タイマーを開始させる。その上に、タスク1724は、送受器がレジス
ターされるピコステーションのアイデンティティをセイブする。このアイデンティティは
不揮発性メモリにセイブされる。このアイデンティティが変わらない場合、送受器は、以
下に考察するように、一層長い全レジストレーションプロセスを受けるのはなくて、電力
を入れた後ピコステーションを迅速に再獲得する試みを行う。タスク1701は次にコードレ
スアイドルエントリーゲート1420における再走査タスクにループバックする。
【０２３０】
送受器は最初に電力に入れるとタスク1400を実施する。タスク1400によって送受器が初期
設定される。タスク1400が実施された後、照会タスク1427は、もしあればそれが最後の通
信であったピコステーションのアイデンティティを評価する。好ましい実施態様では、送
受器がマクロセルシステムでレジスターするとき、ピコセルのアイデンティティはゼロに
設定される。非ゼロコードはピコステーションと識別する。タスク1427が、ゼロのピコセ
ルアイデンティティを発見したならば、プログラム制御がタスク1403に進み、セルサービ
スを探すべき適当なマクロセルシステムを確認する。
【０２３１】
タスク1427が非ゼロピコセルアイデンティティを発見したならば、タスク1428が識別され
たピコステーションに対応する内部データテーブルをロードする。このようなデータテー
ブルには、ＳＩＤ、電力レベル、活動化されたチャネルの数などのプログラミングがロー
ドされている。タスク1428の後、プログラムの制御は再獲得ゲート1801まで進行し、識別
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されたピコステーションを再獲得する。ピコステーションを再獲得することによって、全
レジストレーションプロセスが省略される。全レジストレーションプロセスを省略するこ
とによって送受器は、電力を供給された後、そのピコステーションと迅速に通信可能にす
ることができる。したがって利用者は、電源は切られているがそのオーソライズされたピ
コセルの内の一つに配置された自らの送受器を有し、ランドラインシステムを通じて電話
がなるのを聞き、送受器に電源を入れ、次いで迅速に電話器に答えることができる。
【０２３２】
送受器は、ピコステーションを見つけることができなければ、1042のエントリーゲートを
通じて再走査タスクに戻る。セルサービスを探すための適当なシステムを確認する照会タ
スク1403に制御が渡される。システムアイデンティティ割り当て(System Identity assig
nment)は、非ワイヤライン（A-Sideは常に奇数）またはワイヤライン（B-Sideは常に偶数
）のサービスプロバイダーに対し特異的である。
【０２３３】
　照会タスク1403は、偶数値に対して送受器の記憶されたＳＩＤを監視し、そしてそのＹ
ｅｓの結果によってプロセスタスク1404が開始される。照会タスク1403のＮｏの結果によ
ってプロセスタスク1405が開始される。
【０２３４】
プロセスタスク1404はB-Sideのセットアップ／制御チャネルを選択し、一方プロセスタス
ク1405はA-Sideのセットアップ／制御チャネルを選択する。これら両プロセスによってタ
スク1406が開始されて、EIA-553の標準にしたがって、選択されたチャネルを探すセルサ
ービスが走査される。次にコントロールによって照会タスク1407が開始されて、セルサー
ビスの可用性に対するこのサーチの結果が監視される。
【０２３５】
サービスが利用できなかった場合、照会タスク1407のＮｏの結果によってゲート1500にお
けるビジィ走査エントリーが開始され、このエントリーによって照会タスク1501が開始さ
れる。照会タスク1501がピコステーションの見つけられた状態について監視し、そしてＮ
ｏの結果によってプロセスタスク1502が開始されて、ファインドピコステーションタイマ
ーが始まる。プロセスタスク1502はゲート1402における再走査タスクにループバックして
再びセルサービスを探索する。
【０２３６】
照会タスク1407の回答がＹｅｓの場合、照会タスク1408が開始されて、Home Idle flag= 
Tureが監視される。このテストは、屋内ラインが占有されているとき呼出し発信を完了す
るためセルネットワークを、レジスターされた送受器が使用できるようにする第二ライン
機能(Second Line function) の一部である。
【０２３７】
照会タスク1408のＹｅｓの結果は、この再走査事象が第二ラインアテンプトであることを
示し、そしてプロセスタスク1409が開始されて送受器にプレミアム(Premium) が表示され
る。
【０２３８】
プロセスタスク1409が照会タスク1423を開始させ、タスク1423はローカルアイデンティテ
ィに対するオーバーヘッドグローバルメッセージ(Overhead global message)を検査する
。照会タスク1423のＹｅｓの結果によってプロセスタスク1424が開始され、スクリーン上
のプレミアム表示がローカル表示で置換される。
【０２３９】
プロセスタスク1424および照会タスク1423のＮｏの結果の両方によって照会タスク1410が
開始され、911に対する呼出しのダイヤルされたディジットバッファ(dialed digit buffe
r for a call to 911)が監視される。照会タスク1410のＹｅｓの結果は、出力番号エント
リー1917のセル呼出しタスクに出る。
【０２４０】
照会タスク1410が、この第二ラインアテンプトが911に対する呼出しでなかったことを確
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認した場合、そのＮｏの結果によって2000におけるダイヤル番号エントリープロセスが開
始される。
【０２４１】
照会タスク1408のＮｏの結果によって照会タスク1411が開始され、利用可能なセルシステ
ムのＳＩＤと、この送受器の記憶されたセルＳＩＤが比較される。これらＳＩＤが一致し
た場合、照会タスク1411のＹｅｓの結果によって照会タスク1412が開始され、セルアイド
ルフラッグの状態＝Trueであるかどうかを検査することによって、これがこのループを通
じて最初のサイクルかどうか確認される。
【０２４２】
照会タスク1412のＮｏの結果によってプロセスタスク1413が開始されて、コールフォワー
ドオフ指令(Call Forward OFF Command)がセルスイッチに対して発行され、この送受器Ｍ
ＩＮに対する呼出しがこの送受器に転送される。タスク1413はさらに、ゼロのピコセルＩ
Ｄを不揮発性メモリにセイブする。このＩＤ値が、ピコステーションによる次のレジスト
レーションに応答して重ね書きがなされていなければ、送受器は、電源を入れた後タスク
1427でゼロのピコセルＩＤを見つけて、ピコセルを再獲得する試みをやめる。プロセスタ
スク1413は次にプロセスタスク1414を開始させ、タスク1414はセルアイドルフラッグ＝Tr
ueを設定しこのループアクセスを通じて１サイクルだけが起こることを保証する。プロセ
スタスク1414はファインドベースステーションタイマーを開始させ、次いで照会タスク14
15を開始させる。照会タスク1412のＹｅｓの結果または照会タスク1411のＮｏの結果も照
会タスク1415を開始させる。
【０２４３】
照会タスク1415は、セルサービスをサーチ中に確立されたベストサーバーアイデンティテ
ィを監視して、そのアイデンティティを送受器が使用することをオーソライズされている
各ピコステーションに対するベストサーバーを表す記憶されたベストサーバーアイデンテ
ィティと比較する。
【０２４４】
このベストサーバーのタームは、最強のシグナルを提供しているセルサイトのアイデンテ
ィティを、セルシステムから送受器に運ぶ。各セルサイトは、それが利用するセットアッ
プ／制御チャネル番号によって個別に識別可能であり、そしてそのディジタルカラーコー
ドがそのメッセージ流に割り当てられている。
【０２４５】
　セルのセルサイト(Cellular cell site)は通達範囲が限られた領域であるから送受器は
、そのピコステーションのうちの一つに対するそのサーチを、送受器が物理的に、ピコス
テーションの位置に最も近いベストサーバーセルサイトの通達範囲内にある場合に限定す
ることができる。
【０２４６】
この方法によれば、送受器からの不必要な送信の数が著しく減少しかつ会話に対するピコ
ステーションチャネルの可用性が大きく改善されることが分かるであろう。
【０２４７】
照会タスク1415がベストサーバーの一致を確認すると、タスク1415のＹｅｓの結果によっ
て照会タスク1416が開始され、アクティビティに対するファインドベースステーションタ
イマーを監視する。そのファインドベースステーションタイマーが作動中の場合、照会タ
スク1416のＹｅｓの結果によってプロセスタスク1417が開始される。
【０２４８】
プロセスタスク1417は、送受器の表示器にワードプレミアムを示して、使用するのにエア
タイムチャージ(air time charge)が存在するセルシステムによってサービスが提供され
ていることを利用者に示す。プロセスタスク1417は次に照会タスク1425を開始させ、タス
ク1425でこのセルサイトから出るオーバーヘッドデータ流の内容が監視される。セルシス
テム内の各セルサイトは、その通常のオーバーヘッド流に付加された新しいメッセージを
もっている。これは、EIA-553に定義されているグローバルアクションメッセージフォー
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マット(Global Action Message Format)中のローカル制御メッセージである。そのメッセ
ージの16ビットのローカルフィールドは、このセルサイトのゾーンアイデンティティによ
って符号化されている。
【０２４９】
各送受器は、オーソライゼーションプロセス中にロードされたゾーンアイデンティティの
表をもっている。照会タスク1425は、受け取ったゾーンアイデンティティを上記の表と比
べて、一致していれば照会タスク1425の出力はＹｅｓになる。このＹｅｓの結果によって
プロセスタスク1426が開始され、プレミアムの代わりにワードローカルが表示器に示され
る。
【０２５０】
プロセスタスク1426と照会タスク1425からのＮｏの結果との両者は、1901のセルアイドル
タスクに戻る。
【０２５１】
送受器に、多ロケーション感応サービス可用性メッセージ(multiple location sensitive
 service availability message)を表示する性能は、ある場所で呼び出すかまたは呼出し
を受けると何の費用が（費用がかかる場合）かかるか、顧客が報告を受けて決断するケイ
パビリティを大きく強化することが分かるであろう。
【０２５２】
　照会タスク1416は、ファインドベースステーションのタイマーが経時したことを検出す
ると、反応してＮｏの結果を出して1701の送受器レジストレーションタスクを開始させる
。
【０２５３】
送受器のアイドルモード
ホーム送受器の装置番号は、ピコステーションによって動的に割り当てられ、そして送受
器がピコステーションのサービス領域に入るときと出るときに変わる。
【０２５４】
　送受器がレジストレーションを受けると、ピコステーションは、この装置に対してアト
ホームタイマーを開始させる。そのレジスターされた送受器は次に、そのタイマーが経時
するかまたはピコステーションがそのレジストレーションを取り消す前に、ピコステーシ
ョンを再獲得しなければならない。
【０２５５】
単純な送受器(uninvolved handset)が送信を阻害されると、電話器呼出し中のピコステー
ションのアクティビティは、ピコステーションのアトホームタイマーと送受器の再獲得タ
イマーの両者を一時停止させる。ピコステーションのＯＨＤメッセージに送受器が応答し
て、ピコステーションに、そのそれぞれのアトホームタイマーを事象＋300秒間の時間に
等しい値にリセットさせる。
【０２５６】
また各送受器は、ピコステーションによるレジストレーションを受けるとその内部再獲得
タイマーを開始する。このタイマーのインターバルは270秒間に設定され、これはピコス
テーションのアトホームタイマーより30秒間短い。
【０２５７】
　送受器の再獲得タイマーが経時すると、送受器は、アイドルチャネルを見つけてHere I
am2のアクセスアテンプトレジストレーションメッセージを送信することによってピコス
テーションを再獲得しようと試みる。
【０２５８】
ピコステーションは先に述べたレジストレーションシーケンスを繰り返すことによってこ
のメッセージに応答する。
【０２５９】
送受器がピコステーションの再獲得に失敗する度ごとにカウンターが増大する。この再獲
得失敗によるカウンターが最大カウントになると、送受器はセルネットワークに強制的に



(40) JP 4589995 B2 2010.12.1

10

20

30

40

50

切り換えられ、そこでサービスを獲得しようと試みる。送受器がピコステーションの再獲
得に成功するごとにその再獲得失敗カウンターがリセットされ次いでその再獲得タイマー
が開始される。
【０２６０】
　このプロセスを図14、15および18を参照してさらに充分説明する。
【０２６１】
送受器レジストレーションタスクから、コードレスアイドルエントリー1420における再走
査タスクの流れは照会タスク1418まで進みタスク1418でホームアイドルフラッグ＝Trueが
監視される。照会タスク1418からＹｅｓの結果によってプロセスタスク1419が開始されて
、割り当てられたホーム装置の数を送受器表示器に表示して、サービスがピコステーショ
ンによって提供されていることを利用者に示す。プロセスタスク1419は、エントリーゲー
ト1503においてモニターベースステーションタスクを開始させる。
【０２６２】
このモニターベースステーションタスクによって照合タスク1504が開始され、アクティビ
ティに対する再獲得タイマーが監視される。このタイマーが経時しなかった場合、照会タ
スク1504のＹｅｓの結果によって、プロセスタスク1506でモニターベースステーションル
ープが開始される。プロセスタスク1506は送受器を初期ピコステーションチャネルに同調
させて照会タスク1507を開始させる。
【０２６３】
照会タスク1507は、アクセススレッショルドを超えるシグナルの存在についてチャネルを
監視する。高いシグナルが存在しない場合、照会タスク1507のＮｏの結果によってプロセ
スタスク1511が開始されて選択されたチャネルが一つ増大され、次いで照会タスク1512が
開始される。
【０２６４】
照会タスク1512は、利用者によるアクティビティについて送受器のキーパッドを監視する
。キーが押されると、照会タスク1512がエントリーゲート2200におけるコードレス呼出し
開始タスクを開始させる。キーパッドのアクティビティが検出されない場合、照会タスク
1512のＮｏの結果によって照会タスク1513が開始されて、選択されたチャネルの数が許容
される最大チャネル数と比較される。選択されたチャネルが最大数より多いと、照会タス
ク1513のＹｅｓの結果によって照会タスク1504が開始され、再獲得タイマーの状態が再び
テストされる。そのときまでに、照会タスク1513のＮｏの結果が照会タスク1507に戻り選
択されたチャネルがピコステーションからのシグナルの存在について監視される。
【０２６５】
照会タスク1507がシグナルの存在を検出すると、タスク1507のＹｅｓの結果によって照会
タスク1508が開始されて、10Ｋビットのマンチェスターエンコーデットデータの存在につ
いて監視される。そのシグナルデータが存在しない場合、照会タスク1508のＮｏの結果に
よってプロセスタスク1511が開始されて次のチャネルに進む。データが存在していると照
会タスク1508のＹｅｓの結果によって照会タスク1509が開始される。
【０２６６】
照会タスク1509は、この送受器に向けたピコステーションのオーダーについてのデータ流
を試験し、Ｙｅｓの応答によって、エントリーゲート2400において、EIA-553の標準によ
って定義されているようにプロセスベースオーダータスクが開始される。照会タスク1509
のＮｏの結果によって照会タスク1510が開始されて、ピコステーションからのオーバーヘ
ッドに対するデータ流が検査される。照会タスク1510からのＹｅｓの応答によって、エン
トリーゲート1713におけるプロセスベースオーバーヘッドタスクが開始される。
【０２６７】
データストリームがオーソライズされたピコステーションでない場合、照会タスク1510の
Ｎｏの結果によってプロセスタスク1511が開始されて、次のチャネルが検査される。
【０２６８】
送受器は、走査が許容されるすべてのピコステーションチャネルを完全にパスしてから、
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照会タスク1504に戻り再獲得タイマーアクティビティがテストされる。
【０２６９】
送受器は、そのピコモードアイドルタイムの大部分を、この送受器を伴うピコステーショ
ンアクティビティを監視するこの走査ループですごす。
【０２７０】
再獲得タイマーが満了すると、照会タスク1504のＮｏの結果によって、ユーティリティタ
スク1515が開始されて先に述べたようにして使用可能なチャネルが見出される。このユー
ティリティタスクのＹｅｓの結果は、照会タスク1505に戻り、見つけられたチャネルがテ
ストされる。Ｎｏの結果は、照会タスク1504にループバックしてそのプロセスが再開され
る。
【０２７１】
アイドルチャネルが見つけられたとき、照会タスク1505のＹｅｓの結果によって、1801で
再獲得ピコステーションタスクが開始される。
【０２７２】
再獲得ベースステーションタスク1801はプロセスタスク1802で始まり、アクセスタイマー
が開始されアテンプトの期間が限定される。次にプロセスタスク1802は、送受器に、3006
フォーマット中ワード2701と2704で構成されているHere I am2のレジストレーションメッ
セージ流を、選択されたチャネルの逆制御チャネル方向で送り始めさせる。
【０２７３】
プロセスタスク1802は照会タスク1803を開始させて、アクセススレッショルドレベルを超
える、ピコステーションからのシグナルの存在について、選択されたチャネルの順制御チ
ャネル方向が監視される。ピコステーションが応答していない場合、照会タスク1803のＮ
ｏの結果によって照会タスク1814が開始されて、アクティビティに対するアクセスタイマ
ーが監視される。そのアクセスタイマーが満了しない場合、照会タスク1814のＮｏの結果
によってプロセスタスク1815が開始される。
【０２７４】
プロセスタスク1815は逆制御チャネルによる送信を停止させ、そのフェールカウンター(f
ail counter)を増大させる。次にプロセスタスク1815は、再獲得タイマーに小さな値をロ
ードしてこのタスクへの迅速な復帰を保証する。
【０２７５】
次に照会タスク1816に制御が渡され、許容される失敗の最大数（３）に等しい値について
フェールカウンターが監視される。再獲得ピコステーションタスクの失敗が最大カウント
に達すると、照会タスク1816はプロセスタスク1817に出る。
【０２７６】
プロセスタスク1817は、ホームアイドルフラッグをクリアーし、を再獲得タイマーをゼロ
にし、次いでファインドベースステーションタイマーを開始させる。この作動によって送
受器はホーム状態から有効に取り消される。次いでプロセスタスクを出て、再走査エント
リーゲート1402の再走査タスクに戻る。
【０２７７】
フェールカウンターがまだ最大カウントになっていない場合、照会タスク1816のＮｏの結
果によって、制御が、1420における再走査タスクのコードレスアイドルエントリーに戻さ
れる。
【０２７８】
照会タスク1814がアクセスタイマーのタイムアウトを検出すると、タスク1814のＹｅｓの
結果によって、照会タスク1803が開始されてピコステーションのシグナルの探索が続けら
れる。タスク1803が充分なシグナルの存在を検出すると、タスク1803のＹｅｓの結果によ
ってプロセスタスク1804が開始される。
【０２７９】
プロセスタスク1804はデータプレゼンスタイマー(data presence timer)を開始させ、次
いで照会タスク1805を開始させて、10Ｋビットのマンチェスターエンコーデットデータの
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存在について監視する。このデータが存在しない場合、照会タスク1805のＮｏの結果によ
って照会タスク1818が開始されてアクティビティについてデータプレゼンスタイマーが監
視される。タイマーが満了したならば、照会タスク1818のＮｏの結果によってプロセスタ
スク1815が開始される。
【０２８０】
タイマーが稼働中、照会タスク1818のＹｅｓの結果によって照会タスク1805が開始されて
、データの存在について再びテストされる。照会タスク1805によってデータが検出される
と、タスク1805のＹｅｓの結果によって照会タスク1806が開始されて、オーバーヘッドに
ついてデータ流がテストされる。データメッセージがオーバーヘッドでない場合、照会タ
スク1806のＮｏの結果によってプロセスタスク1815が開始される。
【０２８１】
照会タスク1806のＹｅｓの結果によって照会タスク1807が開始されて、オーバーヘッド流
中の受信ディジタルカラーコードが、このピコステーションに対する記憶されたディジタ
ルカラーコードと比較される。そのディジタルカラーコードが一致しない場合、照会タス
ク1807のＮｏの結果によってプロセスタスク1815が開始される。ディジタルカラーコード
が一致した場合、照会タスク1807のＹｅｓの結果によって照会タスク1808が開始される。
【０２８２】
照会タスク1808は、受け取ったシステムアイデンティティを、このピコステーションに対
する記憶ＳＩＤと比較する。これらＳＩＤが一致しない場合、照会タスク1808のＮｏ結果
によってプロセスタスク1815が開始される。照会タスク1808のＹｅｓの結果によって照会
タスク1809が開始され、受け取られたピコステーションの通し番号がこのピコステーショ
ンに対し記憶された通し番号と比較される。照会タスク1809からのＮｏの結果によってプ
ロセスタスク1815が開始される。照会タスク1809からのＹｅｓの応答によって照会タスク
1810が開始される。
【０２８３】
照会タスク1810は、アイドルに対する順方向制御チャネルオーバーヘッドのビジィ／アイ
ドルビットを監視する。ビジィ／アイドルビットがビジィの場合、照会タスク1810のＮｏ
の結果によって照会タスク1819が開始されて、失敗がカウントされ、そのカウントが許容
される失敗の最大数と比較される。最大数に到達したとき、照会タスク1819のＹｅｓの結
果によってプロセスタスク1815が開始される。照会タスク1819からのＮｏの結果によって
照会タスク1810が開始されてビジィ／アイドル状態が再びテストされる。
【０２８４】
　照会テスト1810のＹｅｓの結果によってプロセスタスク1811が開始され、送受器に、ピ
コステーションへ３ワードのレジストレーションメッセージを送らせる。このストリーム
は、逆方向制御チャネルで、3005フォーマットにて送られるワード2701、2703および2709
で構成されている。プロセスタスク1811は照会タスク1812を開始させる。
【０２８５】
照会タスク1812はこのレジストレーションの受け取りに対するピコステーションの応答を
監視する。そのピコステーションの応答は、3003フォーマット中のワード2805および2808
または2809を用いる２ワードのメッセージで構成されている。
【０２８６】
　ピコステーションがこの送受器を受け入れることができない場合、照会タスク1812のＮ
ｏの結果によってプロセスタスク1817が開始されてホームサービスを出る。照会タスク18
12のＹｅｓの結果によってプロセスタスク1813が開始され、タスク1813は、ピコステーシ
ョン状態の送受器を更新する必要がある内部ハウスキーピングを実施する。またこのプロ
セスタスクはフェールカウンターをクリアーし、再獲得タイマーを再開させる。次にプロ
セスタスク1813は、コードレスアイドルエントリー1420における再走査タスクに戻る。
【０２８７】
携帯電話アイドル
　ハンドセットがピコ－セルの範囲から離れている間、ハンドセットは、アクティブな携
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帯電話ハンドセットになる。図19を参照すると、1901での携帯電話アイドル・モード・プ
ロセスのハンドセットの動作は、前述のメニュー・キーの動作があるかどうかモニタする
照会タスク1902に進む。
【０２８８】
　メニュー・キーを押さなければ、照会タスク1902のＮｏ結果によって、電話キーの動作
があるかどうか試験する照会タスク1906が開始される。照会タスク1906に対するＮｏ結果
によって、EIA-553で定義された通常の携帯電話アイドル機能を実行するプロセス・タス
ク1904が開始される。プロセス1904は、コードレス・アイドル・エントリ・ゲート1402で
の再スキャン・タスクに移る。
【０２８９】
　照会タスク1906が電話キーＯｎを検知すると、Ｙｅｓ結果によって、サービスの使用可
能度を試験する照会タスク1907が開始される。サービスを使用できない場合は、照会タス
ク1907でのＮｏ結果は、コードレス・アイドル・ゲート1420での再スキャン・タスクに移
る。
【０２９０】
　照会タスク1907がサービスを検知すると、Ｙｅｓ結果によって、2000でのダイヤル番号
エントリ・タスクが開始される。
【０２９１】
進行中の通話を結合するハンドセット
　ピコ局は、接続された電話回線のステータスと状態を連続的にモニタしている。この電
話回線に接続された家庭用内線電話機の一つから発呼が発生すると、次のようなイベント
が発生する：
　ａ．ピコ局が更新メッセージを登録された各々のハンドセットに発行する。更新メッセ
ージ・ローカル・フィールドに回線ステータスがIn Useとして表示される（ワード2809)
；
　ｂ．各々のハンドセットがＨｏｍｅ＃の代わりにLine In Useを表示して、誰かが屋内
回線を使用していることをユーザに通知する。
【０２９２】
　ピコ局は、その登録されたハンドセットが進行中のその通話に加わることを可能にする
。図10、11、12、13、19、22、及び23を参照すると、ハンドセットが通話に加わるための
イベントが示されている。
【０２９３】
　ハンドセットのユーザがピコ・モードでオフフック・キー（緑）を押すと、Monitor Ba
se Stationタスクの照会タスク1512によって、イベントが検知され、エントリ・ゲート22
00でCordless Call Originationタスクが開始される。
【０２９４】
　Cordless Call Originationタスクによって、緑キーＯｎ状態があるかどうかをモニタ
する照会タスク2201が開始される。応答がＮｏであれば、照会タスク2201が、他のすべて
の最初のキーストロークを処理するプロセス・タスク2202に移行して、コードレス・アイ
ドル・タスク1420に戻る。照会2201Ｙｅｓ結果によって、照会2203が開始され、呼び出し
イベントに応答して緑キーが発生するかどうかを決定する。照会2203Ｙｅｓ結果によって
、応答呼び出しタスク・エントリ・ゲート2120が開始される。照会タスク2203のＮｏ結果
によって、2210でのAquire pico stationタスクが開始される。
【０２９５】
　Aquire pico stationタスク2210は、1515のユーティリティ・タスクを開始して、利用
可能なチャネルを探索する。照会タスク1515が完了すると、照会タスク2211に戻る。
【０２９６】
　タスク2211のＮｏ結果によって、1916のRecorderタスクが開始され、ユーザに対する再
オーダ・トーンが生成され、呼び出し発呼を受け取ることの失敗を表す。タスク2211のＹ
ｅｓ結果によって、プロセス・タスク2212が開始され、アクセス・タイマが始動されて、
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ハンドセットに、選択したチャネルの逆制御チャネル方向でI Want Inl Access Request
メッセージを送信させる。このメッセージは、3006フォーマットで創始されたワード2701
及び2706で構成される。次に、プロセス・タスク2212は、エントリ・ゲート2301でのCont
act poco stationタスクを開始する。
【０２９７】
ピコ局は、照会タスク1011でハンドセットのAccess requestメッセージを検知して、その
Ｙｅｓ結果によって、プロセス・タスク1012が開始され、Base Station Idleタスクは、
回線に呼び出し電圧があるかどうかをモニタする照会タスク1101に進む。
【０２９８】
接触基地局タスク2301によって、照会タスク2302が開始され、アクセス閾値レベル以上の
ピコ局からの信号がないかどうか、選択したチャネルの順方向制御チャネルの方向をモニ
タする。高信号が存在しない場合は、照会タスク2302のＮｏという結果によって、アクセ
ス・タイマの動作がないかどうかをモニタする照会タスク2312が開始される。
【０２９９】
基地局アイドル・タスクは、回線に呼び出し電圧がないかどうかモニタする照会タスク11
02に進む。照会タスク1102からのＮｏ結果によって、サービス制御ユニット・アクセス・
フラッグ＝真であるかどうかをモニタする照会タスク1103が開始される。照会タスク1103
からＮｏという結果によって、ハンドセット・アクセス・フラッグ＝真かどうかをモニタ
する照会タスク1104が開始される。照会タスク1104からのＮｏ応答が、エントリ720のメ
イン・ループに戻される。照会タスク1104からのＹｅｓ応答によって、プロセス・タスク
1112が開始される。
【０３００】
　プロセス・タスク1112は、準備完了であれば、ハンドセットＥＳＮ／ＭＩＮ及びダイヤ
ルした番号をキャプチャする。次に、制御装置が、照会タスク1113を開始して、キャプチ
ャしたＥＳＮ／ＭＩＮをピコ局が承認したハンドセット・データと比較する。照会タスク
1113がＮｏと応答した場合、制御権がエントリ720のメイン・ループに戻される。照会タ
スク1113からのＹｅｓ応答によって、エントリ・ゲート1201のOriginate or Join Callタ
スクが開始される。
【０３０１】
　Originate or Join Callタスク1201によって、Handset In Useステータスを通知して、
登録されたすべてのハンドセットの更新を行うプロセス・タスク1202が開始され、プロセ
ス・タスク1203が開始される。プロセス・タスク1203は、適切な応答メッセージをハンド
セットに発行する（回線がアイドルである場合は、受け入れワード2805及び2808；回線が
使用中であれば、Voice Channel Assignment）。ピコ局は、プロセス・タスク1203でハン
ドセットの応答を待つ。
【０３０２】
　アクセス・タイマが実行中であれば、照会タスク2313のＹｅｓ結果が照会タスク2302に
戻され、再度、ピコ局からの信号があるかどうかをチェックする。照会タスク2312の応答
がＮｏであれば、プロセス・タスク2313が開始され、ハンドセットからのAccessメッセー
ジの伝送を停止し、ピコ局に接触する失敗を計数し、再獲得タイマに削減した計数値を入
れる。次に、プロセス・タスク2313が、照会タスク2314を開始する。
【０３０３】
　このプロセスへのエントリが、ピコ局との接触の失敗の結果なので、照会タスク2314は
、911緊急通話がないかどうかダイヤル桁バッファの内容をモニタする。
【０３０４】
　結果がＹｅｓである場合は、即座に照会タスク2314がAquire pico stationタスクから
出て、エントリ・ゲート1402のRescanタスクに入って、携帯電話ネットワークからサービ
スを探して、その緊急通話を完了しようとする。
【０３０５】
　911がダイヤルされた番号ではない場合は、照会タスク2314のＮｏ結果が、照会タスク2
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315を開始して、失敗計数を許された失敗の最大数と比較する。計数が最大である場合は
、照会タスク2315のＹｅｓ結果によって、プロセス・タスク2316が開始され、ハンドセッ
トのホーム状態を取り消す。プロセス・タスク2316がホーム・アイドル・フラッグをクリ
アし、再獲得タイマをゼロにリセットし、find base stationタイマを開始する。次に、
プロセス・タスク2316は、再スキャン・エントリ・ゲート1402の再スキャン・タスクに戻
る。
【０３０６】
　照会タスク2315が最大失敗計数を検知しなかった場合は、Ｎｏ結果は、Cordless Idle
エントリ・ゲート1420のRescanタスクに戻されない。
【０３０７】
　照会タスク2302がピコ局から信号を検知した場合は、そのＹｅｓ結果によって、データ
存在タイマを開始し、照会タスク2304を開始するプロセス・タスク2303が開始される。
【０３０８】
　照会タスク2304は、選択したチャネルの順制御チャネル方向に10Ｋビッコード化データ
が存在するかどうかをモニタする。データが存在しない場合は、照会タスク2304のＮｏ結
果によって、データ存在タイマの動作をモニタする照会タスク2317が開始される。照会タ
スク2317のＹｅｓ結果によって、データが存在するかどうかを試験するために照会タスク
2304が開始される。照会タスク2317でＮｏ結果が得られた場合は、アクセス試行を終了す
るためにプロセス・タスク2313が開始される。
【０３０９】
　照会タスク2304でデータの存在が検知された場合は、照会タスク2305が開始されて、受
信したデジタル・カラー・コードを、ピコ局が一致を検知するために保存されたデジタル
・カラー・コードと比較する。結果がＮｏである場合は、プロセス・タスク2313が開始さ
れ、アクセス試行を終了させる。照会タスク2305の結果がＹｅｓであった場合は、照会タ
スク2306が開始される。
【０３１０】
　照会タスク2306は、EIA-553によって定義された音声チャネル割り当てオーダに対する
ピコ局応答メッセージを検査する。照会タスク2306の結果がＮｏである場合は、ワード28
05及び2808の形での受信があるかどうかピコ局応答メッセージを検査する照会タスク2318
が開始される。
【０３１１】
　照会タスク2318からのＮｏ応答によって、911が存在するかどうかダイヤル桁バッファ
の内容を検査する照会タスク2319が開始される。照会タスク2319からのYes応答によって
、再スキャン・エントリ1402の再スキャン・タスクが開始され、緊急通話を処理するため
の携帯電話サービスの探索を試みる。照会タスク2319の結果がＮｏであれば、通話を処理
できないことをユーザに通知するために1916の再オーダ・タスクが開始される。
【０３１２】
　照会タスク2318のＹｅｓ結果、あるいは、照会タスク2306のＹｅｓ結果によって、プロ
セス・タスク2307が開始され、ハンドセットに、肯定応答として２語応答メッセージをピ
コ局に送信させる。次に、ピコ局からの音声チャネル割り当てを受信したかどうかをモニ
タする照会タスク2308が開始される。照会タスク2308のＮｏ結果によって、照会タスク23
21が開始される。
【０３１３】
　ここで、図12を参照すると、ピコ局プロセス・タスク1203は、ハンドセットの応答をキ
ャプチャして、アイドルかどうか回線のステータスを試験する照会タスク1204を開始する
。Join Call機能を実行すると、照会1204でのＮｏ結果が生じる。これにより、タスク120
1が終了して、1315の屋内回線を占有する。照会タスク1204からのＹｅｓ応答によって、
ハンドセットからダイヤルされた番号を受信したかどうかをチェックする照会タスク1205
が開始される。照会タスク1205でのＮｏ応答によって、ダイヤリング・エントリ・タイマ
を始動し、照会タスク1209を開始するプロセス・タスク1208が開始される。照会タスク12
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09は、ハンドセットからダイヤルした番号をキャプチャしたかどうかをモニタする。照会
タスク1209からのＮｏ結果によって、動作しているかどうかダイヤリング・エントリ・タ
イマをモニタする照会タスク1210が開始される。
【０３１４】
　照会タスク1210のＮｏ結果によって、更新ハンドセット・エントリ・ゲート1323を介し
て、タスク1201が強制的に終了する。照会タスク1210からのＹｅｓ結果は、照会タスク12
09にループバックされる。照会1209のＹｅｓ結果は、ＡＣＫを発行するためにプロセス・
タスク1203にループバックされる。照会タスク1205からのＹｅｓ結果によって、屋内回線
を占有するためにプロセス・タスク1206が開始される。プロセス・タスク1206によって、
成功したかどうかダイヤル・アウト・プロセスをモニタする照会タスク1207が開始される
。照会1207の結果がＮｏである場合は、1322のRelease Lineエントリ・ゲートを介して、
タスク1201が終了する。
【０３１５】
　ダイヤル・アウトに成功すると、照会タスク1207からＹｅｓ結果が生じて、タスク1201
に、エントリ・ゲート1316の会話モード・プロセスへの切り替えを開始させる。
【０３１６】
　照会タスク2321は、ダイヤルした番号が通過する準備ができたキャプチャ・ピコ局イベ
ントとして、アクセス試行の目的をモニタする。照会タスク2321に対するＹｅｓ応答によ
って、ハンドセットを送信状態に保持して、処理のために、ダイヤルされた番号をピコ局
に通過させるプロセス・タスク2323が開始される。次に、制御権が、会話エントリ2204の
発呼タスクに戻される。
【０３１７】
　照会タスク2321の結果がＮｏである場合は、ハンドセットの送信機のスイッチを切り、
発呼タスクをダイヤル番号エントリ2000に戻して、ユーザからダイヤルされた番号をキャ
プチャするプロセス・タスク2322が開始される。
【０３１８】
　照会タスク2308のＹｅｓ結果によって、ハンドセットを割り当てられた音声チャネル（
同じ物理チャネル）に同調させるプロセス・タスク2309が開始される。次に、使用中かど
うかピコ局回線ステータスをモニタする照会タスク2310が開始される。結果がＮｏである
場合は、照会タスク2321が開始される。回線が使用中である場合は、照会タスク2310のＹ
ｅｓ結果によって、照会タスク2311が開始される。
【０３１９】
　照会タスク2311は、911への通話があるかどうかダイヤル桁バッファの内容をモニタす
る。Ｙｅｓ結果によって、再スキャン・エントリ1402での再スキャン・タスクが開始され
る。照会タスク2311の結果がＮｏである場合は、ハンドセットの送信機をオン状態に保持
して、会話エントリ2204での発呼タスクに戻るプロセス・タスク2320が開始される。
【０３２０】
　2204での発呼タスク会話エントリは、送信可能フラッグ＝真をモニタする照会タスク22
05に進む。照会タスク2205に対するＮｏ応答によって、Hndset In Useメッセージがディ
スプレイに表示し、コードレス話し中エントリ1422の再スキャン・タスクに制御権を戻す
プロセス・タスク2208が開始される。Ｙｅｓ結果によって、タスク2206が開始される。
【０３２１】
　照会タスク2206は、ピコ局がその会話に対して音声チャネルを割り当てたかどうかを決
定する。照会タスク2206に対するＮｏ応答によって、ユーザによって緊急通話が行われて
いるかどうかを決定する照会タスク2209が開始される。照会タスク2209からのＹｅｓ応答
は、再スキャン・エントリ1402での再スキャン・タスクにループバックされる。照会タス
ク2209からのＮｏ応答によって、エントリ1916の再オーダ・タスクに移り、その通話を処
理することに失敗したことをユーザに通知する。
【０３２２】
　照会タスク2206のＹｅｓ結果によって、通常の会話機能を実行するプロセス・タスク22



(47) JP 4589995 B2 2010.12.1

10

20

30

40

50

07が開始される。通話完了によって、制御権がプロセス・タスク2207か、コードレス・ア
イドル・エントリ1420の再スキャン・タスクに戻される。
【０３２３】
　会話が確立されたら、ピコ局プロセス・タスク1316によって、通話の進行をモニタする
照会タスク1317のフックフラッシュ・モニタ・ループが開始される。照会タスク1317のＹ
ｅｓ結果によって、ハンドセットからのフック・フラッシュがないかどうかモニタする照
会タスク1318が開始される。照会タスク1318の応答がＮｏである場合は、照会タスク1319
が開始される。
【０３２４】
　図32には、タスク1317中にピコ局が従うプロセスを詳細に示してある。図32に示したよ
うに、照会タスク3201は、通話が終了したかどうかを決定する。ハンドセットのユーザが
On-Hookボタンを押して、ハンドセットが監視オーディオ・トーン（ＳＡＴ）を切り、信
号トーンの1800msバーストを送信すると、通話が終了する。その逆に、通話のファーエン
ドによって、通話が切断され、ダイヤル・トーンを電話回線に戻すことがある。これら２
つのイベントいずれかによって、通話が終了すると、タスク1317の「ｎｏ」タスクを介し
て、プログラム制御が終了する。
【０３２５】
　タスク3201が通話が終了していないと決定した場合は、照会タスク3202が、間隔タイマ
が終了したかどうかを決定する。間隔タイマは、定期的に終了するようにバックグラウン
ド・モードで動作する非安定クロックである。好ましい実施例では、間隔タイマは、15秒
毎に終了する。間隔タイマが終了したら、プログラム制御は、タスク1317の「Ｙｅｓ」出
口を介して終了する。
【０３２６】
　タスク3202が、間隔タイマが終了したと決定した場合、タスク3203がＲＳＳＩ実行平均
を更新する。好ましい実施例では、間隔タイマの過去４つの間隔について、信号強度が平
均される。タスク3203の後で、照会タスク3204が、この実行平均を評価して、信号強度が
遮断、切断、あるいは、ハングアップ閾値以下に下がったかどうかを決定する。好ましい
実施例では、アクセス閾値レベルよりも低いＲＳＳＩ信号強度となるように、遮断閾値が
プログラムされる（上記の表１を参照すること）。
【０３２７】
　従って、ピコ局がハンドセットへのアクセスを承認した場合は、即刻警告されることな
くアクセスが承認されたポイントから、何かを行うために、あるいは、即刻遮断するため
に、ユーザは自由に動くことができる。
【０３２８】
　信号レベルが遮断閾値以上である場合、タスク3205が警告フラッグをクリアし、タスク
1317の「Ｙｅｓ」出口を介して、プログラムの制御が終了する。タスク3204が、信号強度
が遮断閾値以下であることを決定すると、タスク3206が警告フラッグを評価して、それが
セットされているかどうかを決定する。フラッグがセットされていない場合は、タスク13
17の「Ｙｅｓ」出口を介して、プログラム制御が終了する。しかしながら、フラッグがセ
ットされている場合は、タスク3207が実行されて、ハンドセットを遮断し、タスク1317の
「Ｎｏ」出口を介して、プログラム制御が終了する。
【０３２９】
　ハンドセットを遮断することによって、ハンドセットに対して通信サービスが使用でき
なくなり、通話が終了する。ピコ－セルのエッジにあることを示す低レベルまで信号レベ
ルが低下したので、ハンドセットが遮断される。近くに存在する場合がある別のピコ－セ
ルとの干渉を避けるために、ピコ－セルを小さく保つように、遮断閾値がプログラムされ
る。しかしながら、ハンドセットが以前の間隔で警告されない限り、ハンドセットは遮断
されない。ハンドセットに警告が与えられなかった場合には、ハンドセットが遮断されな
いか、あるいは、以前の警告が遠い過去に発生した場合は、ハンドセットは遮断されない
。
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【０３３０】
　図13を参照すると、照会タスク1318の応答がＹｅｓである場合、プロセス・タスク1320
が開始され、フックフラッシュをハンドセットから電話中央局に送信するプロセス・タス
ク1320が開始され、次に、照会タスク1319が開始される。
【０３３１】
　照会タスク1319は、ハンドセットからの受信信号をモニタして、それを切断警告レベル
と比較する。照会タスク1319からのＹｅｓという応答によって、ハンドセットに警告オー
ダを発行するプロセス・タスク1321が開始される。切断警告レベルはＲＳＳＩ信号強度で
あり、アクセス・レベルと遮断、あるいは、ハングアップ・レベルとの間にある。それに
加えて、タスク3204及び3206に関して上記で論じたように、信号レベルが改善されない場
合に次の間隔中にハンドセットが遮断されるように、タスク1321によって、上述の警告フ
ラッグがセットされる。携帯電話に技術でよく知られた音声チャネル制御通信を用いて、
ハンドセットに警告メッセージを送信することによって、警告オーダを発行する。遮断さ
れないよう対策を取れるよう、ユーザに警告を通知することによって、ハンドセットは、
この警告メッセージに応答する。例えば、一般的にユーザは、基地局に近付かなければな
らない。プロセス・タスク1321及び照会タスク1319からのＮｏ応答によって、照会タスク
1317が開始されて、切断イベントがないかどうか通話のモニタを継続する。
【０３３２】
　照会タスク1317が通話切断イベントを検知すると、プロセス・タスク1322が開始される
。次に、プロセス・タスク1322によって、回線が解除され、回線ステータスの存在を通知
し、そのディスプレイからHandset In Useメッセージを除去して、登録されたすべてのハ
ンドセットの更新を行うプロセス・タスク1323を開始する。次に、プロセス・タスク1323
は、エントリ720のメイン・ループに制御権を戻す。
【０３３３】
　この通話の接続中に、別の屋内増設電話が随意に通話に加わるか、あるいは、通話から
離れることができる。ピコ局は、次のような切断イベントの一つが発生するまで、ハンド
セット接続に対するこの電話回線を維持する。：
　ａ．ピコ局が、５秒間、ハンドセットから監査オーディオ・トーンを検知することに失
敗する。
　ｂ．ユーザが、オンフック・ボタンを押し、ハンドセットが監査オーディオ・トーンを
切り、1800msの信号トーンのバーストを送信する。
　ｃ．遠隔末端エレメントが通話から切断され、ダイヤル・トーンが電話回線に戻る。
　ｄ．ハンドセットの平均測定ＲＳＳＩが、切断ＲＳＳＩレベル以下に低下する。
　両方の状態がピコ局に、アクティブ・ハンドセットがピコ局のサービス・エリア内にい
ないことを示すので、通話の終了の原因が、上記のａ、あるいは、ｂのいずれかであった
場合に、各々の登録されたハンドセットは、新しいユニット番号割り当てをピコ局から受
け取ることができる。
【０３３４】
図33には、通常の会話機能2207で実行されるタスクを示すフロー図を示してある。タスク
2207は、動作のコードレス・モードの会話機能を実行する。類似した会話機能は、動作の
マクロ携帯電話モードについて、下記で論じるタスク1915によって実行される。
【０３３５】
　通常の会話機能は、照会タスク3301を実行して、音声チャネル制御通信を受信中である
かどうかを決定する。本発明は、望ましくは、EIA-553に記述されたものと同様の方法で
音声チャネル制御通信を実行する。音声チャネル制御通信を受信していない場合は、照会
タスク3302を実行して、ハンドセットがまだオフフックであるかどうかを決定する。ハン
ドセットがまだオフフックである限り、通話が継続し、プログラム制御がタスク3301にル
ープバックする。
【０３３６】
　ハンドセットがもうオフフックではないことを、タスク3302が検知すると、ハンドセッ
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トのユーザがハングアップし、通話を打ち切る必要がある。タスク3303は、通話終了プロ
セスを実行するが、それはハンドセットが通話を終了する第１の相手である状況について
、EIA-553と一致する。タスク3303の後で、プログラム制御は、通常の会話機能2207、あ
るいは、1915を終了する。通話は完了した。
【０３３７】
タスク3301を参照すると、音声チャネル制御通信が検知されると、照会タスク3304が実行
されて、制御通信が解除コマンドであるかどうかが決定される。解除コマンドは、別の相
手が通話を終了したことをハンドセットに通知し、次に、タスク3305が、ハンドセットに
ついてEIA-553と一致した通話終了プロセスを実行する。タスク3305の後で、通常の会話
機能2207、あるいは、1915を終了する。通話は完了した。
【０３３８】
　制御通信が解除コマンドではないことを、タスク3304が決定した場合、照会タスク3306
が、1321に関連して、制御通信が上記で論じた警告オーダかどうかを決定する。警告オー
ダが検知されると、照会タスク3307が実行されて、監査オーディオ・トーン（ＳＡＴ）が
戻されるまで、プログラム制御が待機する。音声チャネル制御通信で普通であるように、
ＳＡＴが除去されるが、そうした制御通信が行われ、通信が終了した後で回復される。Ｓ
ＡＴが消えると、通話がミュートされるが、ＳＡＴが戻れば、通話を継続できる。一般的
に、ミュートの持続時間は、ユーザが気付くには余りにも短い。ＳＡＴが戻るまで、プロ
グラム制御は、タスク3307に留まる。
【０３３９】
　ＳＡＴが戻されると、ハンドセットから音声信号が送信されるように、タスク3308がマ
イクロフォン57をミュートする（図２を参照すること）。次に、タスク3309が明確な警告
をユーザに通知する。好ましい実施例では、この通知は、ハンドセットのスピーカ56で発
せられる可聴信号の形である（図２を参照すること）。好ましい実施例では、可聴トーン
は、Ｏｎ時にほぼ50msを、Ｏｆｆ時に50msを有する３重ブザー音である。警告オーダを受
信する場合、一般的にユーザはハンドセットを耳に当てており、必ずしも視覚通知に気付
かないので、視覚通知よりも可聴通知を使用する。マイクロフォンをミュートしたので、
会話の別の相手は警告が聞こえず、会話の流れは中断されない。タスク3309の後で、通話
の別の相手にオーディオが伝達されるように、タスク3310によって、マイクロフォンが使
用可能になる。タスク3310の後で、プログラム制御がタスク3301にループバックし、通話
が継続される。上記で論じたように、ハンドセットのユーザは、好ましい実施例では、15
秒に等しい予め定められた間隔を有しており、その間に、ピコ局で受信した信号を増強す
る。一般的に、それを行うために、ユーザは基地局に向かって移動する必要がある。
【０３４０】
　タスク3306を参照すると、解除、あるいは、警告オーダ以外の制御通信を受信した場合
、ハンドセットは、幾つかのタスクを実行して制御通信を分解して、次に、タスク3311を
実行して、適切に別の制御通信に応答することができる。一般的に、タスク2207と呼ばれ
るコードレス・モードで動作する間、そうした別の制御通信は受信されない。しかしなが
ら、タスク1915と呼ばれるマクロ携帯電話モードで動作する間、ハンドセットは、電源制
御コマンド、ハンドオフ・コマンド、及び同様のコマンドを受信することができる。タス
ク3311で応答した後、プログラム制御がタスク3301にループバックし、通話が継続される
。
【０３４１】
基地局－ハンドセット通話発呼プロセス
　ピコ局がアイドル・モードである間、接続されたが、使用されていない電話回線を用い
て、登録されたハンドセットの一つが、通話を発呼することができる。
【０３４２】
通常のハンドセットのダイヤリング手順は、通常のＰＳＴＮダイヤリング手順とは大きく
異なる。本発明の利点は、動作のピコ及び携帯電話モードの両方でシステムのハンドセッ
トに対する通常のＰＳＴＮダイヤリング手順を回復することに由来している。
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【０３４３】
　ハンドセットに内部精密ダイヤル・トーンを生成させること；最初のダイヤル桁の入力
に基づいてダイヤル・トーンを除去すること；北アメリカ番号プランに対して番号入力を
分析すること；及び、完全な入力を検知した時にネットワークに番号を自動的に解放する
ことによって、これを達成した。新しい手順を学ぶ必要がないので、携帯電話の顧客は急
速にこのシステムに順応する。
【０３４４】
　図19、20、21を参照して、ハンドセット通話発呼プロセスを説明する。
【０３４５】
　ハンドセットのユーザがオフフック（緑）キーを押すと、2000でのダイヤル番号エント
リまで進行中の通話を結合するハンドセットについて、前に説明したプロセスのフロー経
路に従う。
【０３４６】
2000でのダイヤル番号エントリ・タスクによって、照会タスク2001が開始され、Home Idl
e Flag＝真状態をモニタすることによって、それがピコ・モード、あるいは、携帯電話接
続であるかどうかを決定する。照会タスク2001からのＮｏという結果によって、プロセス
・タスク2005が開始される。照会タスク2001からのＹｅｓという結果によって、Transmit
 Flag＝真かどうかをモニタする照会タスク2003が開始される。タスク2003からのＮｏと
いう結果によって、ディスプレイにHandset In Useメッセージを表示するプロセス・タス
ク2004が開始され、コードレス話し中エントリ1422で再スキャン・タスクに戻る。
【０３４７】
　コードレス話し中エントリ1422によって、第２の回線オプション・プロセスの一部とし
て、照会タスク1421が開始される。照会タスク1421は、緑のオフフック・キーが押された
かどうかをモニタし、Ｙｅｓという結果によって、前に説明したように照会1403での再ス
キャン・タスクにループバックする。照会タスク1421でのＮｏという結果によって、エン
トリ1503での基地局のモニタが開始される。
【０３４８】
　伝送フラッグが真であった場合は、照会タスク2003でのＹｅｓという結果によって、プ
ロセス・タスク2005が開始されて、桁収集バッファがクリアされ、桁カウンタがゼロにリ
セットされ、予想される最大桁計数を７にセットされる。次に、制御権が2005からプロセ
ス・タスク2006に渡される。
【０３４９】
　プロセス・タスク2006が、内部精密ダイヤル・トーン・ゼネレータのスイッチを入れ、
通話を行えることをユーザに表示する。次に、プロセス・タスク2006が、桁キャプチャ・
エントリ・ゲート2007での照会タスク2008が開始される。照会タスク2008は、キーが押さ
れたかどうかをモニタする。
【０３５０】
　照会タスク2008のＮｏという結果によって、照会タスク2009が開始され、このタスクは
、選択したチャネルのピコ局によって送信されている信号を検査し、H-Idleが真であれば
、そのレベルを切断レベルと比較するか、あるいは、C-Idleが真であれば、マクロ携帯電
話サービスがないかどうかチェックことによって、サービス利用度をモニタする。照会タ
スク2009がサービスの存在を識別することに失敗した場合は、そのＮｏという結果によっ
て、プロセス・タスク2013が開始され、そのタスクはダイヤル・トーンを除去して、エン
トリ・ゲート1420でのコードレス・アイドル・タスクに戻る。
【０３５１】
　サービスが利用可能であれば、照会タスク2009のＹｅｓという結果によって、ホーム・
アイドル＝真の条件を試験する照会タスク2021が開始される。照会タスク2021からのＮｏ
という結果によって、照会タスク2011が開始される。照会タスク2021からのＹｅｓという
結果によって、Transmit=Trueフラッグをモニタする照会タスク2010が開始される。照会2
010の結果がＮｏである場合は、Dial Number Entryタスクが、2021での話し中出口ゲート
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を介して終了する。照会タスク2010からのＹｅｓという結果によって、エントリ・タイマ
の動作をチェックする照会タスク2011が開始される。
【０３５２】
　照会タスク2011のＮｏという結果は、ユーザが期待された入力を行うことに失敗したこ
とを示している。これによって、桁バッファ空状態であるかどうかモニタする照会タスク
2012が開始される。桁の幾つかの数を収集した場合、照会タスク2012のＮｏという結果に
よって、エントリ・ゲート1908でのスピード・ダイヤル・タスクが開始される。
【０３５３】
　バッファが空であると、照会タスク2012のＹｅｓという結果によって、制御権を、プロ
セス・タスク2005での桁収集ルーに戻すことができ、プロセスが再始動される。照会タス
ク2011のＹｅｓという結果によって、タスク2008が開始される。
【０３５４】
　タスク2008で、キーが押されたことが検知されると、Ｙｅｓという結果によって、ホー
ム・アイドル＝真の条件を試験する照会タスク2014が開始される。2014のＮｏという結果
で照会タスク2016が開始される。照会タスク2014からのＹｅｓという結果によって、通話
を始めた最初のオフフックの２秒以内に、第２のオフフック・キー（緑）が押されたかど
うかをチェックする照会タスク2015が開始される。ピコ局のピコ－モードをバイパスする
ために、ハンドセットによって、この手順が使用される。これは、ユーザが通話の発呼を
携帯電話システムに強制することを可能にする第２回線機能である。この選択を行う一つ
の理由は、重要な通話を行う屋内回線での回線話し中状態であろう。照会タスク2015から
のＹｅｓという応答によって、発呼タスクが終了し、ゲート・エントリ1402での再スキャ
ン・タスクに入る。
【０３５５】
　照会タスク2015からのＮｏという応答によって、キーが数値キーであったかどうか押さ
れたキーを検査する照会タスク2016が開始される。照会タスク2016からのＮｏという応答
によって、エントリ・ゲート2102での非数値エントリ・タスクが開始される。2102での非
数値エントリ・タスクは、Clearキーが押されたかどうかをモニタする照会タスク2109に
進む。タスク2109の応答がＹｅｓである場合は、空状態かどうか桁バッファをチェックす
る照会タスク2110が開始される。バッファが空であれば、照会タスク2110のＹｅｓという
結果によって、最初のエントリ2000でのダイヤル番号エントリ・タスクが開始される。こ
のアクションによって、ダイヤル・トーンがＯＮ状態のままになる。
【０３５６】
　ダイヤル桁バッファが空でない場合は、照会タスク2110のＮｏという応答によって、桁
バッファから最後の桁入力を削除し、一つだけ桁カウンタを削減するプロセス・タスク21
11が開始される。次のものでに、制御権が、照会タスク2112に渡され、削除後に、空状態
かどうか桁バッファをチェックする。タスク2112からのＮｏという応答によって、桁キャ
プチャ・エントリ2007での桁収集ループが開始される。タスク2112で、桁バッファが空で
あることが発見されると、そのＹｅｓという結果によって、2000でのダイヤル番号エント
リ・タスクが再度開始され、次に、ダイヤル・トーンがユーザに対して回復される。
【０３５７】
　タスク2109の応答がＮｏである場合、（＃）キーかどうか、押された最初のキーをモニ
タする照会タスク2113が開始される。そのキーは、ハンドセットのRedial Last Numberキ
ーの役割を果す。照会タスク2113からのＹｅｓという応答によって、通話した最後の番号
を検索し、それを桁バッファに入れるプロセス・タスク2114が開始される。プロセス・タ
スク2114は、空かどうか桁バッファをモニタする照会タスク2115を開始する。
【０３５８】
　照会タスク2115の応答がＹｅｓである場合は、2000でのダイヤル番号エントリ・タスク
の開始までループバックされる。照会タスク2114の応答がＮｏであれば、ダイヤル・トー
ンを除去して、エントリ・ゲート2020でのダイヤル完了タスクを開始するプロセス・タス
ク2116が開始される。
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【０３５９】
最初の入力が（＃）キーでなかった場合は、照会2113でのＮｏという応答によって、（＊
）キーかどうか、押された最初のキーをモニタする照会タスク2118が開始される。2118か
らのＹｅｓという応答によって、ダイヤル・トーンを除去して、プロセス・タスク2120を
開始するプロセス・タスク2119が開始される。プロセス・タスク2120は、（＊）を桁バッ
ファに保存し、インターディジット・タイマを始動するプロセス・タスク2107を開始する
。プロセス・タスク2107は、制御権を桁キャプチャ・エントリ・ゲート2007での桁収集ル
ープに戻す。
【０３６０】
　最初の入力が（＊）でなかった場合には、照会2118でのＮｏという応答によって、ユー
ザに対してエラー・トーンのバーストを生成するプロセス・タスク2121が開始され、次に
、インターディジット・タイマを始動するプロセス・タスク2107が開始される。
【０３６１】
　図20を参照すると、押されたキーが数値キーであった場合は、照会タスク2016のＹｅｓ
という結果によって、桁を桁バッファに保存し、一つだけ桁カウンタを増加させるプロセ
ス・タスク2017が開始される。次に、制御権が、タスク2017から照会タスク2018に移され
、このタスクは、最大桁計数に対して桁カウンタの出力を比較する。照会タスク2018から
のＹｅｓという応答によって、ホーム・アイドル＝真の条件をモニタすることによって、
発呼タスクを適切なサービスに導く照会タスク2019が開始される。照会タスク2019からの
Ｎｏという結果によって、エントリ・ゲート1917での出力番号タスクに制御権が移され、
通話が、携帯電話ネットワークで処理される。
【０３６２】
　照会タスク2019でのＹｅｓという結果によって、2213でのキャプチャ基地局タスクが開
始される。
【０３６３】
　期待されたすべての桁がまだ入力されていない場合は、照会タスク2018からのＮｏとい
う応答によって、図21の2101での数値入力タスクが開始される。数値入力タスクは、ダイ
ヤルされた最初の桁をモニタする照会タスク2103に進む。照会タスク2103からのＹｅｓと
いう応答によって、ダイヤル・トーン信号を除去するプロセス・タスク2104が開始され、
次に、市外通話が行われていることを示す最初の桁が１、あるいは、０であるかどうかを
モニタする照会タスク2105が開始される。タスク2105のＹｅｓという応答によって、桁計
数の最大値を11にリセットするプロセス・タスク2106が開始される。照会2103でのＮｏと
いう結果と、タスク2105からのＮｏという結果によって、照会タスク2108が各々開始され
る。
【０３６４】
　照会タスク2108は、桁バッファの累積桁を北アメリカ・ダイヤリング・プランと比較し
て、ダイヤル完了ステータスを検知する。照会タスク2108からのＹｅｓという応答によっ
て、2020でのダイヤル完了タスクが開始される。タスク2108のＮｏという応答によって、
インターディジット・タイマを再始動するプロセス・タスク2107が開始される。
【０３６５】
　桁カウンタ・プロセス・タスク、インターディジット・タイマ・プロセス・タスク、及
び内部精密ダイヤル・トーン生成と連携したＮＡＮＰ規格に対する比較を利用するハンド
セット用のこの独自なダイヤリング・プランによって、ユーザは、所望のダイヤル番号を
即座に入力することができる。これによって、逆に、送信及び終了ボタンの機能を用いる
ことなく、携帯電話及びその他の特殊ハンドセットの使用法に、ダイヤル・トーンと慣れ
親しんだ容易なダイヤリング・プロトコルの利点が加わる。
【０３６６】
　インターディジット・タイムアウトを介して、スピード・ダイヤリングも、ハンドセッ
トによって内部でサポートされており、桁バッファが空でない場合は、制御権が、桁キャ
プチャ・タスク2007の照会タスク2012から、ゲート1908でのスピード・ダイヤル・エント
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リに移される。制御は、３以下、あるいは、３に等しい値であるかどうか桁カウンタをモ
ニタする照会タスク1909に進み、200までのスピード・ダイヤル保存レジスタが見込まれ
る。照会タスク1909からのＮｏという応答によって、2020でのダイヤル完了タスク・エン
トリが開始される。照会タスク1909からのＹｅｓという応答によって、照会タスク1910が
開始される。
【０３６７】
　照会タスク1910は、桁バッファの値が、１と199のスピード・ダイヤル・レジスタ値の
間にはいるかどうかをモニタする。照会タスク1910からのＮｏという応答によって、2020
でのダイヤル完了タスク・エントリが開始されるが、Ｙｅｓという応答によって、プロセ
ス・タスク1911が開始され、選択した記憶場所に保存された内容を再現して、それを桁バ
ッファに入れる。次に、プロセス・タスク1911によって、照会タスク1912が開始される。
【０３６８】
　照会タスク1912は、空状態かどうか桁バッファをモニタする。タスク1912に対するＹｅ
ｓという応答によって、ゲート2000でのダイヤル番号入力タスクの開始に戻る。照会タス
ク1912からのＮｏという応答によって、通話を行うために、ゲート2020でのダイヤル完了
タスク・エントリが開始される。
【０３６９】
　2020でのダイヤル完了タスクは、照会タスク2019に進み、前述のようにルーティングを
決定する。
【０３７０】
　エントリ・ゲート1917の出力番号の携帯電話発呼プロセスは、宛て先アドレスとして累
積番号を用いて携帯電話ネットワークに発呼するプロセス・タスク1913を開始する。次に
、プロセス・タスク1913は、携帯電話の会話エントリ・ポイント1918での照会タスク1914
を開始する。
【０３７１】
　照会タスク1914は、携帯電話のスイッチからの音声チャネル割り当ての受信がないかど
うかモニタする。通話が完了に失敗すると、照会タスク1914からのＮｏという結果によっ
て、通話が通じなかったことをユーザに警告するために再オーダ・トーンを生成するプロ
セス・タスク1916が開始される。
【０３７２】
　次に制御権が、プロセス・タスク1916から、アイドル・エントリ・ゲート1420での再ス
キャン・タスクに移る。
【０３７３】
　照会タスク1914の結果がＹｅｓである場合は、制御権が、タスク1915での通常の携帯電
話の会話機能に移る。通話を完了すると、プロセス・タスク1915は、制御権をコードレス
話し中エントリ・ゲート1420での再スキャン・タスクに戻す。図33と関連させて、通常の
携帯電話の会話機能タスク1915を更に詳細に説明する。
【０３７４】
　図22の2213でのキャプチャピコ局エントリによって、プロセス・タスク2214が開始され
、それによって、ハンドセット送信機のスイッチが入れられ、I Want In2 Access Demand
eメッセージを選択したチャネルのピコ局に送信し始める。次に、制御権がプロセス・タ
スク2214か、上述の接触ピコ局タスク2301に移る。
【０３７５】
　再度、図12を参照すると、ピコ局は、アクセス要求メッセージを検知して、ハンドセッ
トからダイヤルされた番号をキャプチャする。前述のように、プロセス・タスク1203は、
音声チャネル応答を発行し、ハンドセット承認をキャプチャする。プロセス・タスク1203
は、屋内回線アイドル状態をモニタする照会タスク1204を開始する。
【０３７６】
　照会タスク1204からのＹｅｓという応答によって、ダイヤルした番号のキャプチャがな
いかどうかモニタする照会タスク1205が開始される。タスク1205からのＹｅｓという応答
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によって、プロセス・タスク1206が開始される。プロセス・タスク1206は、屋内回線を占
有し、ダイヤル・トーンを検知して、ハンドセットからキャプチャした番号をネットワー
クにダイヤルする照会タスク1207を開始する。ダイヤリング・プロセス・タスクを完了す
ることに失敗すると、通話を終了するためにプロセス・タスク1322が開始される。
【０３７７】
照会タスク1207の完了に成功すると、EIA-553規格に記述された会話モードに切り替える1
316での会話への切り替えプロセス・タスクが開始される。前述のように、制御権がフッ
ク・フラッシュ・モニタ・ループに移る。
【０３７８】
　この通話接続プロセスの間、別の屋内増設電話が随意に通話に参加、あるいは、通話か
ら離れることができる。ピコ局は、切断イベントの一つが発生するまで、ハンドセット切
断に対するこの電話回線を維持する。
【０３７９】
　アクティブなハンドセットがピコ局のサービス・エリアにもう存在しないので、通話の
終了が発生した場合、各々の登録されたハンドセットは、ピコ局から新しいユニット番号
割り当てを受け取ることができる。
【０３８０】
基地局ハンドセット通話終了プロセス
　ピコ局のアイドル・タスクでは、電話回線インターフェースが、回線の呼び出し電圧の
存在を検知することによって、着信に対してピコ局に警告する。次に、ピコ局は、直ちに
通話終了プロセスを開始する。
【０３８１】
　随意に９、11、13、及び24を参照して、通話終了プロセスを説明する。
【０３８２】
　前述のように、ピコ局スキャン・チャネル・タスクは、アクティブ状態の在宅タイマを
処理した後で、エントリ901での基地局アイドル・タスクを開始する。ハンドセットがホ
ームでない限り、ピコ局は、通話活動に関与しない。
【０３８３】
　基地局アイドル・タスクは、エントリ1101か、屋内回線の呼び出し電圧をモニタする照
会タスク1102に進む。照会タスク1102からのＹｅｓという応答によって、1300での通話終
了タスクが開始される。
【０３８４】
　制御権が、５秒の間隔で呼び出し復帰タイマを開始するプロセス・タスク1301に移る。
北アメリカ電話システムは、２秒のＯｎと４秒のＯｆｆの呼び出しサイクルを使用する。
【０３８５】
　プロセス・タスク1301は、アイドル状態のピコ局チャネルを探索して、各々の承認され
たハンドセットにページ・オーダを発行するプロセス・タスク1302を開始する。この動作
には、ハンドセットからページ・オーダへの応答の収集が含まれる。このプロセス・タス
クは、メッセージ構成に関するEIA-553規格に従う。
【０３８６】
　ハンドセットのモニタ基地局タスクは、照会タスク1509の間にピコ局のページ・オーダ
を検知して、2401でプロセス・ベース・オーダ・タスクを開始する。2401でのプロセス・
ベース・オーダ・タスク・エントリによって、オーダのタイプをページ・オーダと比較す
る照会タスク2402が開始される。照会タスク2402からのＹｅｓという応答によって、照会
タスク2403が開始される。
【０３８７】
照会タスク2403は、アイドルかどうかピコ局の話中／アイドル・ビットをモニタする。照
会タスク2403からのＮｏという応答によって、失敗を計数して、失敗計数を許された最大
失敗計数と比較する照会タスク2405が開始される。タスク2405からのＹｅｓという応答に
よって、プロセス・ベース・オーダ・タスクが終了し、コードレス・アイドル・エントリ
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1420での再スキャン・タスクが開始される。
【０３８８】
　照会タスク2405からのＮｏという応答によって、照会タスク2403が開始され、再度話中
／アイドル・ビットの状態を試験する。照会タスク2403からのＹｅｓという応答によって
、承認信号をピコ局に発行する2404プロセス・タスクが開始される。次に、プロセス・タ
スク2404によって、コードレス・アイドル・エントリ1420での再スキャン・タスクが開始
される。
【０３８９】
　次に、基地局プロセス・タスク1302によって、ページングしハンドセットからの応答が
ないかどうかモニタする照会タスク1303が開始される。照会タスク1303からのＮｏという
応答は、1101での基地局アイドル・タスクにループバックされ、再度、プロセス・タスク
が開始される。照会タスク1303からのＹｅｓという応答によって、プロセス・タスク1304
が開始される。
【０３９０】
　プロセス・タスク1304は、警告Ｏｎオーダをページ・オーダをACK'Dした各々のハンド
セットに発行する。
【０３９１】
　ハンドセットは、照会タスク1509でのモニタ基地局タスクのオーダをキャプチャし、エ
ントリ2400でのプロセス・ベース・オーダ・タスクを再始動する。再度、制御装置によっ
て、ページ・オーダをモニタする照会タスク2402を始動する。照会タスク2402からのＮｏ
という応答によって、警告オーダがないかどうかモニタする照会タスク2406が開始される
。照会タスク2406からのＹｅｓという応答によって、警告Ｏｎオーダがないかどうかモニ
タする照会タスク2407が開始される。照会タスク2407からのＹｅｓという応答によって、
着信についてユーザに通告するためにハンドセットの内蔵リンガを起動するプロセス・タ
スク2408が開始される。次に、プロセス・タスク2408によって、コードレス・アイドル・
エントリ1420での再スキャン・タスクが開始される。
【０３９２】
　次に、ピコ局プロセス・タスク1304によって、屋内増設電話からの応答がないかどうか
モニタする照会タスク1305が開始される。照会タスク1305からのＹｅｓという応答によっ
て、通告を受けたハンドセットに解放オーダを発行するプロセス・タスク1311が開始され
る。
【０３９３】
　次に、プロセス・タスク1311が、更新オーダを発行して、ハンドセットに回線使用中ス
テータスを通知する。次に、制御権が、エントリ1101での基地局アイドル・タスクに戻さ
れる。
【０３９４】
　照会タスク1305からのＮｏという応答によって、ハンドセットから応答がないかどうか
モニタする照会タスク1306が開始される。照会タスク1306からのＮｏという応答によって
、照会タスク1307が開始され、再度、呼び出し状態が試験される。照会タスク1307からの
Ｙｅｓという応答によって、別の５秒間隔について呼び出し戻しタイマを再始動するプロ
セス・タスク1308が開始される。プロセス・タスク1308と、照会タスク1307からのＮｏと
いう応答によって、それぞれ、照会タスク1309が開始される。
【０３９５】
　照会タスク1309は、すべてのハンドセットからの承認の受信がないかどうかモニタする
。照会タスク1309からのＮｏという応答によって、ページ・オーダを応答しない各々のハ
ンドセットプロセス・タスク1312が発行される。プロセス・タスク1312によって、警告Ｏ
ｎオーダを応答している各々のハンドセットに発行する1313が開始される。プロセス・タ
スク1313と、照会タスク1309からのＹｅｓという応答によって、各々、照会タスク1310が
開始される。
【０３９６】
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　照会タスク1310は、動作がないかどうか呼び出し戻しタイマをモニタする。タイマが終
了すると、システムは、発呼者がハングアップしたかどうかを決定する。従って、照会タ
スク1310に対するＹｅｓという応答によって、通話を終了するために1311が開始される。
照会タスク1310からのＮｏという応答は、照会タスク1305にループバックされ、再度、屋
内増設電話からの応答がないかどうか試験する。
【０３９７】
　図24を参照すると、プロセス・ベース・オーダ照会タスク2406のＮｏという結果によっ
て、ピコ局からの解除オーダがないかどうかモニタする照会タスク2410が開始される。照
会タスク2410に対するＹｅｓという応答によって、警告リンガを切り、切断応答を戻し、
コードレス・アイドル・エントリ1420での再スキャン・タスクを開始するプロセス・タス
ク2411が開始される。
【０３９８】
　照会タスク2410からのＮｏという応答によって、ピコ局からの更新オーダがないかどう
かをモニタする照会タスク2412が開始される。照会タスク2412からのＹｅｓという応答に
よって、新しいステータスをキャプチャして、照会タスク2414を開始するプロセス・タス
ク2413が開始される。照会タスク2412からのＮｏという応答は、コードレス・アイドル・
エントリ1420での再スキャン・タスクにループバックされる。
【０３９９】
　照会タスク2414は、アイドルかどうか、ピコ局の話中／アイドル状態をモニタする。照
会タスク2414からのＮｏという応答によって、失敗を計数し、累積計数を許された最大失
敗計数と比較する照会タスク2421が開始される。照会タスク2421からのＹｅｓという結果
は、コードレス・アイドル・エントリ1420での再スキャン・タスクにループバックされる
。照会タスク2421からのＮｏという応答は、再度、話中／アイドル状態を試験するために
、照会タスク2414にループバックされる。
【０４００】
照会タスク2414からのＹｅｓという応答によって、更新を承認し、照会タスク2416を開始
するプロセス・タスク2415が開始される。照会タスク2416は、ハンドセット使用中メッセ
ージがないかどうか更新オーダをモニタする。照会タスク2416からのＮｏという応答によ
って、照会タスク2422が開始される。タスク2422は、回線使用中メッセージがないかどう
か更新オーダをモニタする。照会タスク2422からのＮｏという結果によって、照会タスク
2423が開始される。タスク2423は、アイドル・メッセージがないかどうか更新オーダをモ
ニタする。照会タスク2423に対するＮｏという応答は、コードレス・アイドル・エントリ
1420での再スキャン・タスクにループバックされる。
【０４０１】
　ユーザが着信に答えたい場合は、オフフック・キーを押す。このアクションは、照会タ
スク1512のモニタ・ピコ局機能によって検知され、Ｎｏという結果によって、エントリ22
00での通話発呼タスクが開始される。
【０４０２】
　前述のように、発呼タスク・エントリ2200によって、オフフック（緑）キーがおされた
かどうかモニタする照会タスク2201が開始される。照会タスク2201に対するＹｅｓという
応答によって、警告Ｏｎ状態がないかどうかモニタする照会タスク2203が開始される。照
会タスク2203からのＹｅｓという応答によって、エントリ2122での応答通話タスクが始ま
る。
【０４０３】
ここで、図21を参照すると、応答通話タスク・エントリ2122によって、ピコ局の話中／ア
イドル状態をモニタする照会タスク2123が開始される。照会タスク2123からのＮｏという
応答によって、失敗を計数して、累積計数を最大許容失敗計数と比較する照会タスク2129
が開始される。照会タスク2129からのＹｅｓという結果は、コードレス・アイドル・エン
トリ1420での再スキャン・タスクに戻される。照会タスク2129からのＮｏという応答によ
って、再度、話中／アイドル状態を試験するために照会タスク2123が開始される。
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【０４０４】
　照会タスク2123からのＹｅｓという応答によって、I'll Take Itメッセージをピコ局に
送信するプロセス・タスク2124が開始される。プロセス・タスク2124によって、ピコ局か
らの承認がないかどうかモニタする照会タスク2125が開始される。
【０４０５】
　図13を参照すると、ピコ局は、照会タスク1306でハンドセットからの応答を検知して、
プロセス・タスク1314を開始する。プロセス・タスク1314は、警告Ｏｆｆオーダを他のす
べてのハンドセットに発行して、応答しているハンドセットからのI'll Take Itメッセー
ジを承認し、更新オーダを他のすべてのハンドセットに発行する。更新オーダは、"Hands
et In Use"、あるいは、類似のものを表示するようハンドセットに指示するメッセージで
ある。このモードでは、他のすべてのハンドセットは、ピコ・システムによってサービス
を拒否される。しかしながら、通信サービスは、まだ、マクロ携帯電話システムによって
利用可能である。次に、プロセス・タスク1314によって、通話に応答するために、回線を
占有するプロセス・タスク1315が開始され、前述のプロセスを介して会話を開始するプロ
セス・タスク1316が開始される。
【０４０６】
　再度、図24を参照すると、警告Ｏｆｆオーダは、照会タスク2407のハンドセットによっ
てキャプチャされ、次に、プロセス・タスク2409が開始されて、警告呼び出しが切られる
。プロセス・タスク2409によって、コードレス・アイドル・エントリ1420での再スキャン
・タスクが開始される。
【０４０７】
応答しているハンドセットは、図21の照会タスク2125でのタイト・ループにあるままであ
り、ピコ局ＡＣＫを待ち受ける。照会タスク2125からのＮｏという結果によって、このハ
ンドセットに向けられた更新オーダがないかどうかモニタする照会タスク2126が開始され
る。別のハンドセットが応答を求め、それに成功した場合は、照会タスク2126からのＹｅ
ｓという応答によって、エントリ2401でのプロセス・ベース・オーダ・タスクが開始され
る。
【０４０８】
　照会タスク2126からのＮｏという応答によって、切断レベルよりも大きいピコ局の信号
強度をモニタする照会タスク2127が開始される。照会タスク2127からのＹｅｓという応答
によって、ループか閉じられ、ピコ局のＡＣＫを待ち受けている照会タスク2125が開始さ
れる。ピコ局の信号が喪失すると、照会タスク2127からＮｏ応答が強制的に送信され、デ
ィスプレイをクリアし、警告呼び出しを取り消すプロセス・タスク2128が開始される。プ
ロセス・タスク2128は、再スキャン・エントリ1402での再スキャン・タスクにループバッ
クされる。
【０４０９】
　照会タスク2125でピコ局ＡＣＫを受け取ると、前述のコードレス会話エントリ2204での
発呼タスクが開始される。
【０４１０】
　応答しない各々のハンドセットは、更新オーダを受信する。ここで、図24を参照すると
、プロセス・ベース・オーダ照会タスク2416は、Handset In Useとしてステータスを検知
して、照会タスク2416からのYesという結果によって、プロセス・タスク2417が開始され
る。プロセス・タスク2417は、Handset In Useメッセージを表示させ、ピコ局からの新し
いコマンドがないかどうかモニタする照会タスク2418を開始する。同様に、照会タスク24
22からのＹｅｓという応答によって、ディスプレイにLine In Useメッセージを表示する
プロセス・タスク2424が開始される。照会タスク2423からのＹｅｓという応答によって、
ディスプレイにＩｄｌｅメッセージを表示させるプロセス・タスク2425が開始される。タ
スク2424、あるいは、2425のいずれかの後で、プログラム制御は、タスク2418に進み、ピ
コ局からの新しいコマンドがないかどうかモニタする。
【０４１１】
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　照会タスク2418からのＮｏという結果によって、ピコ局の信号強度が切断レベル以上か
どうかモニタする照会タスク2419が開始される。照会タスク2419からのＹｅｓという応答
は、照会タスク2418にループバックされ、ピコ局オーダがないかどうか試験が行われる。
すべてのハンドセットは、アクティブ状態のハンドセットが通話に拘る持続時間中、この
チャネルに留まる。
【０４１２】
　照会タスク2419からのハンドセットが、ピコ局からの信号を喪失した場合、Ｎｏいう結
果によって、ディスプレイをクリアし、エントリ1402での再スキャン・タスクに制御権を
戻すプロセス・タスク2420が開始される。
【０４１３】
　ピコ局から新しいオーダを受け取ると、照会タスク2418からのＹｅｓという応答が強制
され、エントリ2401でのプロセス・ベース・オーダ・タスクが開始される。
【０４１４】
　このシーケンスによって、ハンドセットとピコ局に関する通話プロセスのフローが完了
する。
【０４１５】
代替回線オプション・モジュール
　代替回線オプション・モジュールは、外部取り付け可能エンクロージャに収容された修
正携帯電話で構成され、内部バッテリー・バックアップを備えたＡＣ電源で駆動される。
この携帯電話ユニットに対する修正には、切り替え可能なＰＳＴＮ電話回線インターフェ
ースの追加、リモート・プログラミング・システム互換性の追加、及びその他のカスタム
・オペレーティング・ソフトウエアが含まれる。
【０４１６】
　この代替回線オプションの目的は、通話トラフィックの割り当てのために柔軟なアクセ
ス手段を提供することである。この機能は、中継ステーション（ＩＸＣ）に制限されるか
、あるいは、ローカル中継ステーション（ＬＥＣ）まで拡張することができる。この機能
は、競合アクセス手段と呼ばれる。
【０４１７】
　代替回線オプションは、ピコ局、あるいは、デュアル・モード・ハンドセットを用いる
か、あるいは、用いずに展開できる独立した装置である。代替回線オプションは、ローカ
ル携帯電話ステーションによって、ＰＳＴＮに対する代替アクセスを提供する顧客サイト
に対するｒｆリンクの役割を果す。
【０４１８】
　代替回線オプション・モジュールは、ローカル携帯電話ステーションに管理されて動作
し、住宅からの通話をモニタし、完了のために通話を携帯電話システムに選択的に経路設
定する。代替回線オプションも、マクロ携帯電話ネットワークをモニタし、代替回線オプ
ションのＭＩＮに対する通話を、完了のために屋内配線に経路設定することができる。こ
の選択プロセス、回線置換機能、及び動作モードは、前述のリモート・プログラミング・
ケイパビリティを介して、携帯電話ステーションから代替回線オプションにダウンロード
される。リモート・プログラミング回線を使用することによって、携帯電話ステーション
は、代替回線オプション・モジュールを確実に制御することができる。
【０４１９】
　説明した実施例では、住居へのＰＳＴＮ中央局の回線は、ローカル中継ステーションに
よって提供される標準インターフェース装置（ＮＩＤ）に入力で終わっている。
【０４２０】
　インターフェース・モジュールの出力は、住居の配線に接続している。住居の配線は、
顧客のすべての電話装置（増設電話、ＦＡＸ装置、コンピュータ・モデム、コードレス電
話、等）を中央局の回線に接続している。代替回線オプション・モジュールは、その入力
をＮＩＤの出力に接続することによって設置されている。次に、住居配線は、代替回線モ
ジュールの出力に接続されている。こうすることによって、代替回線オプションは住居配
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線と直列になる。
【０４２１】
　この相互接続法によって、代替回線オプションが能動的に携帯電話ステーションから家
庭への競合アクセスを提供している期間中に、代替回線オプション・モジュールが、中央
局の代替物になることができる。
【０４２２】
　ここで、図25を参照して、代替回線オプション・モジュールの初期化機能とリモート・
プログラミング動作を説明する。
【０４２３】
　電源を投入すると、タスク2501が開始され、内部管理を行って、電話回線インターフェ
ース及び携帯電話の無線ユニットをアイドル・モードにする。代替回線オプション・モジ
ュールは、その回線インターフェースと無線ユニットが、それぞれ確実に、オンフック状
態及び送信器のオフ状態で障害（故障、あるいは、電源喪失）を示すよう設計されている
。
【０４２４】
　タスク2501は、不揮発性メモリの内容をアップロードして、動作ステータスを決定する
プロセス・タスク2502に制御権を移す。次に、プロセス・タスク2502は、プログラムされ
たＭＩＮがあるかどうか試験する照会タスク2503を開始する。
【０４２５】
　ＭＩＮがまだプログラムされていない場合は、ホストとの接触が確立されるまで、代替
回線オプション・モジュールが、工場でプログラムされた１～800でホストに携帯電話の
通話を試みる。
【０４２６】
　この試行は、最初に、代替回線オプション・モジュールを提供する最も強力な携帯電話
ステーション・アクセス・チャネル（A-側、あるいは、B-側）で行われる。通話が、完了
のためにステーションによって受け入れられない場合、代替回線オプション・モジュール
が、側を切り替え、再度、通話を試行する。ホストが話中で、代替回線オプションを処理
できない場合は、接続が確立されるまで、代替回線オプション・モジュールが、５分間隔
で再試行を行う。
【０４２７】
　照会タスク2503からのＮｏという結果によって、プロセス・タスク2509が開始され、ス
テータスＬＥＤの赤い点滅が始まり、代替回線オプションが動作できないことを示す。次
に、プロセス・タスク2509で、B-側システムが選択され、利用可能な携帯電話サービスを
モニタする照会タスク2510に対する制御が開始される。
【０４２８】
　照会タスク2510からのＹｅｓという結果によって、ホストに割り当てられた１～800の
番号への通話を発呼するプロセス・タスク2512が開始される。次に、照会タスク2513が開
始され、選択したシステムによって通話が受け入れられたかどうか決定する。代替回線オ
プション・モジュールを展開している携帯電話ステーションは、そのスイッチをプログラ
ムして、リモート・プログラミング番号に対する通話を受け入れ、起呼ユニットは有効な
ＭＩＮを持つ必要はない。照会タスク2513の結果がＮｏであか、あるいは、照会タスク25
10からのＮｏという結果によって、代替回線オプション・モジュールを他の携帯電話シス
テムに強制的に切り替えるプロセス・タスク2511が開始される。
【０４２９】
　次に、プロセス・タスク2511が、照会タスク2510にループバックされ、再度、利用可能
なサービスがあるかどうか試験を行う。照会タスク2513からのＹｅｓという結果によって
、ホストが代替回線オプション・モジュールからの通話を受け入れたかどうかを決定する
照会タスク2514が開始される。
【０４３０】
　ホストが応答しなかった場合は、照会タスク2514のＮｏという結果によって、再度、ホ
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ストとの接触を試行するために、照会タスク2510にループバックする前に５分の遅延を入
力するプロセス・タスク2534が開始される。
【０４３１】
　照会タスク2514からのＹｅｓという結果によって、代替回線オプションのＭＩＮ、ＳＩ
Ｄ、リアルタイム・クロックのための現在の日付／時間セッティング、ホストのチェック
イン日付／時間ウインドウ、及び動作モード・パラメータを含むホストからのダウンロー
ドを獲得するプロセス・タスク2515が開始される。
【０４３２】
　代替回線オプション・モジュールに関する動作モード・パラメータには、ローカル交換
代替（ＬＥＣバイパス）ディレクティブ、及び相互交換代替（ＩＸＣバイパス）ディレク
ティブがある。こうしたパラメータは、中央処理装置の不揮発性メモリに保存される。
【０４３３】
　次に、プロセス・タスク2515は、完了したホストのダウンロードがないかどうかモニタ
する照会タスク2516に接続する。ダウンロード・プロセスが失敗すると、照会タスク2516
のＮｏという結果によって、遅延と再試行を実行するプロセス・タスク2534が開始される
。
【０４３４】
　照会タスク2516からのＹｅｓという結果によって、ステータスＬＥＤを定常の緑の状態
に回復させて、代替回線オプション・モジュールがプログラムされ、動作可能であること
を示すプロセス・タスク2517が開始される。
【０４３５】
　ステータスＬＥＤは、必要な場合に、誤動作診断を支援するためのサービス・ツールと
して設けられている。
【０４３６】
　プロセス・タスク2517は、代替回線オプションの主要なサービス・ループ、2505でのチ
ェック・ウインドウ・エントリに移る。
【０４３７】
　リモート・プログラミング・システムのダウンロードに続く電源投入リセット・イベン
トで、照会タスク2503からのＹｅｓという結果によって、内部リアルタイム・クロックが
正常に動作しているかどうかを試験する照会タスク2504が開始される。照会タスク2504で
のＹｅｓという結果によって、2505での一次サービス・ループ・エントリ・チェック・ウ
インドウに移る。
【０４３８】
　照会タスク2504からのＮｏという結果によって、正しい時刻かどうかリモート・プログ
ラミング・システムと接触する即時プロセスが開始される。これは、携帯電話サービスの
アベイラビリティがあるかどうか試験する照会タスク2524を開始することよって、達成さ
れる。サービスが利用可能であれば、照会タスク2524からのＹｅｓという結果によって、
ホストの通話を発呼するプロセス・タスク2525が開始される。プロセス・タスク2525によ
って、ホストからの応答をモニタする照会タスク2526が開始される。照会タスク2626から
のＮｏという応答によって、１分の遅延を行い、プロセス・タスク2525にループバックし
て再試行を行うプロセス・タスク2529が開始される。
【０４３９】
　ホストからの応答によって照会タスク2526からのＹｅｓという結果が生じて、プロセス
・タスク2527が開始される。プロセス・タスク2527は、リモート・プログラミング・シス
テムからリアルタイム・クロックの更新を受け取る。次に、制御権が、照会タスク2528に
移され、ロードの成功を決定する。照会タスク2528からのＮｏという結果は、プロセス・
タスク2529にループバックされる。照会タスク2528からのＹｅｓという結果によって、25
05での一次サービス・ループ、チェック・ウインドウ・エントリに移る。
【０４４０】
　照会タスク2524によって、サービスが利用できなかったことが決定されると、Ｎｏとい
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う結果によって、ステータスＬＥＤを定常の赤に点灯し、アラーム状態を不揮発性メモリ
にログして、イベントをリモート・プログラミング・システムに報告することを可能にす
るプロセス・タスク2535が開始される。次に、プロセス・タスク2535によって、携帯電話
サービスのアベイラビリティがあるかどうかのモニタを継続する照会タスク2536が開始さ
れる。
【０４４１】
　サービスが利用可能ではない場合は、そのＮｏという結果を照会タスク2536の始めにル
ープバックさせることによって、照会タスク2536はタイト・ループに留まる。照会タスク
2536からのＹｅｓという結果によってステータスＬＥＤを定常の緑に復元して、ホストと
の接触を試みるためにプロセス・タスク2525にループバックするプロセス・タスク2537が
開始される。
【０４４２】
　幾つかのプロセス・ステップで説明したように2505でのチェック・ウインドウ・タスク
・エントリによって、標準携帯電話プロトコルに従って、ホストからダウンロードされた
携帯電話ステーションのＳＩＤに適合する代替回線オプションのロケーションで携帯電話
サービスが利用可能であるかどうかを決定する照会タスク2506が開始される。
【０４４３】
　照会タスク2506からのＮｏという結果は、プロセス・タスク2530に接続され、ステータ
スＬＥＤを定常の赤に点灯して、アラーム状態を表示し、イベントを不揮発性メモリにロ
グして、後にそれをホストにリポートする。プロセス・タスク2530によって、サービスの
アベイラビリティがあるかどうかモニタするタイト・ループに留まる照会タスク2531が開
始される。照会タスク2531のＮｏという結果は、照会タスク2531の始めにループバックさ
れる。サービスが利用可能になると、照会タスク2531からのＹｅｓという結果によって、
ステータスＬＥＤを定常の緑に復元し、2505でのチェック・ウインドウ・タスク・エント
リに戻るプロセス・タスク2532が開始される。
【０４４４】
　サービスが利用可能であれば、照会タスク2506へのＹｅｓという出力によって、照会タ
スク2507が開始される。代替回線オプション・モジュールは、リアルタイム・クロックと
カレンダーを維持して、運用ウインドウが使用可能になる時期と、運用パラメータに対す
る可能な更新のためにホストに接触すべき時期を決定する。照会タスク2507は、ウインド
ウに保存されたリモート・プログラミング通話に対して現在の日付／時間を試験する。着
信ウインドウが開かれていれば、照会タスク2507に対するＹｅｓという結果によって、照
会タスク2533が開始される。
【０４４５】
　照会タスク2533は、遅延タイマの動作を決定し、照会タスク2533に対するＮｏという結
果によって、サービスのアベイラビリティがあるかどうかモニタする照会タスク2518が開
始される。照会タスク2518からのＮｏという結果が2505でのチェック・ウインドウ・エン
トリにループバックされる。
【０４４６】
　照会タスク2518に対するＹｅｓという結果によって、ホストに通話を発呼するプロセス
・タスク2519が開始される。プロセス・タスク2519によって、ホストからの応答がないか
どうか試験する照会タスク2520が開始される。照会タスク2520がリモート・プログラミン
グ・システムの応答を決定できない場合は、Ｎｏによって、プロセス・タスク2523が開始
され、30秒のタイムアウト値を持つ遅延タイマが始動される。次に、プロセス・タスク25
23は、2505でのチェック・ウインドウ・エントリにループバックされる。
【０４４７】
　ホストからの応答によって、照会タスク2520でのＹｅｓという結果が生じた場合は、プ
ロセス・タスク2521が開始され、ホストからの更新が獲得される。プロセス・タスク2521
によって、更新の完了に成功したことを決定する照会タスク2522が開始される。
【０４４８】
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　照会タスク2522からのＮｏという結果によって、2523での遅延タイマ・プロセス・タス
クが開始されるが、Ｙｅｓという結果は、2505でのチェック・ウインドウ・エントリにル
ープバックされる。
【０４４９】
　ホストの着信ウインドウが閉じられている場合は、照会タスク2507のＮｏという結果に
よって、照会タスク2508が開始される。照会タスク2533に対するＹｅｓという結果によっ
ても、照会タスク2508が開始される。照会タスク2508は、現在の日付／時間をリモート・
プログラミング・システムからダウンロードした値と比較して、代替回線オプション・モ
ジュール・サービス・ウインドウが開かれているかどうかを決定する。サービス・ウイン
ドウが存在すれば、携帯電話システムが住居の通話トラフィックを処理するために限定さ
れた能力しかない場合に、携帯電話ステーションは、トラフィック管理を行うことができ
る。
【０４５０】
　照会タスク2508によって、サービス・ウインドウを閉じることが決定されると、Ｎｏと
いう結果が、2505でのチェック・ウインドウ・エントリにループバックされる。サービス
・ウインドウが開かれていれば、照会タスク2508に対するＹｅｓという結果によって、エ
ントリ・ゲート2601での代替回線オプション・オンライン・タスクが開始される。
【０４５１】
　従って、サービス・ウインドウが閉じられているか、あるいは、代替回線オプションが
携帯電話システムからサービスを受信していない場合は、代替回線オプション・モジュー
ルは、住居のすべての回線の動作を無視する。
【０４５２】
　ここで、図26を参照して、代替回線オプション・サービス機能を更に詳細に説明する。
運用ウインドウが使用可能であれば、代替回線オプション無線ユニットは、携帯電話シス
テムからサービスを受信している。2601で代替回線オプション・オンライン・タスクが入
力され、それにより、オフフック表示を決定するために回線電流をモニタするための照会
タスク2602が開始される。照会タスク2602に対するＹｅｓという結果によって、新しい分
を開始するかどうかリアルタイム・クロックを試験する照会タスク2603が開始される。
【０４５３】
　すべての重要なイベントを範囲に含むことを保証するために、照会タスク2603は、代替
回線オプション・オンライン・タスクを終了して、代替回線オプション・オンライン・タ
スクがそのサービス・ウインドウを開始する時に使用する回線を発見した場合に、新規の
分を開始する際に、2505でのチェック・ウインドウ・エントリに戻る。照会タスク2603で
のＮｏという結果は、照会タスク2602の始めにループバックして、回線ステータスのモニ
タを継続する。
【０４５４】
　回線がアイドル状態であれば、照会タスク2602に対するＮｏという結果によって、代替
回線オプションの構成データを照モニタして、ローカル交換会社のバイパス・モード動作
を決定する照会タスク2604が開始される。照会タスク2604に対するＹｅｓという結果によ
って、回線転送メカニズムを起動するプロセス・タスク2605が開始される。
【０４５５】
　プロセス・タスク2605は、中央局から住居配線を切断する動作を行い、すべての中央局
の機能の代わりに、代替回線オプション・モジュールの機能を用いる。プロセス・タスク
2605、及び照会タスク2604からのＮｏという結果によって、照会タスク2606が開始される
。
【０４５６】
　照会タスク2606は、屋内配線をモニタして、増設電話がオフフックであるかどうかを決
定する。照会タスク2606に対するＹｅｓという結果によって、ＬＥＣバイパス・モードか
どうかをモニタする照会タスク2622が開始される。照会タスク2622に対するＹｅｓという
結果によって、プロセス・タスク2623が開始され、屋内配線に対する精密ダイヤル・トー
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ンが生成される。
【０４５７】
　プロセス・タスク2623、及び照会タスク2622に対するＮｏという結果によって、最初に
ダイヤルされた桁をキャプチャし、照会タスク2625に制御権を移すプロセス・タスク2624
が開始される。
【０４５８】
　照会2625は、ＬＥＣバイパス・モードの動作を決定し、Ｙｅｓという結果によって、ダ
イヤル・トーン信号を除去するプロセス・タスク2626が開始される。プロセス・タスク26
26、及び照会タスク2625からのＮｏという結果によって、最初の桁が１、あるいはゼロで
あるかどうかを決定する照会タスク2627が開始される。いずれの場合も、アクセスが再検
査される。
【０４５９】
　照会タスク2627がＮｏという結果を生成した場合、ＬＥＣバイパス・モードの動作をモ
ニタする照会タスク2628が開始される。代替回線オプションがＩＸＣバイパス・モードで
ある場合は、照会タスク2628からのＮｏという結果によって、ダイヤルされた交換コード
（最初の３桁）をキャプチャするプロセス・タスク2629が開始される。次に、プロセス・
タスク2629によって、交換コード（ＮＮＸ）が、完了のために携帯電話ステーションに向
けられる交換リストみらメンバーであるかどうかを決定する照会タスク2630が開始される
。照会タスク2630でのＮｏという結果は、チェック・ウインドウ・エントリ・ゲート2505
に戻される。
【０４６０】
　照会タスク2630でのＹｅｓという結果と、照会タスク2628でのＹｅｓという結果によっ
て、ダイヤルした完全な番号をキャプチャするプロセス・タスク2631が開始される。次に
、プロセス・タスク2631によって、ＬＥＣバイパス・モードであるかどうか試験する照会
タスク2632が開始される。照会タスク2632に対するＮｏという結果によって、中央局から
離れた回線を占有し、効果的にＰＳＴＮに対する通話を打ち切るプロセス・タスク2633が
開始される。これで、屋内接続は、回線への－48ＶＤＣ通話バッテリー電源供給を維持す
る代替回線オプション・モジュールの出力インターフェースに切り替わる。プロセス・タ
スク2633及び照会タスク2632に対するＹｅｓという結果によって、収集したダイヤル番号
に携帯電話の通話を発呼するプロセス・タスク2634が開始される。
【０４６１】
　プロセス・タスク2634は、屋内回線音声回路を接続して、発呼者が、この発呼に応じて
提供された回線監視を聞けるようにする。次に、プロセス・タスク2634によって、動作が
ないかどうか通話イベントをモニタする照会タスク2635が開始される。照会タスク2635の
Ｙｅｓという結果を照会タスク2635の始めにループバックすることによって、通話切断イ
ベントまで、制御権は照会タスク2635に留まる。切断イベントが発生すると、照会タスク
2635に対するＮｏという結果が生じて、プロセス・タスク2636が開始される。
【０４６２】
　プロセス・タスク2636は、代替回線オプション発呼通話を打ち切り、占有されているな
らば、屋内回線を解放する。次に、代替回線オプション・オンライン・オプションは、チ
ェック・ウインドウ・エントリ・ゲート2505に戻る。代替回線オプション・ウインドウを
閉じる前に、代替回線オプション・モジュールによって迂回された通話が完了される。
【０４６３】
　増設電話の動作に関して、照会タスク2606がＮｏという結果になった場合は、携帯電話
ステーションから代替回線オプションＭＩＮに向けられた到着通話の受信がないかどうか
をモニタする照会タスク2607が開始される。照会タスク2607に対するＹｅｓという結果に
よって、代替回線オプションＭＩＮ通話が、屋内回線に移らなければならないＩＸＣバイ
パス・イベントであるかどうかを決定する照会タスク2608が開始される。
【０４６４】
　照会タスク2608の結果がＮｏである場合は、代替回線オプションＭＩＮ通話に応答し、



(64) JP 4589995 B2 2010.12.1

10

20

30

40

50

ホストのアクセス・プロトコルに応答するプロセス・タスク2609が開始される。プロセス
・タスク2609によって、リモート・プログラミング・システムが発呼者かどうか決定する
照会タスク2610が開始される。照会タスク2610でのＮｏという結果によって、代替回線オ
プションＭＩＮ通話を打ち切り、制御権をチェック・ウインドウ・エントリ・ゲート2505
に戻すプロセス・タスク2611が開始される。
【０４６５】
　照会タスク2610の結果がＹｅｓであれば、リモート・プログラミング・システムの更新
セッションをキャプチャし、プロセス・タスク2613を開始するプロセス・タスク2612が開
始され、代替回線オプションＭＩＮ通話を切断し、チェック・ウインドウ・エントリ・ゲ
ート2505に戻るプロセス・タスク2613が開始される。
【０４６６】
　ＩＸＣバイパスが有効であれば、照会タスク2608の結果がＹｅｓとなり、屋内配線を占
有して、呼び出し電圧を生成し、着信があることを増設電話に警告するプロセス・タスク
2617が開始される。次に、プロセス・タスク2617によって、増設電話からの応答が発生し
たかどうかを決定するためにモニタを行う照会タスク2618が開始される。
【０４６７】
照会タスク2618からのＮｏという結果によって、携帯電話の発呼者の継続的に存在するか
どうかをモニタする照会タスク2619が開始される。上記のプロセス・タスク2613によって
、照会タスク2619からのＮｏという結果が終了する。照会タスク2617に対するＹｅｓとい
う結果は、呼び出し生成プロセス・タスク2617にループバックされる。
【０４６８】
　増設電話からの応答によって、照会タスク2618へのＹｅｓという結果が強制され、プロ
セス・タスク2620が開始される。プロセス・タスク2620によって、屋内回線の音声が携帯
電話無線に接続され、会話が可能になる。次に、プロセス・タスク2620によって、通話動
作をモニタする照会タスク2621が開始される。切断イベントが発生するまで、照会タスク
2621は、タイト・ループのままである。照会タスク2621に対するＹｅｓという結果は、照
会タスク2621に対する入力にループバックされる。
【０４６９】
　切断イベントが発生すると、照会タスク2621に対するＮｏという結果によって、前述の
プロセス・タスク2613が開始される。
【０４７０】
　代替回線オプションＭＩＮが通話を受信していない場合、照会タスク2607に対するＮｏ
という結果によって、呼び出し電圧について中央局をモニタする照会タスク2614が開始さ
れる。照会タスク2614に対するＮｏという結果は、制御権をチェック・ウインドウ・エン
トリ・ゲート2505に戻す。
【０４７１】
　照会タスク2614に対するＹｅｓという結果によって、増設電話からの応答がないかどう
か屋内回線をモニタする照会タスク2615が開始される。照会タスク2615のＮｏという結果
は、照会タスク2614の始めにループバックされ、回線の呼び出しがないかどうかモニタを
継続する。
【０４７２】
　照会タスクに2615対するＹｅｓという結果によって、切断イベントがないかどうか応答
された通話をモニタする照会タスク2616が開始される。通話がアクティブである場合、照
会タスク2616に対するＹｅｓという結果は、タイト・ループで照会タスク2616の始めにル
ープバックされる。通話が完了すると、照会タスク2616のＮｏという結果によって、制御
権が、チェック・ウインドウ・エントリ・ゲート2505に戻される。
【０４７３】
　代替回線オプションがＬＥＣバイパス・モードで動作していない場合の代替回線オプシ
ョン・モジュール迂回通話中に、呼び出し動作照会タスク2635及び2621は、代替回線オプ
ション入力回線インターフェースを使用して、呼び出し電圧がないかどうか中央局の回線
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をモニタする。屋内回線のための通話が発生すると、代替回線オプションが通話待機トー
ンを出力回線インターフェースの屋内側に発行する。
【０４７４】
　屋内回線増設電話のユーザは、フックフラッシュを実行することによって、この通話に
対する応答を選択することができる。代替回線オプション通話待機通知に対するフックフ
ラッシュ応答の代替回線オプションを検知すると、代替回線オプションが、その出力回線
インターフェースを中央局に切り替え、着信に応答する。
【０４７５】
　携帯電話の通話が保留され、屋内配線毎に別のフックフラッシュ中に被呼者が待機状態
に置かれる。発呼者が、保留中の携帯電話の通話に戻ることを忘れ、増設電話を単にハン
グアップしただけである場合は、代替回線オプションが出力回線インターフェースを占有
し、屋内配線に対して呼び出し電圧を生成する。
【０４７６】
　この呼び出しに応答があると、代替回線オプション・モジュールによって、携帯電話の
通話が屋内配線に再接続される。保留中に携帯電話の被呼者が終了した場合は、代替回線
オプション・モジュールは、屋内配線からのそれ以上のフックフラッシュを無視する。
【０４７７】
　代替回線オプションが完了した通話が進行中に、代替回線オプション・モジュールが、
非請求フックフラッシュを検知すると、それは、携帯電話プロトコルに従って、携帯電話
システムに渡される。
【０４７８】
　代替回線オプション・モジュールの動作モードが、常時ＬＥＣ置換である場合は、代替
回線オプション回線インターフェースが常に占有され（屋内配線に接続され）、決して解
放されることはない。その場合、すべての入出トラフィックは、代替回線オプション・モ
ジュール及び携帯電話システムによって、処理される。
【０４７９】
　顧客が上述をシステムを使用するのは非常に簡単であり、様々な利点が得られる。購入
サービスでは、顧客は、３つまでのピコ局の６台のハンドセットをサポートするオプショ
ンを持つ。従って、家族内で必要とされる個別のハンドセットについて、家庭及び事務所
といった広汎なピコ局の置換が可能である。
【０４８０】
　ピコ局をプラグインし、各々のハンドセットを近接させ、ハンドセット起動コマンドを
選択し、基地局の起動ボタンを押すということを含めて、顧客による起動ステップは、簡
単である。
【０４８１】
　登録に続いて、ハンドセットの使用法は、ハンドセットのスイッチを入れ、オフフック
を行うとと直ちにダイヤル・トーンが導入されるという点で、実際上、標準的有線電話機
に類似している。
【０４８２】
　各々の家族のメンバーに一台の特殊ハンドセットには、選択番号、及び選択呼び出し能
力があり、それにより、システムの通話転送機能と組み合わせて使用した場合、各々の家
族にメンバーが、在宅の際に個別のメンバーに向けられた個人通話を識別、応答すること
ができる。
【０４８３】
　ハンドセットのディスプレイ機構によって、常に、顧客は、サービスのいずれの等級が
使用されているかを知ることができ、ホーム・エリアに入ると、顧客は幾つの家庭用電話
が登録されているかを知ることができる。
【０４８４】
　付加的な機構によって、可能であれば、バッテリーの電力を節約するために、ハンドセ
ットの電力消費が調整され、システムの近隣干渉及び盗聴の暴露が最小なシステムが得ら
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れる。
【０４８５】
　付加的な特徴は、ピコ局がホーム・エリア内の別のハンドセットの要求を満たしている
間に通話の発呼のための私的な第２の回線として携帯電話システムを利用可能なことであ
る。明らかに、顧客は、特定の必要を満たす請求料金で、様々なサービス・プランから、
直接利益を得ることができる。
【０４８６】
　システムの観点から、本発明の好ましい実施例によって、携帯電話ネットワークといっ
た無線電話ネットワークに統合し、それと共存するマルチ・モード・パーソナル・無線通
信システムが得られる。このシステムによって、特殊ハンドセットを装備した顧客の選択
グループに対する標準的及び独自なサービスが得られ、ネットワーク、あるいは、携帯電
話システムによってサポートされた別の顧客に影響を与えることはない。最小の数の予約
携帯電話チャネルに基づいた逆制御プロトコル階層を使用することによって、システムの
共存が達成され、そのチャネルは、独自な増強コードレス操作モードで、顧客のすべての
選択グループによって共有される。確立されたプロトコル規格に厳しく従い、周波数プラ
ンを調整する必要をなくすことによって、システム統合を行った。更に、本発明には、プ
ログラム可能な内容を持つ標準的オーバーヘッド・メッセージを独自に使用して、携帯電
話システムに統合する備えがある。
【０４８７】
　それによって、携帯電話サービスの提供者は、顧客に最もアピールする区域を範囲に含
めることで、そのサービスを効率的に提供する手段が得られる。こうした区域は、単一の
セル・サイトほど小さくしたり、全システムと同じほど大きくすることができる。従って
、これで、顧客は、関心のある区域のローカル使用の価格設定及びその他の割増使用の価
格設定の提供するサービス・パッケージを購入することができる。既存の携帯電話の顧客
の装置は、付加的なオーバーヘッド・メッセージを無視し、携帯電話サービスを得ること
を継続する。
【０４８８】
　本発明の特殊ハンドセットは、自動的に切り替わり、既存の標準的プロトコルの下でア
ナログ、あるいは、デジタル・モードで、標準携帯電話ネットワークと共に動作する。特
殊ハンドセットは、その独立した局所的に相互接続されたピコ－セルの範囲内にある場合
、増強コードレス・モードで独自なプロトコルを利用する。遍在する電気通信システムに
対処するために、本発明は、ハンドセットが関連するピコ－セルの範囲内にある間に、発
呼のための私的な第２の回線として、そうした特殊ハンドセットに携帯電話ネットワーク
を利用する能力を設けている。
【０４８９】
　そうしたハンドセットが行うような本発明の独自な位置分析法によって、適切な近隣に
入るまで、関連するピコ－セルとの通信を試行することが禁止される。そうすることによ
って、バッテリーの電力が節約され、予約されたチャネルでの不必要な伝送が大幅に削減
される。そうした伝送を制御することによって、そうしたチャネルが通話トラフィックを
伝達するアベイラビリティが増強される。
【０４９０】
　付加的に、内部精密ダイヤル・トーンをそうした特殊ハンドセットに組み込み、北アメ
リカ・ダイヤリング・プランに従って、ダイヤル番号分析を行うことによって、非常にユ
ーザ親和性があり、簡単に使用できる顧客のための電話を作成した。本発明の特殊ハンド
セット・メッセージ・ディスプレイ・スクリーンが、システムのユーザ親和性に加わり、
これは、いずれのシステム部分が、例えば、ホーム、ローカル、割増といったいずれの割
増コストで、サービスを提供しているかを、常に顧客が気付いているということによって
実証されている。
【０４９１】
　更に、本発明は、特徴的な呼び出し等級機構を通話転送等級機構に結合して、顧客が、
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ピコ－セルの場所で、サポートされた特殊ハンドセットの特定の一つのハンドセットに所
属するとして、着信を迅速に識別できるようにしたものである。これは、屋内配線に接続
されたすべての電話を、所望のハンドセットの呼び出し信号のリズムと共に鳴らすことに
よって達成される。また、本発明によって、独自なプロトコルを介して、特殊ハンドセッ
トをリモート・プログラムできることによって、サービス提供者に対する経済的な利益が
得られる。この能力によって、サービス提供者にとって現在利用不能な販路を通して、特
殊ハンドセットを普及させることができ、それによって、更に、顧客に対する最終コスト
を削減することができる。それに加えて、本発明によって、こうした特殊ハンドセットを
３台までの別個のピコ－セルを識別し、それと共に動作できるようにして、複数のホーム
・システム環境を確立する柔軟性を顧客に与えることができる。通話トラフィックが携帯
電話ネットワークからオフロードされた付加的な場所を提供することによって、サービス
の提供者は利益を得る。このトラフィックのオフロードによって、既存の顧客の基盤に対
する影響を最小にして、現在の携帯電話ネットワークに本発明を展開することができる。
【０４９２】
　本発明によって、携帯電話ネットワークとは独立して動作するオーバーレイ・セル・フ
レームワークを介して、起動、制御されるネットワークで明白なピコ－セルが得られる。
前述のように、このオーバーレイ・フレームワークでは、上述の予約チャネルの独自なプ
ロトコルが用いられ、携帯電話から逆転した階層が使用される。
【０４９３】
　独自な制御法によって、ピコ－セルが全体的な携帯電話ネットワークと接触、通信、あ
るいは、その一部になる必要がなくなり、携帯電話ネットワークによってサポートされた
既存の顧客ベースにとって明白に動作することができる。本発明によって、各々のピコ－
セルが、スペクトルが動的で、非キャプチャで、周波数に鋭敏であり、顧客が選択した場
所に顧客が設置した汎用基地局で構成されることを規定している。各々のピコ－セルは、
オーバーレイ・セル・フレームワークと協力して、特殊ハンドセットの増強コードレス動
作モードをサポートする。各々のピコ－セルは、複数のハンドセットをサポートすること
ができ、別個の局所で相互接続され、限定された到達距離の無線通信システムであり、携
帯電話システムからトラフィックを効率的にオフロードする。これは、携帯電話ネットワ
ークを関与させずに、ＰＳＴＮに対する上述の局所相互接続を介して、各々のピコ－セル
が、その登録された特殊ハンドセットの通話トラフィックを独立して処理することによっ
て、達成される。
【０４９４】
　しかしながら、更に、携帯電話ネットワークのトラフィック容量が増大するにつれて、
代替回線オプション・モジュールとして知られた本発明のエレメントによって、無線ロー
カル相互接続能力が得られる。代替回線オプション・モジュールは、遠隔プログラムが可
能であり、それによって、携帯電話サービスの提供者は、通話トラフィックを、公共切り
替え電話ネットワーク、あるいは、携帯電話無線ネットワークとの間で、選択的に転送、
あるいは、割り当てることができ、所望であれば、完全な無線ネットワークを作成するこ
とができる。
【０４９５】
　代替回線オプション・モジュールのプログラム可能な動作基準には、内部的にそれが動
作する時期とそれが実行する特定の機能が何であるかを決定するために必要なデータが含
まれる。
【０４９６】
　本発明に規定されているように、既存の携帯電話ネットワークに隣接した残りのエレメ
ントとは独立して、代替回線オプション・モジュールを展開することができる。このエレ
メントは、通常のＰＳＴＮ接続の代わりに屋内配線に給電して、アクティブ状態になる場
合、実際上、インテリジェント中央局置換である。現在、屋内配線に接続されたすべての
既存の装置との完全な互換性を維持しながら、無線相互接続代替手段を提供するこの能力
によって、携帯電話サービスの提供者は、ローカル交換市場を求めて効果的に競争するこ
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とができる。
【０４９７】
　また、本発明によって、オーバーレイ・セル・フレームワークを介して、無線の起動及
び各々のピコ局と特殊ハンドセットの制御を容易にするためのサービス制御ユニットとホ
スト局が得られる。システムのこうしたエレメントによって、以前に必要とされた労働力
の多くを不要にしながら、各々の完全な展開が保証される。既存の顧客の起動システムに
対する統合方法と確実なプロトコルによって、不正な慣行の機会が大幅に削減される。
【０４９８】
　本発明によって、端末装置（ピコ－セル及びハンドセット）でのデータ・モデム・ハー
ドウエアの必要をなくしながら、リモート・プログラミング・システムのケイパビリティ
を組み込むことができる。10Ｋビット・チャネルによる改善されたデータ速度による増強
された動作速度と結び付いたこの単純なハードウエアによって、経済的に実現可能なリモ
ート・プログラミング・プロセスが作成できた。
【図面の簡単な説明】
【０４９９】
【図１】本発明のシステムの一つの好ましい実施態様のシステムブロック図である。
【図２】本発明のシステムに使用できる送受器の構成要素線図である。
【図３】本発明のシステムの送受器の線図であり、そのキーパッドのレイアウトなどの外
部の特徴を示す。
【図４】本発明のシステムのピコステーションの構成要素線図である。
【図５】本発明のシステムのサービス制御装置の構成を示すブロック図である。
【図６】本発明のシステムの使用できるオルタネートラインオプションモジュールの構成
要素線図である。
【図７】セットアップおよびアクティベーション機能(Set up and Activationfunction)
でピコステーションが作動するのを示す流れ図である。
【図８】ピコステーションの構成機能(Configuration function)でピコステーションが作
動するのを示す流れ図である。
【図９】送受器のオーソライゼーション機能(Authorization function)でピコステーショ
ンが作動するのを示す流れ図である。
【図１０】スキャンチャネル機能(Scan Channel function)中のピコステーションの作動
を示す流れ図である。
【図１１】呼び出しとアイドルループ機能(Call and Idle Loop function)中のピコステ
ーションの作動示す流れ図である。
【図１２】呼出しオリジネーションと呼出し総合機能(Call Origination and Call Joini
ng function)中のピコステーションの作動を示す流れ図である。
【図１３】呼出し終了機能(Call Termination function)中のピコステーションの作動を
示す流れ図である。
【図１４】初期化とサービス決定機能(Initialization and service determination func
tion)中の送受器の作動を示す流れ図である。
【図１５】ピコステーションを監視しチャネル機能を見出す間の送受器の作動を示す流れ
図である。
【図１６】送受器のオーソライゼーション機能中の送受器の作動を示す流れ図である。
【図１７】送受器の登録機能(Registration function)中の送受器の作動を示す流れ図で
ある。
【図１８】送受器の再獲得ピコステーション機能(Reacquire pico station function)中
の送受器の作動を示す流れ図である。
【図１９】送受器のセルアイドル(cellular idle)、スピードダイヤル(speed dial)およ
びセル会話(cellular conversation)の機能中の送受器の作動の流れ図である。
【図２０】ダイヤル番号エントリー機能(dial number entry function)中の送受器の作動
を示す流れ図である。
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【図２１】数値エントリーおよび非数値エントリーの機能(numeric entry and non-numer
ic entry function)中の送受器の作動を示す流れ図である。
【図２２】他の部分の呼出しの選択と送達の機能中の送受器の作動を示す流れ図である。
【図２３】接触ピコステーション機能(contact pico station function)中の送受器の作
動を示す流れ図である。
【図２４】送受器プロセスベースオーダ機能(handset process base order function)中
の送受器の作動を示す流れ図である。
【図２５】初期化、構成化およびサービス決定の機能(Initialization, Configuration,S
ervice Determination function)中のオルタネートラインオプションモジュールの作動を
示す流れ図である。
【図２６】呼出し処理機能(call processing function)中のオルタネートラインオプショ
ンモジュールの作動を示す流れ図である。
【図２７】ピコモードで作動している本発明システムの構成要素に対する逆制御チャネル
通信(reverse control channel communication)の送受器メッセージフォーマットのビッ
ト割り当てチャート(bit assignment chart)である。
【図２８】ピコモードで作動する本発明のシステムの構成要素に対する転送制御チャネル
オーバーヘッド(forward control channel overhead)と登録指令語(registration comman
d word)のピコステーションメッセージフォーマットのビット割り当てチャートである。
【図２９】ピコモードで作動する本発明のシステムの構成要素に対する転送制御チャネル
呼出し処理指令とオーソライゼーション指令語のピコステーションメッセージフォーマッ
トのビット割り当てチャートである。
【図３０】本発明のシステムの転送および逆のチャネル通信パケット(forward and rever
se channel communication packet)のメッセージフレーミングチャート(message framing
 chart)である。
【図３１】オーバーレイネットワーク上のピコステーションとの通信のための、逆制御チ
ャネルセットアップ(reverse control channel setup)および制御指令語のサービス制御
装置メッセージフォーマットのビット割り当てチャートである。
【図３２】ピコステーションで実施される呼出し接続プロセス(call connected process)
の流れ図を示す。
【図３３】送受器実施される通常の会話機能の流れ図を示す。
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